
    
      
        
      
    

  











































































僕の軍師は、スカートが短すぎる

～サラリーマンとＪＫ、ひとつ屋根の下
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　終電は、今日も社畜しゃちくと酔っ払いで溢あふれ返っていた。

　やりたくもないおしくらまんじゅうを強要された車内で、電車が十五分の遅れで駅に到着するというアナウンスが流れてから、ゆっくりと電車が減速する。

　最寄り駅で終電から吐き出された北条ほうじょう史樹しきは、大きく息をついた。

「あー……結局、今日も終電か……」

　朝、この駅を出発した時には、なんとしても定時に帰ろうと意気込んでいた。

　しかし、気概だけで仕事が終わるなら、社畜なんて生まれない。

　むしろ、パズルゲームのように次から次へと業務が降ふり注そそぎ、気づけば会社のフロアでぽつんと一人だけ取り残されていた。

　改札から吐き出される人の波に乗りながら、史樹は腕時計を一瞥いちべつする。

「もうこんな時間……日付が変わる前に帰ったのって、最後いつだったっけ……？」

　本当に思い出せないのは、疲れているからか、それとも、思い出したくないからなのか。

　連日の終電帰りは、少なくとも、ここ一ヶ月ほど続いていた。

　あまり働いていない思考のまま、頭上の三日月みかづきだけを共に、史樹は自宅に向けて歩き始める。

　最寄り駅から自宅まで、徒歩十五分ほど。

　駅から少し離れるとすぐに住宅街となり、右に左に折れて進んだ先、角地に建つ戸建ての自宅が見えてきた。

　見慣れた自宅には、しかし、いつもと違う点が一つだけあって。

「……え？」

　玄関のドアに寄りかかるようにして、一人の女の子が蹲うずくまっていた。

「はう……」

「キミ、大丈夫？」

　慌てて駆け寄り、史樹は女の子を助け起こす。

　まだ高校生くらいだろうか。小柄だがスタイルのいい女の子で、綺麗きれいな髪を肩下まで伸ばしている。

　ぱっと見た限り、怪我けがをしている様子はないが、素人しろうと判断は危険だろう。

　史樹はポケットからスマートフォンを取り出すと、

「病気？　怪我？　待ってね、救急車呼ぶから」

　すぐに１１９番へかけようとしたところで、史樹の腕を少女の手が弱々しく握ってきた。

「……それは……ダメ……」
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　思わず手を止めた史樹だったが、明らかに普通でない女の子を前に、逡巡しゅんじゅんしてしまう。

「けど──」


「…………いた」



「え？」

　わずかに呟つぶやいた女の子の声。

　それを聞き取ろうと、その口に耳を寄せる。

　そんな史樹の耳元へ、細く蚊かの鳴くような声で、女の子はこう囁ささやいてきた。

「お腹なか……空いた……」







　実に見事な食べっぷりだった。

　史樹が手早く用意した親子丼を前に、本職がフードファイターだったのかと思わせるほどの勢いで、女の子はひたすら中身をかき込んでいく。

　その小さな身体の一体どこに、吸い込まれていくのだろう。

　まるでブラックホールに吸い込まれていくかのように、女の子の前に置かれた丼の中身は、瞬またたく間に消えていった。

「美味おいしい……凄く美味しいよ……！」

　目尻に涙すら浮かべながら、女の子は目の前の料理を無心に平らげていく。

　それを横目に見ながら、史樹は湯呑ゆのみにお茶を静かに注ぎ、女の子の前に差し出した。

「はい、お茶どうぞ」

「あ、ありがとう」

　熱いお茶を前にして、少しだけ理性を取り戻したのか、女の子はスプーンを動かしていた手を止め、真まっ直すぐに史樹を見上げてくる。

「お兄さん、もしかして、料理の仕事してる人？　こんなに美味しいご飯、生まれて初めて食べたよ」

「ありがとう。でも、残念ながらただの素人だよ」

　自分の湯呑みにお茶を淹いれながら、大げさな賞賛に、史樹は小さく肩をすくめてみせる。

　本業は、終電まで容赦なく働かされている、しがない中小企業の会社員だ。

　しかし、女の子は変わらぬ羨望せんぼうの眼差まなざしをぶつけてくると、

「この親子丼なんて、卵がとろとろで、ふわふわで、頰ほっぺたが落ちそうなくらい」

「お代わり、いる？」

「お願いします！」

　ほどなくして、冷凍していた鶏もも肉は全すべて親子丼と化し、余すところなく女の子の胃袋に収まる。

　ご飯粒の一つも残さず平らげてから、女の子はお行儀よく手を合わせた。

「──ごちそうさまでした。とっても美味しかったです」

「お粗末様でした」

　急須きゅうすにお湯を注ぎ直す史樹に、女の子は居住まいを正すと、こんなことを問いかけてきた。

「さて。じゃあ、助けてもらったお礼をしないと。お兄さん、なにかして欲しいこととかないかな？」

「え？」

　いきなり問われ、史樹はお湯を注ぐ手を止める。

　少しだけ考えてみたものの、なにも思いつかなかったので、こう答えを返すしかなかった。

「気にしなくていいよ。困った時はお互い様だし」

「あは、そういうわけにはいかないよ」

　ゆっくりと首を左右に振りながら、女の子はテーブルに身を乗り出してくる。

「お兄さんは、ボクの命の恩人だからね。もし困ってることがあるなら、なんでも解決してあげるよ？」

「なんでも？」

「うん」

　自信ありげに頷うなずいてから、女の子はこんなことを言ってきた。

「こう見えても、ボクは軍師だからね」

　小柄な割に大きな胸を張って、女の子はよくわからない自称をしてくる。

　しかし、すぐにはっとした表情で身構えると、

「あ、でも、えっちなのとかは、ダメだからね……？」

「あはは、まさか。そんなこと頼む可能性は、絶対に、永遠に、万に一つもないよ」


「…………」



　史樹の答えに、しかし、女の子は不満げに頰ほおを膨らませると、

「……それはそれで、なんか屈辱……いや、本当に要求されても困るんだけどさ……」

　そんなことをぶつぶつ言いながら、ふと、視線を壁の時計に持ち上げる。

　毎日徹夜で回り続けている時計の針は、既に深夜一時を回っていた。

「お兄さんは、いつもこんな時間まで働いてるの？」

「ん、まあね。最近はずっと、終電帰りかな」

　食器を下げながら、史樹は内心で嘆息する。

　あるプロジェクトでトラブルが発生し、早急に対処をしなければならなくなったのだが、紆う余よ曲折きょくせつあって、史樹のもとにそのお鉢はちが回ってきてしまったのだ。

　引き受けてしまった以上、やるしかないのだが、トラブルがトラブルを呼び、仕事が雪だるま式に増えてしまっている。

　とはいえ、そんなことを話すわけにもいかず、史樹は食器類をシンクに突っ込むと、女の子を振り返った。

「ええと……名前、なんだっけ？」

「あ、穂春ほはるだよ。板柳いたやなぎ穂春」

「じゃあ、穂春ちゃん」

　史樹は車のキーを手に取ると、ハンガーにかけてあったジャケットを羽織はおった。

「もう遅いから、家まで送るよ。住んでるの、この辺り？」

「あー、えーっとね」

　視線を宙に彷徨さまよわせ、穂春と名乗った女の子は、考えるように人差し指を顎あごの下に添そえると、

「ちょっとだけ、住んでる場所が遠くって。もう時間も遅いし、今晩泊めて貰もらえると嬉うれしいかなー、なんて」

「なら、親御さんに連絡を」

「お父さん、今海外なんだ。向こうは仕事始まってる時間だし、電話しても繫つながらないかも」

　そう答えてから、穂春は畳みかけるように手を合わせてくる。

「お願い！　なんなら、宿泊代も払うから。行き倒れの身で言っても信用ないかもだけど、お金は少しなら持ってるし」

「いや、そんなのはいらないけど……」

　なにか事情があるのだろう。こんな時間に女の子が一人、しかも空腹で倒れていた、なんてよほどのことだ。

　事件性があるようにも思えないし、確かに遅い時間なので、史樹は二階へ続く階段を指差した。

「二階の部屋が空いてるから、自由に使っていいよ。押入れに寝具一式が入ってるから」

　少し驚いたように目を見開いた穂春は、天井てんじょうを見上げると、

「二階の部屋って……和室でいいのかな？」

「そう。よくわかるね」

「あ、うん。お兄さん、押入れって言ったから」

　ありがたく使わせてもらいます、と言ってから、穂春ははっとした様子で上目遣うわめづかいを寄越してくると、

「……ボクが寝てる間に、お兄さんが狼おおかみになっちゃうとか……？」

「あはは、まさか。そんな可能性、一ミリも、一マイクロも、一ナノだってないよ」


「…………」



　再び、穂春は渋柿しぶがきでも口にしたような、複雑な表情をしてくる。

「……爽さわやかに否定されると、それはそれでなんかヘコむ……」

　難しいことを言う穂春をよそに、史樹は床に置いていた通勤鞄かばんを手に取った。

「それに、仕事しなきゃいけないから」

　そこからノートＰＣを引っ張り出し、リビングのテーブルに置く。

　それを見た穂春が、驚いた様子で目を丸くすると、

「え、お兄さん、家にまで、仕事持って帰ってきてるの？」

「なかなか、終わらなくってさ」

　本当は会社で禁止されているのだが、そうも言っていられない。

　会社も見て見ぬフリをするのが常態化しているので、史樹以外にも同じことをしている人は多い。もちろん、それがいいかどうかは別として。

「さて、と」

　スリープから復旧させ、作業中のデータを表示させる。

　会社のサーバーから持ち出せないデータもあるので全てではないが、とりあえずの作業を進めるには十分だった。

「……バグの改修は後でいいとして、問題はクライアント対応だけど……」

　怒りをダイレクトにぶつけてくる客先担当者の顔を思い浮かべ、自然と溜息ためいきが口をついた。

「はぁ……詳細報告書の提出期限が明日なんて、終わるわけないのに……」

　半なかば、嫌がらせのようなものだ。

　社会人になって理解したが、世の中、想像以上に無駄なもので溢れている。

　合理的でも効率的でもない決定が普通になされ、明らかに非効率的な作業が、慣例という名のもとに続けられる。

　不要不急の作業を急がされたり、無駄でしかない説明資料を大量に作らされたりと、そういう無意味な作業は日常にちじょう茶飯事さはんじだ。

「けど、やるしかないか」

　愚痴ぐちを言っていても、仕事は進まない。

　嘆息を胸に仕舞い、キーボードに指を乗せたところで、胸ポケットに入れていたスマートフォンが微振動して着信を知らせてきた。

　視線はパソコンのディスプレイに向けたまま、史樹は左手で通話状態にする。

「はい、もしもし？」

『──こんばんは、お兄様』

　電話越しから届けられたのは、鈴が鳴るような透き通った声。

　聞き慣れたその声の主は、事情があって離れて暮らしている、妹の由希ゆきだ。

「どうしたんだい、由希。こんな時間に？」

『こんな時間に、ではありません』

　呆あきれた様子を声に含ませ、由希はこう続けてくる。

『伯母おばさまが心配されていましたよ？　何時になっても電話が繫がらないと』

「ああ……」

　ぼんやりとした返事をしながら、そういえば、今日一日、ほとんど仕事以外のことに時間を割さけていなかったことを思い出す。

「ごめん、仕事が立て込んでて。スマホ全然見てなかった」

『そうだろうとは思っていました』

　小さく息をついてから、由希は静かだが鋭い声で切り出してきた。

『前に伯母さまが仰おっしゃっていた条件、お忘れではないですよね？』

「由希を僕が引き取る条件、でしょ？　もちろん、忘れてないよ」

　仕事をする手を一度止め、椅子いすの背もたれに身体を預けながら、史樹が答える。

「条件は二つ。由希と一緒に住む場所を確保することと、夕食を一緒に食べること」

『その中で、今、達成できているのは？』

「……一緒に住む場所を確保すること、かな」

　言いながら、家の中を見回す。

　この家は、一年ほど前に三十五年ローンを組んで買ったものだ。

　中古で売りに出されていた戸建てに少しだけリフォームを加えた、４ＬＤＫの間取り。

　由希と暮らすために買ったのだが、諸事情のため、今は史樹が一人で暮らしている。

『毎日遅くまでお仕事されて、休日に出社されている日もありますよね？　そんな生活を続けていたら、身体を壊してしまいますよ？』

「うん、まあ、わかってはいるんだけどね」

『おわかりになっていません』

　ぴしゃりと言って、由希は容赦なく核心に切り込んでくる。

『お兄様のことですから、頼まれたら断れずになんでも引き受けてしまうのでしょう？』

「……なんでわかるの？」

　図星ずぼしを突かれた史樹に、由希は困ったような声で続けてきた。

『お優しいのはお兄様のよいところですが、そんなことでは、お身体を壊してしまいますよ？』

「そうだね、気をつけるよ」

　生なま返事だと由希に見抜かれぬうちに、史樹は言葉を重ねる。

「それに、伯母さんにも認めてもらわないといけないしね」

『……無理は、なさらないでくださいね？』

　妹の心配そうな声は、終電帰りの身体に、なんだかとても染しみるような気がした。

『ただでさえ、そのお家を買ったことで、お兄様の負担が増えているのですから』

「無理なんてしてないよ」

　疲れは漬物つけもの石のように重く圧のしかかってきているし、肩こりや目の疲れなんて、ない日の方が珍しい。

　それでも、無理や無茶をしているわけではない。

　ただ、自分の目的のために、必要なことをしているだけなのだ。

「僕は、母さんが生きていた頃みたいに、由希と一緒に暮らしたい。ただ、それだけなんだから」

『お兄様……』

　心配そうな声を出す妹がなにか続ける前に、史樹は時計を一瞥してから言葉を結んだ。

「さて、僕はもう寝るから。由希ももう寝なさい」

『……はい、お兄様』

　おやすみなさい、と就寝の挨拶あいさつを交換し、通話を終える。

「さて、と」

　スマートフォンをテーブルに置いてから、史樹は改めてノートＰＣに向き直る。

　しかし、おやすみの挨拶がトリガーになってしまったのか、ふっと身体から力が抜けていく感じがした。

「あ、ヤバい……」

　猛烈な睡魔が襲いかかってくるも、それに対抗するための剣も盾たてもなく、あっという間に意識が陥落かんらくしていく。

「……そういえば、ここしばらく、ロクに眠れてなかったっけ……」

　そんな今更なことを思い出した直後、史樹の意識はあっけなく睡魔に刈り取られていった。







　遠くから、スマートフォンのアラームが聞こえてくる。

「ん……？」

　深淵からゆっくりと浮上するように、意識が覚醒かくせいしてくる。

　泥のように重い身体を持ち上げると、目の前にはリビングの机と、スリープ状態に戻ってしまったノートＰＣが、黙って史樹のことを見守っていた。

「痛てて……あのまま寝ちゃったのか……」

　みしみし悲鳴を上げる背中を無理やり伸ばし、胸を開くように腕を伸ばす。

　気づけば窓からは燦々さんさんと太陽の光が差し込んでおり、外からは通学中らしい学生たちの楽しそうな笑い声が聞こえてきた。

「妖精さんが仕事を進めてくれた……なんてこと、あるわけないか」

　ノートＰＣを起動してみるも、昨日と同じ画面が冷たく表示されている。

　アラームを止めると、既にいつもの起床時間を過ぎていた。

「仕方ない、怒られに行くか……」

　フレックス勤務のため、多少遅く出勤しても問題ないが、そうすると結局、仕事が進まなくて自分の首を絞めるだけだ。

　結局、なに一つとして進まなかった仕事に嘆息してから、ふと、家にいるはずの女の子のことを思い出した。

「あれ、そういえば」

　見回すも、リビングから見える範囲に穂春の姿はなかった。

　立ち上がると、肩に毛布がかかっていたことに気づく。

　二階の部屋に行ってみるも、綺麗に畳まれた布団ふとんがあるだけで、人の気配はなくなっていた。

「いない……帰ったのかな」

　寝ている史樹に気を遣って、黙って出ていったのだろう。

　そう結論づけた史樹は、急いでシャワーを浴び、身支度を整えると、全く疲れの抜けていない身体を引きずって外に出た。

　太陽が痛いくらいに眩まぶしく、史樹の身体を焦こがしてくる。

　最寄り駅から満員電車に揺られ、都心へ向かう。ターミナル駅で一度乗り替え、地下鉄でさらに数駅進んだ先に、史樹の所属する会社は存在していた。

　二十五階建てのビルの、十階から十八階までを借り上げ、ソフトウェアの開発を行っている。

　ビルの一階には有名コーヒーショップが入っており、意識高い系ホイホイとして通勤中の男女を吸い寄せていた。

　そんな中、テラスで優雅にコーヒーを飲んでいる人物に目が留まる。

　最初は何故なぜ気になったのかわからなかったが、近づくにつれ、その理由がすぐに理解できた。

「あは、来ちゃった」

　そのテラス席に座っていたのは、史樹の家にいたはずの穂春だった。

　小さく手を振ってくる穂春に歩み寄ると、朝から優雅にカフェラテを愉たのしんでいるその少女に問いかける。

「こんなところで、どうしたの？」

「お兄さんを待ってたんだよ」

　当然のようにそう返してくると、穂春は丸テーブルの上に置いていた紙袋を史樹に差し出してきた。

「はい、これ」

「……？　なにこれ？」

　中を覗のぞいてみると、四角い紙の箱がいくつか入っている。

　パッケージにはゆるキャラらしき絵が描かれている。お菓子かなにかだろうか。

「東北のとある駅周辺だけで売ってる、クリームスクエアっていう菓子パンだよ。柔らかい食パンの上に、たっぷりとクリームが乗ってて、でもくどくない食感がたまらないんだ」

「へえ、そうなんだ？」

　うっとりとした表情を見せてくる穂春に対し、意図がわからず曖昧あいまいな答えを返すしかない。

「もしかして、買ってきてくれたの？」

「うん」

　こともなげに頷いた穂春は、カフェラテのカップを軽く指で弾はじくと、肩をすくめてみせた。

「新幹線の始発で行ったんだけど、まだお店開いてなくて。ちょうど開店前の準備で出社してきた人がいたから、無理言って売ってもらったんだ」

　どうやら、わざわざその駅まで、新幹線に乗って行ったらしい。

　その行動力に驚くと同時に、疑問が頭をもたげてきた。

「けど、なんでこれを僕に？」

「お礼だよ、お礼。一宿いっしゅく一飯いっぱんの恩は返さなきゃ」

　そういえば、昨日の夜もお返しがどうのとか言っていた。

　そこまでしてくれなくても、と思いつつ、史樹は素直にそれを受け取ることにする。

「そうなんだ、わざわざありがとう。お昼にでもいただくね」

「ノンノン。そうじゃないんだよ、お兄さん」

　人差し指を左右に振った穂春は、突然、意外なことを言い始めた。

「これを、お兄さんの会社の、コンサル部の葉月はづきさんっていう人に渡して欲しいんだ」

「え、葉月さんに……？」
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　顔見知りである、同じ会社の中年女性の顔が思い浮かぶ。

　予想もしていなかった名前が出てきたことに、史樹は思わず眉まゆを顰ひそめると、

「葉月さんと、知り合いなの？」

「ううん、全然」

　あっけらかんと否定した穂春は、都心で雨後うごの筍たけのこのように乱立するビルを見上げる。

「もう出社してるはずだから、早めに渡してね。そうすれば──」

　に、と口元を楽しそうに緩ゆるめると、穂春はさらに予想外なことを口走ってきた。

「お兄さんは、久々の定時帰りができるはずだから」

「え……？」

　意味が全くわからず、史樹が戸惑っているのをよそに、

「またね、お兄さん」

　穂春はカフェラテを飲み干すと、手を振ってから、あっという間に雑踏の中へ消えていった。

　その背中をぼんやりと見送りながら、史樹は手中に残った紙袋を見下ろす。

「定時帰り、か。そういえば、もう何ヶ月もしてないな」

　定時どころか、最近は終電でない日の方が珍しいくらいだ。

　穂春の言葉の意味をなに一つ理解しないまま、史樹はビルに入ると、十五階に続くエレベーターへと乗り込む。

　そこからいつもと少し離れたフロアに入ると、既に業務を開始していた女性に声をかけた。

「葉月さん」

「あら、北条ちゃんじゃない。どうしたの、こんな早くに？」

　三児の母親であるという葉月は、コンサルタント部の中でも古株の女性だ。

　半年ほど前に産休から復帰し、今は時短で働いているが、前に担当していた案件で一緒に仕事をしていたことがあった。

　そんな同僚の女性に、史樹は穂春に言われた通り、渡された紙袋を差し出す。

「これ、葉月さんに──」

「っ!?　この袋……！」

　紙袋を見た瞬間、引ったくるようにそれを受け取ると、中を確認して驚きの声を上げる。

「クリームスクエアじゃない！　なになになに、どうしたの、これ！」

　こちらが答える余裕もなく、興奮が止まらない様子で葉月がまくし立ててきた。

「ちょうどね、娘にこれの話をしたら、食べたい食べたいって言って聞かなかったのよぉ。帰る度に言われるけど、この辺りで売ってるものじゃないし、賞味期限も短いから通販じゃ心配で」

　立て板に水とでも言うべきか、マシンガンのように紡つむぎ出されるクリームスクエアをいかに渇望かつぼうしていたかのアピールが一段落したところで、ようやく葉月は史樹に向き直ってきた。

「もしかして、わたしにくれるの？」

「ええ、そう言われて持ってきて──」

「ありがとぉ！　助かるわぁ！」

　こちらの手を握り、葉月はぶんぶんと手を振ってくる。

　まさかここまで感激されるとは思っていなかったので、ただただ気圧けおされていると、葉月はふと思い出したようにこちらを見上げてくる。

「北条ちゃん、今、オンプレ移行の開発案件でトラブってるって聞いたけど、本当？」

「ええ、まあ」

「そう……うふふ、たまには本気、出しちゃおうかしらね」

「？」

　意味深に笑った葉月は、スマートフォンを取り出すと、どこかに電話をかけ始めた。

　邪魔をしないように、一礼してからその場を離れ、史樹は自分の席へと向かう。

　その途中、エレベーターホールから出てきた女性に声をかけられた。

「あ、おはようございます、北条先輩」

「ああ、おはよう、鴇田ときたさん」

　史樹の隣に並んだのは、後輩の女性──鴇田瑠衣るいだった。

　ふんわりとした柔らかいウェーブのかかった髪を、背中の辺りまで伸ばしている。

　育ちの良さを感じさせる、柔和な物腰の持ち主で、彼女がいるだけでその場の空気が優しくなるタイプの女性だ。

　技術屋の多い開発本部で、数少ない女性社員として頑張っている。

「コンサル部にご用だったのですか？」

「うん。葉月さんに渡す物があっただけなんだけど……」

　それ以上、上手うまく説明することができず、言葉を濁すしかない。

　瑠衣は特に追及してこなかったが、代わりに声を潜めると、心配そうに史樹を覗き込んできた。

「北条先輩、大丈夫ですか？」

　なにが、と問い返すと、瑠衣は神妙な顔で続けてくる。

「……雄山おやまリーダーから、またトラブルを押しつけられたって聞きました。そのせいで、連日終電だと」

「あはは。まあ、確かに最近ずっと終電だけど」

　別チームの瑠衣にも知られているのは意外だったが、そういえば、葉月もトラブルのことは把握していた。

　女性社員間のネットワークでは、わずか十五分で社内中に情報が行き渡るという噂うわさは、本当なのかもしれない。

「押しつけられたわけじゃないよ。前の案件で先方の担当者とコネクションもあったし、オンプレのシステムは僕の方が経験多かったから」

「でもでも、北条先輩はトラブルとは全然関係ないじゃないですかっ」

　まるで自分のことのように憤いきどおる瑠衣は、ぷりぷりと頰を膨らませる。

「それなのに、いつも適当な理由をつけて、トラブルが起こっては北条先輩に押しつけて……あれは、絶対北条先輩への嫌がらせですよっ」

　憤懣ふんまんやるかたない、といった様子の瑠衣に、史樹は小さく笑いかけた。

「ありがとう、鴇田さん」

「え……？」

　きょとんとした表情の瑠衣に、史樹はその可愛かわいらしく大きな瞳ひとみを真っ直ぐ見つめる。

「心配してくれて。鴇田さんがちゃんと理解してくれてるだけでも、凄く嬉しいよ」

「北条先輩……」

　何故か少し頰を赤くする瑠衣をよそに、史樹は自席に鞄を置くと、ノートＰＣを取り出して広げた。

「まだ進捗しんちょく会議まで時間があるし、もう少し頑張ってみるから」

「あ、では、わたしもお手伝いします」

　別チームなのに、そんな申し出をしてくれる瑠衣に感謝しながら、史樹は終わる見込みのない本日の業務を開始する。







　会社員という生き物は、驚くほど会議が好きである。

　定例会議、報告会議、ブレスト会議に、進捗会議などなど。なにかと名前や理由をつけて、会議をしたがる人が、会社という組織にはかなりの数存在する。

　彼らの予定は常に会議で埋まっており、忙しそうにあちこちの会議室を渡り歩いている。

　だから当然、自分の仕事はほとんど進んでいないのだが、それでも喜々として会議の予定を入れていくのだ。

　きっと彼らは、会議をしないと死んでしまう病を患わずらっているのだろう。

　しかも、その病気は伝染するらしく、会社中に罹患者りかんしゃがいるから厄介やっかいなのだ。

　とはいえ、会議というのは社畜にとって、決して避けて通れないイベントでもあることも確かで。

「──っていうわけでして、いやー、大変でしたけど、なんとか乗り切りました」

　この日の進捗会議は、史樹の所属する第一開発部の全員が参加している会議だ。

　各プロジェクトのリーダーが部長に進捗を報告するための場で、今は別のプロジェクトを担当している、雄山という男性が報告をしているところだった。

　史樹よりも数年早い入社の先輩で、徐々にブリーチしていった茶髪がトレードマークのリーダーだ。

「先方は、かなりお怒りだという話だが？」

　一方、報告を受けているのは、ダンディを絵に描いたような中年男性。

　髪の一部だけ白髪になっている、鋭い視線を持つこの男性が、史樹たち第一開発部の部長だ。

「や、そうなんっすけど、それについては、北条クンがなんとかしてくれるってことになって。だよね、北条クン？」

　部長の追及を受け流し、雄山は史樹の方にそれを押しつけてくる。

　内心で嘆息しつつ、史樹が肯定すると、部長はさらに質問を重ねてきた。

「システムにバグがあった以上、その原因調査と報告、そして修正と検証が必要になる。しかし、先方の指定日は今日だという話ではなかったか？」

「はい、今日っすね」

「間に合うのか？」

　鋭い部長の視線と質問に、雄山は一瞬たじろぐも、

「あー、どうなのかなぁ、北条クン？」

　再び史樹に丸投げしてくる。

　史樹は少しだけ考えてから、正直に今の状況を報告した。

「……すみません、原因特定まではできていますが、修正と検証にはまだ時間がかかります」

「えー、それは困るなぁ！」

　間髪かんはつを容いれず、雄山が大きな声で割って入ってくる。

「お客さんもさぁ、めっちゃ怒ってるんだよねぇ。今は前のバージョンに戻して仮運用してるからいいけど、あくまで仮だから仮。ちゃんと戻してもらわないと困るんだよねぇ」

　ねちねちと言いながら、自分のことを全て棚に上げ、史樹を責め立ててくる。

「昨日も遅くまで残ってたみたいだけど、一体なにしてたの、ねえ？　もしかして、残業代でも稼ぎたかったのかなぁ？」

　そのあまりに勝手な言い分に、怒りを露あらわにしたのは、会議室の隅にいた瑠衣だった。

「いくら北条先輩でも、そんなすぐに終わるわけないじゃないですか！　そもそも、北条先輩は別のチームなんですから、対応する必要自体がないはずです！」

「でも、お願いしたら引き受けてくれたしぃ」

　雄山は動じることもなく、大仰おおぎょうな仕草で両手を広げ、つらつらと言葉を重ねてくる。

「システムの設計は北条クンが詳しいじゃん？　普段ならオレがやっちゃうんだけど、ほら、オレこのシステムのことよく知らないしぃ。短時間で終わらせるには、北条クンが適任だから頼んだんだよ。ねぇ？」

　最後の問いかけは、史樹に向けて放たれたものだ。

　そして、元の原因が自分であることを忘れたかのように、全ての責任を史樹に転嫁てんかしてきた。

「それなのに、終わってないんだもの。あーあ、どうすんの？　イヤだよオレ、怒られんの。北条クン、代わりに怒られてきてくれるんだよね？」

　ここまで他人に全てをなすりつけられるのは、ある意味才能だろう。

　常時こんな感じなのだが、社内政治の立ち回りは上手く、雄山はいつもちゃっかりいいとこ取りをしていく。

　史樹自身、何度も被害に遭っているのだが──

　今回は、いつもと少しだけ状況が違っていた。

「──まだ対応は終わってはいないんです、が」

　つい先ほど起こった出来事を脳内で反芻はんすうしながら、史樹はこう答えを返した。

「なんと言いますか……終わらせる必要がなくなりました」

「……はぁ？」

　眉を顰めた雄山に、史樹は会議室の天井を見上げながら続ける。

「先ほど、先方の担当者から連絡がありまして。今日までだった期限を、二ヶ月先まで延ばしてもらえることになったんです」

「は!?　二ヶ月も……!?」

　間の抜けた声を上げ、雄山は史樹に詰め寄ってきた。

「な、どうやったんだ!?　オレがどんだけ頭下げても、話すら聞いてくれなかったのに……！」

　その質問にどう答えたものか迷っていると、

「北条」

　雄山の言葉を遮さえぎり、部長がいつもの低い声で静かに問いかけてきた。

「それは、担当だけでなく、先方の中でコミットされた話なんだな？」

「はい。確認済みです」

「結構」

　話は終わりだ、とばかりにそう告げると、部長はその場で決定事項を通達した。

「では、残りの対応は雄山が引き継げ。時間があればできるんだろう？」

「げ……!?」

　藪蛇やぶへびになった雄山に構うことなく、部長はさっさと次の議題に移る。

「次の案件に移る。大杉おおすぎ、進捗はどうなっている？」

「あ、は、はい」

　指名された別のリーダーが、慌てて立ち上がった。

　その報告をどこか遠くに聞きながら、史樹は一体なにがどうなったのかわからないまま、首を傾かしげていた。







「お先に失礼します」

　おつかれー、という声がまばらに上がる中、史樹はパソコンの電源を落とし、会社を後にした。

　ビルから出ると、驚くことに、まだ外は明るかった。

「……本当に、定時で上がれてしまった……」

　時計の針は、午後六時を少し回ったところを指している。

　こんな時間に帰れるのなんて、いつぶりだろうか。

　夕方って明るいんだ、などという当たり前の事実を思い出していると、

「北条先輩っ」

　肩を叩たたいてくる声に、足を止める。

　振り返ると、走って追いかけてきたのか、息を弾ませた瑠衣がビルを出てきたところだった。

　瑠衣は小走りで駆け寄ってくると、

「あの、駅までご一緒してもいいですか？」

「もちろん」

　並んで歩き始めると、瑠衣はにこにこと、嬉しそうな表情を向けてきた。

「けど、本当によかったですね。先方がスケジュールを延ばしてくれて」

「まあ、そうなんだけど……」

　肯定しつつも、史樹は言いい淀よどんでしまう。

　素直に頷けない理由はただ一つ。

「理由がわからなくって。先方の担当者は相当お冠かんむりだったし、電話がかかってきた時も、怒られるものだとばかり思っていたから」

「そうなんですか？」

　小首を傾げる瑠衣に頷くと、史樹は脳内で一日の出来事を反芻はんすうする。

　結局、朝の時間だけでは間に合わず、謝罪の連絡を入れようとすらしていたほどだった。

　だから、先方が満足しての対応ということはあり得ないし、実際、問題が解消したわけではない。

　そんな中、ただ一つ思い当たるのは──

「──今日は定時帰りできるはず、か」

「え？」

「ああ、いや。なんでもない」

　頭を振って思考を追い払うと、駅の入り口から大量の集団が吐き出されるのが目に入った。

　その集団は、競うようにある方角を目指しており、人の列は途切れることなく続いている。

「なんだか、今日、人が多いね」

「北条先輩、知らないんですか？」

　人波を器用に避けながら、瑠衣はその集団に視線を向けた。

「今日、＆ＳＩＸアンドシックスのライブなんですよ」

「あんどしっくす？」

　初めて聞く単語であることを、瑠衣は察知したのだろう。

　軽く髪をかき上げながら、史樹に説明してくる。

「＆ＳＩＸっていう五人組の女性アイドルグループで、その圧倒的なクオリティの高さからネットで火がついて、ほんの数年でドームツアーを達成しちゃうほど、有名なグループですよ。あ、あれです」

　駅前の街頭ビジョンに、ダンスしている少女たちが映し出される。

　ステージ衣装で着飾った五人の女の子たちが、一糸乱れぬ動きでダンスを繰り広げていた。

　そのキレのある動きに感心しながら、史樹は素朴な疑問を口にする。

「五人組なのに、ＳＩＸなの？」

「はい。噂では、プロデュース専門の『六人目』がいるらしいんです。＆ＳＩＸという名前も、本来六人組であることに由来しているらしくて」

　こういったことに詳しいのか、はたまた、史樹が知らないだけで常識的な話なのか。

　瑠衣はつらつらと、そのグループに関する情報を教えてくれた。

「なんでも、彼女たちが大活躍するようになった原動力が、六人目のプロデュース力によるらしいんです。ただ、表舞台には決して顔を出さないそうで、ファンの間では『軍師』なんて呼ばれてるみたいですよ」

「軍師……？」

「採択する策略が驚くほど的中し続けて、仲間たちをあっという間にスターダムに押し上げたことから、そんな名前で呼ばれるようになったそうです」

　あえてこんな平日にライブをやるのも、その軍師のプロデュースによるものらしい。

　そういえば最近、どこかでその単語を聞いたような気がすると思い出そうとしたところで、

「あ、あの、北条先輩」

　地下鉄の入り口に差し掛かったところで、瑠衣がおずおずと上目遣いで切り出してきた。

「せっかくの定時帰りですし、その、もしお時間あれば、この後お食事でもいかがですか？」

「いいね」

　どうせ帰っても一人だし、まだ早い時間なので、それもいいかと思ったところで、

「あ、でもごめん。しばらくは、早く帰らないといけなくてさ」

　定時に帰る理由があったことを思い出した。

　瑠衣は、なにやらショックを受けたような表情を浮かべると、

「も、もしかして、彼女さんとお約束とか……!?」

「あはは、まさか」

　言ってて悲しくなるが、そんなピンク色の理由ではない。

「実は──」

　改札に向けて歩きながら簡潔にその理由を説明すると、瑠衣は驚いた様子で目を見開いた。

「──妹さんと一緒に暮らすため、ですか？」

「そうなんだ」

　長い下りのエスカレーターに乗り、宙を見上げながら、当時のことを思い出す。

「二年前に母が亡くなってから、妹は伯母の家で世話になってて。本当は僕が引き取るはずだったんだけど、生活基盤がなかった僕には任せられないって言われてね」

　当時は狭い賃貸のアパートで一人暮らしをしていた。

　生活が不規則だったこともあり、母の姉である伯母から見ても、中学生だった妹を任せられる環境には見えなかったのだろう。

「出された条件が、一緒に住む場所を確保することと、毎日一緒に夕食を食べること。それをクリアしないと、妹を引き取ることは許しません、ってさ」

　伯母はとてもしっかりした、面倒見のいい人だ。

　しかし、いつまでも妹を預けておくわけにもいかず、ここ二年、史樹はあれこれ手を尽くしてきた。

「前者はともかくとして、後者は……」

「そう。今の仕事のやり方だと、ちょっと厳しくて」

　住む場所の確保はできたものの、時間の確保だけは簡単にはいかなかった。

　転職も考えたが、ローン返済の都合上、今より条件のいい転職先も簡単には見つからない。

「けど、今日は久々に定時で上がれたから。少しでも伯母さんにアピールしとかないと」

「そうだったんですね」

　何故かほっとした様子でうんうんと頷いている瑠衣は、すぐに柳眉りゅうびを寄せると、

「ですけど、今のままだと、難しいですよね？」

「やっぱり、そう思う？」

　思います、と即答してきた瑠衣は、鞄から定期入れを取り出しながら続ける。

「北条先輩は、仕事を引き受け過ぎなんです。明らかにトラブルを起こしている案件でも、お願いされると断らないって、社内でも有名ですよ？」

　ポケットからスマートフォンを取り出しつつ、史樹は苦笑を浮かべるしかなかった。

「困ってる人の頼みが、断れないんだ」

「断れないって……気持ちはわからないでもないですけど、限度ってものがあるじゃないですか」

「それは、もちろんそうなんだけど」

　そう、そんなことは、自分でもよく理解している。

「……昔から、なにかを断るのが苦手でね」

　それが美点ではないことくらい、誰だれに言われるでもなく、わかっていた。

「年の離れた妹のお願いをなんでも聞いてたからかな？　いつの間にか、無理なお願いでも引き受けるのが当たり前になっちゃって」

「それが今も続いている、と？」

「いや、それはきっかけに過ぎなくて」

　人の流れに沿って改札を通り抜けながら、史樹はその奥底にある本心をそっと言葉にした。

「実際のところは、誰かに嫌われるのが怖いだけなんだよ。人によく見てもらいたい、なんて、子供みたいな理由だよね」

　人がいい、なんて言われることもあるが、なんのことはない。ただ、意気地がないだけなのだ。

　他人から嫌われる覚悟を持ち、己おのれを通すことができない。

　そんな者のことを、一般的に、人はこう評するのだ。

「格好悪いでしょ？」

「はい」

　容赦なく即答してきた瑠衣は、しかし、くすりと微笑ほほえんできた。

「でも、北条先輩らしいと言えば、とても、北条先輩らしいと思います」

　それが褒ほめ言葉なのか、そうでないのかまでは、修業不足の史樹にはわからなかった。

　ホームにつくと、ちょうどいいタイミングで、上りと下りの車両が同時に入ってくる。

「困ったら、いつでも相談してくださいね？　私にできることなんて、大したことはないですけど、北条先輩のためならなんでも頑張りますからっ」

「ありがとう、鴇田さん」

　素直にお礼を言って、二人は反対方向の電車に乗り込んだ。

　最寄り駅まで移動し、そこで伯母に電話してから、駅前のスーパーで買い物をする。

　昨日、大量に消費した肉や卵を買い足して、家に戻ろうとしたところで、

「……？　誰かいる……？」

　門のすぐ脇わきに、小さな人影が見えた。

　既視感を覚えながら、家のすぐ前に回り込んだところで、そこに蹲うずくまっている人物を見つけた。

「……どうしたの、そんなところで？」

「あ、お兄さんっ」

　そこにいたのは、昨日と同じく、丸まっていた穂春だった。

　ただし、昨日と違うのは、ちゃんと受け答えができる状態であることと、妙に可愛らしい洋服を着ていることだ。

　その穂春が、しきりに周囲を気にした様子で、史樹に縋すがりついてくる。

「近くで、怪しい人見なかった!?」

「怪しい人？　穂春ちゃん以外で？」

「た、確かにボクも怪しいかもだけど、そうじゃなくてっ」

　なにやら必死な表情で史樹を見上げてきた穂春は、こんなことを叫んできた。

「お願い、お兄さん！　追われてるの、ちょっとでいいから、匿かくまって！」







　結局、買ってきた食材は、ほとんど全てその日の夕食として消費されることになった。

「──ごちそうさまでした」

「お粗末様」

　結構な量を作ったつもりだが、穂春は出されたものをぺろりと平らげ、お代わりの提案も遠慮なく受け、付け合わせのお新香も残さず胃袋に収めた。

「お兄さん、やっぱり料理の天才？　このロールキャベツとか、これまでの人生で食べたどんなお店のより美味しかったんだけど」

「そう？　喜んでもらえたならよかった」

　食器の片づけを手伝いながら、穂春は壁の本棚に目を向けた。

「よく見たら、料理の本がいっぱい置いてあるし……お兄さんの趣味なの？」

「いや、全然」

　穂春の言う通り、本棚には料理の本が二十冊以上並んでいる。

　しかし、たくさんあるのは、料理が好きだからではなく、料理についてなにも知らなかったからだ。

「料理なんて、ほとんどやったことなかったんだけどね。僕はいいんだけど、妹に適当なものを食べさせるわけにはいかないから、勉強したんだ」

　終電帰りの最近はあまりできていなかったが、勉強方々、様々なものを作っていた。

　最初は失敗ばかりだったが、今はそれなりに作れるようになったと思う。

「それよりも」

　手早く食器を洗ってから、史樹は改めて穂春に向き直る。

「追われてるって、ストーカーとか？　警察に電話しようか？」

「ううん、そうじゃないの。そうじゃなくて、ええと」

　スマートフォンを取り出した史樹の手を、穂春は慌てて押さえてくる。

　そして、話題の転換を図るように、ことさら明るい口調で問いかけてきた。

「あ、そうだ、どうだった？」

「どうって……なにが？」

「仕事だよ、仕事」

　上目遣いでこちらを見上げながら、穂春はにっこりと微笑ほほえみを向けてきた。

「この時間に家に帰ってこられたってことは、できたみたいだね。定時帰り」

「あ……」

　──お兄さんは、久々の定時帰りができるはずだから。

　そう言われた時の声が脳内でリフレインし、目の前で楽しそうにしている穂春に視線を向ける。

「……やっぱり、あれはキミが関係してるのか」

「あは、まあね」

　くすくすと口元に手を当てながら、穂春は後ろで手を組んで背筋を伸ばした。

「一宿一飯の恩は返さないと。今回は賭かけの要素も大きかったけど、上手くいってよかったよ」

　その口ぶりからして、明らかに、穂春は今回の一件でなにかをしたらしかった。

　史樹は電気ケトルに給水していた手を止め、穂春にしっかりと目を合わせる。

「教えて欲しい。なにがどうなって、クライアントはあっさりスケジュール延期に、しかも自ら応じてくれたの？」

「そこは、ま、いろいろとね」

　露骨にはぐらかそうとする穂春に、しかし、史樹は真剣な眼差まなざしで食い下がった。

「とても、重要なことなんだ。お願い」

　言ってから、頭を下げる。

　いきなり頭を下げられ、面食らった様子の穂春だったが、少しだけ考え込んだ後で、静かに口を開いた。

「──返報へんぽう性の原理」

「え？」

　顔を上げた史樹に、穂春は教壇で講義をする大学教授のように、ゆっくりと歩きながら説明してきた。

「人ってさ、誰かからなにかしてもらったら、お返ししなきゃ！　っていう心理が働くものなの」

　言って、穂春はテーブルに置いてあった、貰い物もののクッキーを手に取る。

「スーパーの食品売り場で、お肉を焼いて試食させてくれるじゃない？　あれって、味を試して欲しくてやってるだけじゃないんだよ」

　確かに、時々そういった売り子さんがいるのを目にする。

　いい匂においにつられてもらうこともあるが、あの試食には、とある目的があるらしい。

「人はね、タダでものをもらったから、お返しに買ってあげなくちゃ、っていう心理が働くの。美味しいとか美味しくないとか、抜きにしてね」

　穂春の言うことは、感覚的にもなんとなく理解はできた。

　しかし、話の意図が読めず、史樹はわずかに眉根まゆねを寄せる。

「それはなんとなく理解できるけど、それがクライアントの行動となんの関係が──」

「クリームスクエア、喜んでたでしょ？」

　クッキーを口に放り込んでから、穂春は鼻先で両手を合わせて、頭を下げてきた。

「ごめんね。お兄さんが寝てる間に、ノートパソコンの中、覗かせてもらったんだ」

　ごめんなさい、と改めて謝罪してくる穂春の言葉を受け、納得している自分がいた。

　今朝方、会社にいた時点で、そうじゃないかとは思っていた。

　穂春は髪先を指でくるくるしながら、思考を整理するように順を追った説明をしてくる。

「直近のメールのやり取りで、状況はすぐに把握できたから。次にお兄さんの会社の人で、お兄さんのクライアントと繫がりのありそうな人を、ＳＮＳで洗い出したんだ」

　ソフトウェア開発会社ということもあり、社員はＩＴスキルの高い人たちが多い。

　ＳＮＳもいろいろ手を出している人が少なくなく、検索結果から辿たどっていけば、なにかしら見つけられるだろう。

「知ってる？　コンサル部の葉月さんは、お兄さんのクライアントの会社役員と、高校時代同じ演劇部だったんだって」

　それが、穂春の摑つかんだ情報だった。

　調べてみると、葉月が二つ先輩だったらしく、今でも交流が続いているというところまで突き止めたそうだ。

「葉月さんが一番欲しいものは、ＳＮＳに上がっててすぐにわかったから。喉のどから手が出るほど欲しかったそれをお兄さんからもらった葉月さんは、返報性の原理に従い、お兄さんにお返しがしたくなった」

「それで、葉月さんはクライアントの役員に直接掛け合ってくれた──と」

「あは、ざっつらいと」

　よくできました、と微笑む穂春は、ぴんと人差し指を立てた。

「もちろん、並行して葉月さんのＳＮＳのタイムラインに『仕事の問題を解決したら凄く感謝された』って作り話を表示させるようにして、だけどね」

　新幹線の中からだったから大変だったよ、などと、言葉とは裏腹にあっけらかんと言う。

「上手くいくかは五分五分かな、って思ってたけど、お兄さんの助けになったならよかったよ」

　妹とそう変わらない年齢の少女が、大人たちを軽く手玉に取った、ということだ。

　そのことに、ただただ舌を巻くしかない。

「理屈は、なんとなく理解できたよ。それはまあ、とりあえずいいとして」

　史樹は穂春の頭上から足元までを視線で一往復させると、純粋な疑問を口にした。

「今更だけど、その格好、どうしたの？　演劇かなにかの衣装？」

「へ……？」

　言われて、穂春が自分の身体を見下ろす。

　穂春が着ていたのは、青色をベースとした、ふりふりのたくさんついている衣装だった。

　動きやすさも重視しているのか、肌の露出が多く、頭の上には可愛らしいミニチュアのような帽子まで乗っている。

　そしてなにより、太ももを大胆にアピールしている丈たけの短いスカートが、少女の若さをこれでもかと主張していた。

「……!?　衣装着たまま逃げてきたの、忘れてた……っ」

「衣装？」

　問い返すも、顔を真っ赤かにした穂春はぎゅっとスカートの裾すそを摑んで、精いっぱい伸ばそうとしていた。


「こ、こんな短いスカート、恥ずかしい……ちょ、お兄さん、見ないでよぉ……っ」



　なんだか、そうやって恥ずかしがっている方が、より蠱惑こわく的に感じてしまう。

　しかし、史樹はそれよりも気になることがあった。

「そういえば、その衣装、どこかで見たことあるような……？」

「──脱ぐっ」

「え？」

　唐突とうとつにおかしなことを言い出した穂春は、顔を真っ赤にしたまま、いきなり上着のボタンを取り始めた。

「こ、こんな可愛い格好、ボクが着ていいはずがないんだから……っ」

　そんなことを叫んで、本当に服を脱ごうとする。

「脱いだ方が恥ずかしいんじゃないの……？」

　素朴な史樹の疑問は届かなかったようで、穂春は構造が複雑らしい衣装との格闘を続けている。

　とはいえ、常識的な大人としては、このまま黙って見ているわけにもいかなかった。

「わかった。わかったから、落ち着いて」

「なんでお兄さんは、うら若き女の子が半裸なのに、そんなに落ち着いているのさ!?」

「なんでと言われても……」

　何故か矛先ほこさきを向けられた史樹は、努めて冷静な答えを返す。

「妹と同じくらいの歳としみたいだし。昔は、妹をお風呂ふろに入れてあげてたこともあるから」

　シングルマザーで忙しかった母に代わり、あれこれ妹の面倒をみていた。

　その時の印象が強く残っているせいか、穂春も妹二号みたいで微笑ましく思えてしまう。

「はい、これ着替え。お風呂沸いてるから、入ってくるといいよ」

「……っ、お先にいただきますっ！」

　妹用に用意していた新品の着替えセットを渡すと、何故かむくれた様子でそれを受け取り、そのまま浴室に入っていってしまった。

「最近の子は難しいね……？」

　わかったような、わからないようなことを言いながら、史樹が首を傾げていると、玄関のインターホンが鳴り響いた。

「……？　こんな時間に誰だろう……？」

　普段、宅配業者くらいしか鳴らさないはずだが、通販でなにか買った記憶はない。

「……まさか、本当にストーカー？」

　穂春は追われている、と言っていた。

　もし、ここへ逃げ込んできたところを見られていたら、相手はなにかアクションを起こしてくるかもしれない。

　フィジカルの強さには全く自信ないが、女の子の一人くらいは守ってやらないと、格好がつかないだろう。

　そんなことを思いつつ、念のためスマートフォンを片手に持った状態で、ゆっくりとドアを開ける。

「はい、どちら様で──」

「──あなたね!?」

　次の瞬間、思いっきりドアが開かれたかと思うと、一人の女の子が史樹の胸倉むなぐらを両手で摑み上げてきた。

　後から思えば、ドアロックくらいして対応すればよかったのだが、自分の防犯意識の低さを嘆く間もなく、その女の子は声高に叫んできた。

「ウチの穂春を返しなさい、この誘拐ゆうかい犯……！」

　全く身に覚えのないことを面と向かって叫ばれたせいか、史樹の意識は妙に冷静だった。

　そして、言われたことに覚えはなかったが、目の前の少女には見覚えがあった。

「キミ、確か……」

　綺麗な眉をＶの字に釣り上げている少女を見たのは、つい先ほど通りかかった、駅前の大きな街頭ビジョンの中で。


「さっき駅前のディスプレイに映ってた────そう、なんとかっていう、アイドルの人？」









　悲劇というのは、往々にして、誤解や思い込みから始まるものである。

　ロミオはジュリエットが死んでしまったと誤解したせいで、毒を飲む道を選んでしまうし、赤ずきんちゃんは狼をお婆ばあさんと思い込んだせいで、ぱくりと食べられてしまった。

　だからこそ、まずは冷静に話し合うことが大事であることを説き、暴力ではなにも解決しないと訴え、外で騒ぐと近所迷惑だからと説得した上で、とりあえず中に入ってもらうことにした。

「粗茶ですが」

「……お構いなく」

　ぶすっとした表情を見せるのは、綺麗で長いストレートヘアーが印象的な、穂春と同じくらいの歳の少女だった。

　目鼻立ちが非常に整っており、気の強そうな眼差しが今は刺すような強さで史樹に向けられている。

　彼女を美人と評して反対する人はいないだろうと思えるほどの美貌びぼうだったが、美人であるが故に、怒っている顔は非常に迫力があった。

「それで」

　出されたお茶を一口啜すすってから、女の子は鋭い眼差しを史樹に向けてきた。

「穂春をどこに隠したのですか？　穂春のスマホの位置情報が、ここを示しているのはわかっているんです」

　取り調べ室の刑事のように、女の子がテーブル越しに史樹へと凄んでくる。

「言っておきますが、外に事務所の人間を待たせています。おかしなことをしようとしたら、大声ですぐに呼びますからね」
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「事務所……？」

　一瞬、怖いお兄さんたちを想像したが、おそらくそうではないだろう。

　その根拠は、女の子のしている格好にある。

「それ、可愛い服だね」

「え……？」

　自分を見下ろした女の子は、その時になって初めて、自分のしている格好を思い出したようだった。

　そう、女の子のしていた格好は、穂春と全く同じものだった。

　可愛らしい衣装の胸元むなもとを隠すように腕を交差させると、赤くなった顔で史樹をねめつけてくる。

「こ、これは、ステージの衣装です。時間がなかったから、ライブが終わって飛び出してきたので……」

「なるほど」

　なんとなくだが、事情が見えてきた気がする。

　だが、判断はちゃんと話を聞いてからの方がいいだろう。浦島太郎だって、助けた亀にちゃんと契約内容を確認しておけば、悲劇的なタイムトリップをしなくて済んだはずだ。

「穂春ちゃんとは、どんな関係なの？」

「やっぱり、穂春はここにいるんですね!?」

「いるよ。いるけど」

　興奮する少女の目を見ながら、史樹は静かに、そして、意志を込めて答えた。

「穂春ちゃんがここへ逃げ込んで来た以上、穂春ちゃんが望まないなら、相手が誰だろうと会わせるわけにはいかないんだ」


「…………」



　驚いたように目を見開いた女の子は、少しだけ声のトーンを抑えて、口を開いた。

「……意外と、紳士なのですね」

「頼まれたら、断れない質たちなだけだよ」

　自嘲じちょう気味に微笑んで、小さく肩をすくめてみせる。

「でも、匿かくまって欲しいと頼まれた以上、僕は穂春ちゃんを全力で守る。それだけは、絶対だから」

　そう告げて、史樹はしっかりと女の子の目を見返す。

　微妙に睨にらみ合あう間が生まれるも、先に折れたのは、女の子の方だった。

「……わかりました。全てお話します」

　ふっと肩の力を抜いた女の子は、居住まいを正し、自己紹介をしてきた。

「私は、＆ＳＩＸというアーティストグループのリーダーをしている、相馬そうま汐音しおんと申します」

　汐音と名乗った女の子は、少しだけ迷ってから、史樹に問いかけてくる。

「私たちのことは、どこまでご存じですか？」

「ごめん、そういうの疎うとくて」

　自分のお茶を淹れながら、史樹は自分の無知を告げた。

「そんな名前のグループがあって、今日はライブがあったっていうことくらいしか知らないんだ」

　学生の時はまだ、人並みにアンテナを立てていたが、仕事に追いかけられる毎日を過ごすうち、そういったことに意識を向けなくなっていった。

　汐音は気を悪くした様子もなく、ゆっくりと首を振る。

「いえ、私たちはティーンを中心とした若い世代をターゲットにしているので。活動を始めてから、まだ三年ほどですし」

　テーブルの上に両肘をついて指を組むと、汐音はどこか懐かしむような声でそう告げた。

「凄いね。三年で大きなツアーができるようになるなんて」

「ありがとうございます」

　下手な謙遜けんそんはせずそう言ってから、汐音は続けてくる。

「もちろん、人の何倍も努力してきたつもりですし、運の要素もあったと思います。ですが」

　一度言葉を区切ると、汐音はゆるゆると首を振った。

「私たちがここまで来られたのは、間違いなく、穂春の力なんです」

「穂春ちゃんの？」

　大きく頷いてから、湯呑みを包み込むようにして持つと、汐音はその理由を口にしてくる。

「＆ＳＩＸは公には五人のグループとしていますが、本当は、六人で立ち上げたグループです」

「もしかして……その六人目が、穂春ちゃん？」

「はい」

　まだ全体は見えていないものの、パズルのピースが、いくつか嵌はまってきた気がした。

「私たちは、既存の事務所には所属せず、ネットを中心に活動していました。けど、素人集団が簡単に成功できるほど、甘い世界ではありません」

　そういったことに疎い史樹だって、容易に想像できる。

　素人、かつ、まだ若い女の子たちが船出をするには、世界というのはあまりにも波が激しく、そして、理不尽りふじんという名の落とし穴で満ち満ちている。

「しかし、それを可能にしたのが、穂春の力だったんです」

　彼女たちは荒波を越えるため、優秀な航海士を起用することにしたらしかった。

　その航海士のことを、汐音はこう表現する。

「裏方に徹した穂春は、グループのプロデューサーとして、私たちをプロデュースしてくれました」

「プロデュース……」

　穂春が史樹のために、大人たちを手玉に取ったことを思い出す。

　とても手慣れた感じがしたのは、気のせいではなかったらしい。

「明確な目標を立て、そこへ到達するための戦略を組み上げる。そこへ行くために必要ならば、マリオネットを操あやつるように、周りの人たちを動かしてみせる。それが、穂春にはできてしまうんです」

　確かに、今回の一件も、穂春は関係者と誰一人会っていないにもかかわらず、思い通りに大人たちを操ってみせた。

　それは、凡人では辿りつけない領域のスキルなのだろう。

「意外な才能だね」

「そうですね。私なんかとは違って、あの子は本物の天才ですから」

　汐音は自分のことのように、誇らしげに胸を張る。

「あの子の父親は、凄く有名な心理学者、兼、経営コンサルタントなんだそうです。今は海外を飛び回っているらしいのですが、穂春が幼少の時、その父親に叩き込まれたそうで」

「叩き込まれた？　なにを？」

「『人の心』を、です」

　それは、つまるところ、こういうことで。

「人はどんな思考を基準に動くのか、どんなタイプに分類されるのか、どうすればその考えを見抜けるのか、そして、どうやったら思い通りに動くのか」

　テーブルの上に指ですっと線を引きながら、汐音は穂春の凄さに言及していく。

「そんなことを叩き込まれた穂春は、プロデューサーとして適任でした。どんな曲が響くのか、どんなパフォーマンスが心を摑むのか、どうアピールすれば人の目に留まるのか──」

　一つ一つの事例を思い出すかのように、汐音はそっと目を閉じた。

「それを最初から知っていたんですから。そうやって、ネット媒体を駆使し、話題になってきたら、ファンの反応を見つつ、次のアピール方法を的確に決めていく」

　それはまるで、魔法のようだったのだろう。

　奇跡を目まの当あたりにし続けた少女は、穂春に絶大な信頼を置いているようだった。

「そんな凄腕すごうでのプロデューサーである『六人目』の存在は、ファンの間では初期の頃から噂になっていました」

　表舞台には出てこない、謎なぞの凄腕プロデューサー。

　そんな存在が、話題にならないはずがない。

「自分は後方にいながらも、大局を見極め、あらゆる知略を用いて、＆ＳＩＸを成功に導く。そんな想像から、いつしか『軍師』という名前で呼ばれるようになっていて」

「軍師……」

　昼間の出来事を経た史樹は、その単語と穂春とを自然に結びつけることができた。

「でも穂春は、絶対に表舞台に出ようとはしませんでした。グループの一番の功労者は、間違いなく穂春だと思っています。だから私は、穂春にもスポットライトの下で輝いて欲しくて……」

「なるほどね」

　おおよその事情を把握した史樹は、その内容を簡潔に言語化してみせた。

「察するに、穂春ちゃんに衣装を着せて、ステージに上げようとしたら、逃げられた、と」

「……はい、その通りです」

　先ほどまでの凛りんとした態度から一転、汐音はしゅんと肩を落としてしまう。

「メンバーの一人の到着が遅れていて。それを誤魔化ごまかすために、衣装を着て、シルエットだけ撮らせて欲しい、ってお願いしたんです」

「その途中で、穂春ちゃんはキミの意図に気づいて逃げ出した」

　だから、穂春はあんな衣装を着た状態で、匿って欲しいなんて言ってきたのだ。

　汐音は右手で左手を握ると、その手が白くなるほど力を込める。

「そこまで嫌がるとは、私、思っていなくて……！　だから、穂春に謝らなきゃいけなくて！」

　その手が、なにかに耐えるように、小さく震えていた。

　話を聞き終えた史樹は、事情を理解し、目の前の女の子に優しく笑いかける。

「それで、着替える時間も惜しんで、穂春ちゃんを捜してたんだね」

「……そうです。悪いですか？」

「まさか」

　ゆっくり首を振ってそれを否定すると、史樹は素直な感想を口にした。

「キミは、優しい子なんだね」

「な……っ」

　いきなり想定外のことを言われ、汐音が顔を真っ赤にする。

「なんですか、急に……！　そ、そんな、おかしなこと言って……！」

「別に、おかしくないと思うけどね」

　自分の湯呑みの波紋はもんを眺めながら、汐音に向けて笑みを浮かべた。

「穂春ちゃんのためを思って、やったことなんだから。もちろん、本人がそれを望んでいたかどうかは別問題なんだろうけど」

「……もう少し考えるべきだったとは、思っています……」

　しゅんと肩を落とし、汐音は叱しかられた子供のように俯うつむいてしまう。

　しかし、すぐに顔を上げると、改めて真っ直ぐ史樹を見つめてきた。

「……私の話はこれで終わりです。次は、あなたの番です」

「僕？」

「そうです」

　疑うような目を向け、一つの不正も見逃さないように、汐音は身を乗り出してきた。

「穂春のなんなのですか？　身を寄せられるような親戚はいないと聞いていますし……まさか」

　はっとした表情を浮かべると、汐音がぱっちりとした目を満月のように丸くする。

「穂春の、か、彼氏なのですか……!?」

「あはは。まさか」

　昨日知り合ったばかりだよ、と言った史樹の言葉は、しかし、目の前の女の子には届かなかったようで、

「そう、そういうことだったのね……！　あの穂春が、誰かの家に上がり込むなんておかしいと思った……！」

「？」

　ぶつぶつと言葉を口の中で転がし、考え込むようにしてから、汐音はすっと席を立った。

「……今日のところは、これで失礼することにします。突然お邪魔して、申し訳ありませんでした」

「え、いいの？」

　いきなりの方針転換に戸惑っていると、汐音は恥ずかしそうに口元へ拳こぶしを添え、視線を斜めに逃がす。

「馬に蹴けられたくないですし……それに、その、こんなに想おもってくれている素敵な人なら、安心してお任せできますし……」

　なにやら大きな勘違かんちがいがあるような気もするが、こちらの話を聞く前に、汐音は一人で完結してしまったようで、

「とにかく、私は会場に戻って他のメンバーに説明します。穂春には、ちょっとだけ休んでから帰ってきなさい、とお伝えください」

「ああ、うん。わかったよ」

　そのまま、そそくさと家を後にした汐音を見送って、車の音が遠ざかるまで待ってから、史樹は奥に声をかけた。

「──もう大丈夫だよ」

「あは、やっぱり気づいてた？」

　浴室へ続く廊下からひょいと顔を出してきたのは、まだ髪が濡ぬれたままの穂春だった。

　どこから話を聞いていたのか、パジャマに着替えた穂春はててて、と駆け寄ってくる。

「その、ありがと、お兄さん。汐音を怒らないでくれて」

　安堵あんどした様子の穂春の頭を、よく妹にしていたように、わしわしと撫なでてやった。

「怒る理由なんてないよ。あの子は、穂春ちゃんのことを心配していただけなんだし」

　そう、感心こそすれ、怒る理由なんてどこにもない。

「それよりも、穂春ちゃんの方こそ、会わなくてよかったの？」

「うん、いいんだ」

　乱れた髪を両手でぺたぺたと整えながら、穂春はどこか寂さびしそうに笑う。

「汐音がボクのこと考えてくれてるのはわかってるんだけど、ボクが求めるものと、汐音が求めるものは、あまりにも違い過ぎるから」

　それがなんであるのかはわからないが、おそらく、二人の間ではいろいろ葛藤かっとうがあったのだろう。

　穂春は自分に言い聞かせるようにそう言ってから、史樹に向き直った。

「でも、お兄さんは違うみたい」

「僕？」

「そう」

　そして、改まった様子で真っ直ぐ史樹を見上げてくる。

「お兄さん、お願いがあるんだ」

　直立した穂春は、史樹が全く予想もしていなかったようなことを口にしてきた。

「ボクを、この家の子にしてくれないかな？」

「……え？」

　間の抜けた声を出してしまう。

　そんな史樹などお構いなしに、穂春は自分の望みをぶつけてくる。

「ボクの願いはただ一つ。普通の女の子として、ある高校に通いたいんだ」

　言っている意味がわからず、史樹が内心首を傾げていると、穂春は半眼で史樹を見上げてきた。

「あ、今、勝手に通えばいいじゃない、って思ったでしょ？」

「いや、そうじゃないけど」

「あは、うそうそ。意味わかんないよね。でも、真面目まじめな話なんだ」

　ふっと声と表情を真剣なものに切り替え、穂春はちらりと玄関の方を一瞥する。

「ボクの正体を執拗しつように探ってる人が多くてさ。ファンとか週刊誌の人とか、グループのメンバーの周りを張って、なんとか『六人目の軍師』の正体を突き止めようとしてるんだよ」

　ゴシップというのは、いつでも人を惹ひきつけるものらしい。

　する方はいいかもしれないが、される方はたまったものではないだろう。

　そして、穂春がこんなことを言い出す決定的な理由がもう一つあって。

「でもボクはもう、＆ＳＩＸを辞めようと思ってるんだ」

「そうなの？」

「うん。だって」

　ドキリとするほどに大人びた表情を浮かべ、穂春は妖精のように微笑んだ。

「ここまで来れば、もうボクは必要ないもの。みんなの夢は叶かなって、目標だったドームツアーも成し遂げられたから。後は、メンバー個々の頑張り次第だよ」

　その穂春の言葉を、史樹は自分の表現に変換してみた。

「燃え尽き症候群？」

「ううん、そうじゃないんだけどね」

　ゆるゆると首を振った穂春は、後ろで手を組んでぐるりと室内を見回した。

「ボクには＆ＳＩＸをする上での最終目的があったんだけど……昨日、それが叶わないことを知っちゃったから」

　どこか曖昧にそんなことを言って、穂春は軽く息をつく。

「でも、辞めるにしても、普通に過ごすためには、ボクが＆ＳＩＸのメンバーだった、っていうことは絶対に隠さないといけないし」

「まあ、知られると、もう普通の人としては過ごせないだろうね」

　過去に有名人だった、というだけで、周りの目は変わってくるだろう。

　それがどういったものになるかは想像するしかないが、あまり気持ちのいいものではなさそうだ。

「それに、ボク、家事とか全然できないし、お父さんは海外で、頼れる人も他にいないから……だから、こんなことお願いできる人、お兄さんしかいなくて」

　お願い、と拝み倒すように両手を合わせると、穂春は上目遣いを寄越してくる。

「ずっとなんて言わないよ。しばらくすれば、周りの熱も冷めるだろうから。それまで、ここで匿って欲しいんだ」

「それ自体は、別に構わないんだけど」

　広い一軒家で、部屋などたくさん余っているのだ。

　史樹としてはなにも気にするところはないのだが、どちらかといえば、問題は穂春側にあるだろう。

「若い女の子が、一つ屋根の下で、よく知りもしない男と一緒に住むなんて、問題でしょ」

「あは、もしかして、お兄さんボクに欲情しちゃう？」

「あはは、まさか。それは全然、まったく、これっぽちも」


「…………」



　何故か物凄く不満そうにこちらをねめつけてくる穂春へ、史樹は笑って答える。

「妹も同じ高校生だから。穂春ちゃんも、可愛い妹みたいな感じだよ」

「むー……可愛いと思ってくれてるならまだいいか……って、そこじゃなくて」

　不満げな表情を引っ込めてから、穂春はきょろきょろと室内を見回した。

「お兄さん、妹がいるんでしょ？　なら、二人じゃないじゃない」

「ああ、まあ。そうなんだけど、実は──」

　先ほど瑠衣にもした説明を、穂春にも繰り返す。

　史樹の話を最後まで黙って聞いていた穂春だったが、

「──ふむふむ。なるほど、なるほど」

　なにやら納得した様子で、穂春は壁をぽんぽんと叩いた。

「だから、お兄さんはこの家を買ったんだね」

「うん。一年前くらいに、中古で売りに出されてたこの家を見つけて、ローン組んでね」

　妹の通っている高校に近いことや、会社への通いやすさ、そしてなにより、価格とのバランスで決めた家だ。

　三十五年ローンは長い相棒となってしまうが、妹のためなら大した問題ではない。

「おかげで、住む場所についての条件はクリアできたけど──」

「一緒に夕食を食べる、っていう条件は、今のままじゃ厳しい、と」

　今日は奇跡的に定時帰りができたけれど、今後もそれが続く保証などどこにもない。

　それを穂春も理解してか、少し考えてから、こんな提案を投げかけてきた。

「ならお兄さん、ボクと取引しない？」

「取引……？」

　きな臭い言葉に身構えていると、穂春は自分と史樹の間を人差し指の先で往復した。

「お兄さんは、ボクに住環境を提供する。ボクは、お兄さんをプロデュースする」

「プロデュース？」

「そう」

　頷く穂春は、自信ありげに大きな胸を張った。

「お兄さんだけの専属軍師が、お兄さんを定時帰りの社畜にプロデュースしてあげるよ」

「定時帰り……」

　それは、今の史樹にとって、間違いなく一番欲しいものだ。

　逡巡する史樹を見て、穂春は畳みかけるように促してくる。

「そうすれば、妹と一緒に暮らせるよ。ボクも住む場所ができて、ＷＩＮＷＩＮだよ？」

「ＷＩＮＷＩＮ……」

　なんだか、それはとても甘美な響きに聞こえた。

　少しの間、史樹は腕を組んで考えていたが、

「……定時帰りは正直、喉のどから手が出るほど欲しい」

　由希を頼む、と最期さいごまで言っていた亡き母の言葉は、今でも耳に残っている。

　その約束を果たすため、家を買い、準備を進めてきたのだ。

　とはいえ、妹と同じくらいの歳の女の子に頼りっぱなし、というのも気が引けてしまう。

　だから、史樹は折衷せっちゅう案を提示することにした。

「とりあえず、仮契約ってことで、どう？」

「あは、慎重だね、お兄さん。うん、でもいいよ。まずは、お試し期間ってことで」

　穂春が差し出してきた手を、史樹はそっと握る。

　柔らかく、そして、小さな手だった。

　妖精のような儚はかなさの中に、どこか久しぶりに感じる、温かさが同居している。

　その小さくも温かい手の持ち主は、ぎゅっとこちらの手を握り返してきた。

「改めてよろしくね、パートナー」

　そう言って、可愛らしい軍師は優しく、それでいて、どこか自信に溢れた微笑みを浮かべてみせたのだった。
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　鴇田ときた瑠衣るいは、そこそこ要領のいい女の子だった。

　学校の成績は、トップだったことはないが、平均より下だった記憶もない。

　そこそこの点数を、そこそこの努力で手に入れるのは得意だった。

　それなりの大学に入り、可もなく不可もなくの成績を維持し、就職活動もそれほど苦労せず片付けた。

　だから、このままそこそこの人生を過ごせるものだと思っていた。

　けれど、社会に出ると、そんな甘い考えは通用しないことを思い知らされる。

「え、わかんないの？　あ、そう。今忙しいから、後にしてくれる？」

　会社では、能力が全すべてだ。

　学歴も、成績も関係ない。ここでは、できるか、できないか。ただそれだけだ。

　もちろん、入ったばかりの社員にできることなんて、普通は多くない。

　だからみんな、必死になって勉強する。

　けれど、この時になって、今まで自分が本気で努力したことがないことに、気づいてしまった。

　なんでも『そこそこ』までしか理解してこなかったツケが、こんなところで頭をもたげてきたのだ。

　同期たちは、必死になって先輩たちに喰くらいつこうと努力する。

　それができない人は、早々に会社を去っていく。

　これまで中途半端ちゅうとはんぱなことしかしてこなかった瑠衣は、そのどちらもできなかった。

　進む力も、去る勇気もない。

　ただ、無為に過ぎる時間が、焦あせりと後悔を増長させた。

　自分の無力さで胸が溢あふれ、資料を印刷するコピー機の前で泣きそうになっていたところに、

「ここはね、こうするといいんだよ」

　その人は、茶飲み話でもするような気軽さで、わたしの無知に一筋の光を当ててくれた。

　理解の足りていないわたしに、何度も、何度でも、わかるまで懇切こんせつ丁寧ていねいに教えてくれる。

　きっと、迷惑だっただろう。他の仕事にも影響があっただろう。

　それからも、その人は、わたしの疑問を、悩みを、一つ一つゆっくりと溶かしていってくれた。

　そのことで、わたしがどれほど救われたか、きっとその人は、わかっていないだろう。

　でも、それでいい。

　わたしはいつか、この人に恩返しがしたい。

　そのための力を、きちんと身につけたい。

　それが、わたしが『そこそこ』の人から抜け出す決意をした、不純で、純粋なきっかけだった。




　※　※　※




　エレベーターが渋滞を起こす乗り物だと知ったのは、会社に入ってからだった。

　朝の出勤時間帯は、エレベーターホールに行列ができる。高層階用と低層階用のエレベーターが何台も用意され、到着する籠かごに次々と人を吸い込んでいくのだ。

　電車だけでなくエレベーターまでラッシュがあるのかと最初は辟易へきえきしたものだが、今ではこの光景が当たり前に思えてしまうので、慣れとは恐ろしい。

　その行列の最後尾に並ぼうとした史樹しきは、すぐ後ろから来た人物に声をかけられた。

「おはようございます、北条ほうじょう先輩」

　弾はずむような足取りで隣に並んだのは、瑠衣だった。

　今日もしっかりと髪を整え、真っ白なブラウスを身につけている。

　おはよう、と返した史樹は、瑠衣が肩掛けの通勤バッグ以外に、巾着きんちゃく袋を持っているのを見て取った。

「今日はお弁当？」

「はい。お料理、修業中なもので」

　軽く巾着袋をかかげて、瑠衣が微笑ほほえむ。

　この会社は、社員食堂などはないため、仕出しのお弁当を頼むか、コンビニで買うかする人が多い。

　激務が続く時もあるため、お弁当を作って持ってくる人は、少数派だった。

「北条先輩は、よく外に出てましたよね？」

「そうだね、時間のある時は外に出るけど……最近は忙しいから、デスクでパンかオニギリだよ」

　普段は、周辺のいくつかのお店をローテーションして回っている。

　しかし今は、昼の時間も惜しいので、片手で食べられるモノで昼食を済ませていた。

「けど、そうか。お弁当の練習もしないといけないんだった」

　家での料理は練習したが、お弁当はまた別物だ。

　瑠衣は眉まゆを顰ひそめる史樹を覗のぞき込むようにすると、小首を傾かしげた。

「もしかして、妹さんのことですか？」

「そう。学食のある学校だから、基本お弁当はいらないらしいんだけど、学食がお休みの日とかは用意する必要があるみたいだから」

　コンビニで適当にパンでも買ってもらう、という手もあるのだが、できればちゃんとしたものを食べてもらいたい。

　そう告げた史樹を見て、瑠衣はくすりと笑みをこぼした。

「妹さん想おもいなんですね」

「そうかな？　普通だと思うけど」

「そんなことありませんよ」

　小さく首を振って、瑠衣は思い出すように視線を持ち上げる。

「わたしも妹がいるんですけど、子供の頃から喧嘩けんかばっかりしていた記憶があります。今は仲いいんですけど、学生の頃は険悪だった時もあるくらいですから」

「鴇田さんが？　想像できないな」

　もちろん、仲のいい兄弟ばかりではないだろう。むしろ、ロクに口も利きかないような兄弟姉妹しまいも少なからず存在する。

　ただ、史樹の場合は、妹と大きな喧嘩をした記憶もなかった。

「ウチは、歳としが離れているからかもしれないね。シングルマザーだった母親が遅くまで働いていたから、妹の面倒を見るのが僕の役割だったし」

　父親代わり、とはいかないが、喧嘩の相手というより、守ってあげるべき存在という認識だった。

「だから、なんですかね。北条先輩が、面倒見がいいのは」

「面倒見、いいかな？」

「はい、いいんですよ」

　ようやくエレベーターの順番が回ってきそうな位置にきたところで、ずらりと並んだエレベーターを眺めながら瑠衣が小さく息をつく。

「わたしも、北条先輩のグループだったらよかったのに……」

　同じ第一開発部ではあるが、史樹と瑠衣は所属しているグループが違う。

　史樹はグループリーダーとして担当案件があり、瑠衣は雄山おやまのグループのメンバーとして、別の案件を担当している。

「雄山リーダーのチームは大変？」

「大変というか、あまりに理不尽りふじんなことが多くて……」

　誰だれが聞いているかわからないので、言葉を濁す瑠衣と共に、エレベーターに乗る。

　そのまま目的の階で降り、史樹たちの席があるフロアに到着したところで、噂うわさの人物がそこに立っていた。

「あ、来た来た、鴇田ちゃん──なんだよ、北条も一緒か」

　瑠衣を待っていたらしい雄山は、史樹を見るなり、露骨に嫌そうな顔をする。

　瑠衣は史樹にだけわかるように息をつくと、

「……おはようございます。どうかしましたか、雄山リーダー」

「どうしたもこうしたもないよー。見てよこれー」

　朝から妙に高いテンションの雄山は、持っていたノートＰＣのディスプレイをこちらに見せてくる。

　画面上に表示されていたのは、リリース済みのシステムの画像だが、そこには、エラーによる警告文が表示されていた。

「え……？　これって──」

「そうだよ、鴇田ちゃんが作ってたところのシステム、バグで止まっちゃってるんだよ」

　確かに、エラーで停止してしまっているように見える。

　瑠衣は慌てて首を大きく振ると、

「で、ですけど、ここは確か、雄山リーダーの確認も終わって──」

「なに言っちゃってんの？　作ったのは、あくまで鴇田ちゃんでしょー？」

　瑠衣の抗議を、雄山が恫喝どうかつするような大声で遮さえぎる。

　思わずびくりと肩を震わせて黙った瑠衣に、雄山は手のひらを反すように優しい声音こわねを出すと、

「ちょっと、あっちで話しようよ。このままだと、マズいからさー。あ、でも」

　いやらしい顔をして、雄山が小声でこんなことを言う。

「俺おれの言うこと聞けば、大丈夫かもしんないよ？」

「え……？」

　目を見開いた瑠衣に、雄山は奥を親指で指し示した。

「ほらほら、こっちこっち。会議室取ってあるから」

　そのまま、有無を言わせずに会議室へと瑠衣を誘導する。

　そして去り際、


「…………」



　こちらを一瞥いちべつして、勝ち誇ったようにニヤニヤ笑うのも忘れない。

　その嫌味の徹底ぶりに、むしろ感心すらしていたところで、

「北条、ちょっといいか」

「あ、はい」

　奥の席に座っていた部長に呼ばれ、鞄かばんを自席に置いてからそちらに駆け寄った。

　今日も今日とて、髪もスーツも渋く決まっている部長は、手元の資料に視線を落としたまま、史樹に淡々と告げてくる。

「担当してもらっているソーシャルゲームのプロジェクト、β版を早めに欲しいという要望がきている。対応できるか？」

「β版、ですか。一応、アジャイルで開発しているので、今の状態でよければ、時間があればなんとか形は整えられるかと」

「そうか。では、来週の頭までに頼む」

「ら、来週まで……ですか」

　いくらある程度の用意があるとはいえ、来週までにとなると、時間などほとんどない。

　達成するには、再び残業生活に戻るしかないのだが──

「無理そうか？」

「いえ……なんとかしてみます」

「よろしく頼む」

　反射的に了承してしまった史樹に、部長はそれだけを告げ、再び仕事に戻った。

　背中を向け、自席に歩き始めた史樹は、

「……また安請け合いしてしまった……」

　その場で頭を抱えたくなる衝動を、なんとか抑え込む。

　妹のため、定時帰りの達成を決意したというのに、のっけからこれでは、先が思いやられる。

「──ああ、それから」

　部長はふと思い出したように、背中を向けた史樹を呼び止める。

　振り返った史樹に、部長は少し離れた場所にある会議室を一瞥いちべつすると、

「会議室の電気がつけっぱなしだ。消しておいてくれ」

　それだけ告げて、部長は次の決裁書類に手を伸ばした。

　普段はそんなこと言わないので、不思議に思いながら会議室に近づく。

「会議室、雄山リーダーがまだ使ってるのかな……あれ、ドアが開いてる……？」

　ドアが少しだけ開いている。

　電気がつけっぱなしであるのが目に入り、消そうと会議室に近づいたところで、

「──だから、前から言ってるじゃん。ね？」

　中から、かすかに会話する声が漏もれてきているのが耳に入った。

　そっと身体を寄せ、中の様子を窺うかがうと、大仰おおぎょうな身振り手振りで雄山がなにか言っているのが目に入る。

「ちょーっと一日だけ、夜に付き合ってくれるだけで、全部問題が解決するんだって」

　話している相手は、困惑を隠し切れていない瑠衣だった。

「そ、そんなの……！」

「じゃあ、なに？　できるの？　このトラブル、全部解決するの？」

　机の上に乗せたノートＰＣを手の甲で叩きながら、雄山が嫌らしい笑みを浮かべる。

「できないよねぇ。鴇田ちゃん、慣れてきたとはいえ、システムの全部が頭に入ってるわけじゃないし」

「そ、そうですが、時間さえかければ──」

「それに、俺、知ってるんだよ？」

　瑠衣の言葉を遮ると、雄山はポケットに両手を突っ込みながら、こんなことを言い始める。

「このシステム、本当は別の案件をベースに作るはずだったのに、無理やり北条が前に作ったヤツを流用して開発したよね？」


「…………っ」



　思わず息を呑のんだ瑠衣を見逃さず、雄山は口元を緩ゆるめながら詰め寄った。

「いいのかなー、そんなことして？　バグを出すのは仕方ないにしても、上長の知らない独断のせいで、被害が拡大したなんて、どう責任取るのかなー？」

　にやにやしながら、雄山は蛇へびのように鋭く双眸そうぼうを細める。

「それに、バレると、北条の作ったシステムが問題だってなって、また北条に後始末がいくだろうなー。あーあ、北条がまた忙しくなるなー？」

「それは……っ」

　反論しようとした瑠衣に、しかし、雄山は強い言葉を被かぶせてきた。

「──けど、俺なら北条のシステムだって直せちゃうよ」

　雄山は自分を大きく見せるように、大仰な仕草で両腕を広げる。

「知ってるだろ？　北条が来るまでは、この辺りのシステムは全部俺がやってたんだから。あんなヤツのシステムなんざ、そもそも使わなくてもなんとでもなる」

　自分の能力を微塵みじんも疑っていない様子で、雄山は肩をすくめてみせると、

「ま、よーく考えてよ。どうするのが一番いいのか。明日まで待ってあげるからさ」

　そう言い残して、楽しそうに会議室を後にした。

　咄嗟とっさに観葉植物の影に隠れてやり過ごすと、少ししてから、思い詰めた表情の瑠衣が会議室を出てくる。


「…………」



　その小さな背中を見送りながら、史樹は思考を巡らせる。

　厄介やっかいな現場を目撃してしまったが、もちろん、放置するという選択肢は最初からなかった。

　とはいえ、大事にすると、逆に迷惑をかけてしまう可能性がある。

　悩んだ末、史樹はポケットからスマートフォンを取り出した。

　そして、最近登録したばかりの番号に発信する。

「──あ、もしもし、穂春ほはるちゃん？　ちょっと、お昼くらいに出てこられるかな？」

　突然の要請に、電波の向こう側から戸惑った様子で理由を問われる。

　史樹は少しだけ考えてから、一番しっくりする表現を返すことにした。

「早速、うちの軍師の力を借りたくてね」







　軍師が指定してきたのは、会社近くの定食屋だった。

　史樹がよくランチで使うお店で、地元の精肉店さんが経営していることもあり、揚げ物が安くて絶品のお店だ。

　先に来て席を取っていた穂春は、昼休みになった史樹が入ってくると、ぶんぶん手を振ってくる。

　二人掛けの席の対面に座ると、にこにこしている穂春に問いかけた。

「どうしてこのお店にしたの？」

「テーブルに、このお店のレシートが置いてあったから。よく来るお店なのかなって思って」

　どこかワクワクした様子で、穂春がメニューを広げている。

　ランチタイムが始まったため、店内はなかなかの盛況だった。もう少しすると、並ぶ客も出てくるだろう。

「あ、トンカツ定食でお願いします！　大盛りで！」

「こっちは、エビフライ定食で」

　オーダーを取りにきたお姉さんにそう伝えると、穂春は不思議そうに小首を傾げた。

「お兄さん、お肉嫌いなの？」

「好きなんだけど、食べ過ぎると胃もたれするんだよね。ヒレならともかく、ロースは油っぽくて──って、そんなことはどうでもよくて」

　改めて向き直ると、史樹は軍師に対して口を開く。

「状況は、電話で説明した通りなんだけど」

「うん、大体理解したよ」

　いつもと変わらぬ様子でそう答えた穂春は、右手の指を二本立てる。

「問題は二つ。一つはお兄さんがまた、面倒な仕事を引き受けちゃったこと。お兄さんの見立てでは、期限内に終わる仕事なの？」

「ギリギリなんとかなるかも……くらいかな。もちろん、今まで通りの残業時間で」

　つまり、終電かその近くまで働くことが大前提だ。

　そして、まだ大きな問題が他にもある。

「もう一つは、後輩の可愛かわいい子が、悪い男の人に脅おどされているのを、偶然聞いてしまったこと」

「そうなんだ」

　もし史樹がその場で問い詰めたとしても、雄山の口八丁くちはっちょうに言いくるめられていただろう。

　残念ながら、口の上手さではあの男には到底敵かなわない。

「なんとか、鴇田さんの問題を解決してあげたい。あれが冗談でないなら、放っておくわけにはいかないよ」

「んー……気持ちはわかるけど」

　意外にも、穂春はわずかに柳眉りゅうびを顰め、首を傾かたむける。

「お兄さんの問題をただ解決するなら、そっちの問題は、放置するなり、上司にでも報告するなりするのが、一番だよ？」

「部長へ報告するのも考えたけど」

　最初はそうしようかとも考えたが、ことはそう、簡単な話ではない。

「鴇田さんが嫌がるんじゃないかと思って。変に話が広がっちゃうと、鴇田さんの立場が悪くなる可能性があるし」

「あは、なるほど。お兄さんはお兄さんで、ちゃんと考えてるんだね」

　どこか嬉うれしそうに笑って、穂春は右手と左手の人差し指を両方立ててみせた。

「なら、両方同時に解決しちゃおうか」

「両方同時に……？」

　そんなこと、できるのだろうか。

　その具体的な方法を聞こうとしたところで、

「お待たせしました。トンカツ定食大盛りです」

「あは、きたきた」

　先に穂春の注文した分がきて、その後で史樹の分もすぐに運ばれてきた。

　分厚く切られたロースが、サクサクの衣を纏まとって美味おいしそうに揚げられている。

　山盛りのキャベツの千切りと、赤だしの濃い目の味噌みそ汁と共に出されたそれを、穂春は豪快に食し始めた。

「美味しい……！　じゅわっとぷりぷりのお肉が口の中で弾けて、柔らかい脂身が身体に染しみ渡わたるのを感じるよ……！」

　食レポのようなことを言いながら、本当に美味しそうに食べていく。

「赤だしのお味噌汁も美味しいし、付け合わせのカブの漬物つけものも美味しいし、ご飯とキャベツのお代わり無料だし……あ、お代わりしてもいい？」

「ああ、うん。どうぞ」

　その食べっぷりに感心しながら、史樹は自分の御膳に手を付け始めた。

　短いランチタイムの中で食べるため、早食いがクセになっている史樹だったが、それに負けず劣らず穂春も短い時間で完食してしまった。

「それで」

　食後のお茶を美味しそうに啜すすりながら、穂春がこんなことを尋ねてくる。

「その鴇田さんっていう人は、綺麗きれいな人なの？」

「え……？」

「大事なことなんだよ。教えて教えて」

　興味津々しんしん、とばかりに身を乗り出してくる穂春に、史樹は天井てんじょうを見上げながら答える。

「綺麗というより、どちらかというと、可愛い子かな？」

「スタイルもいいの？」

「まあ、そうだね。だから、社内でも狙ねらってる人が多いんじゃないかな」

　そういった噂には疎うとい史樹でも耳に入ってくるくらい、瑠衣は人気がある。

「で、そのうちの一人が、雄山っていうリーダーの人だった、と」

　史樹も話を全部聞いていたわけではないが、そういうことなのだろう。

　穂春は湯呑ゆのみを両手で包むようにして持つと、ふむ、と一つ鼻を鳴らす。

「話を聞くに、こなれてる感じだね。大きな声を出してから優しくする、っていうのは、悪い人とかがよく使う典型的な手法だよ」

「そうなの？」

「人は、強い恐怖を感じた後で、安心感を得ると、緊張の糸が急に解けて、相手の要求を素直に受けてしまうことが知られてるんだ」

　その具体例を穂春はこんな表現で示してくる。

「相手を思いっきり強い調子で叱しかりつけた後、急に優しくしてあげるの。ドラマとかで、刑事が取り調べの時、若い人がまず大声で問い詰めて、その後で、年配のベテランがまぁまぁ、って優しく割って入る、みたいなシーン、見たことない？」

　言われてみれば、確かに、そういう場面はよく描かれている気がする。

「あれは、れっきとしたテクニックなんだよ。緊張状態からの緩和で、人の防御意識って弱くなるんだ」

　その結果として、つい相手の要求を呑んでしまうのだという。

「なるべく落差をつけるのがポイントなんだよ。ま、ボクにはできないし、お兄さんも向いてないかもしれないけど、最後の最後の手段として、覚えておくといいかも、だね」

　そう言われるも、穂春の言う通り、史樹には向かない手だろう。

　一応周囲に会社の人がいないかを確認してから、史樹は口を開く。

「困った人ではあるけど、技術者としてはスキルのある人なんだよ。ただ、いろいろ物の進め方に問題があって。僕はあまり好かれてないみたいだから、直接話をしてもなんだか不機嫌な時が多くて、まともに聞いてくれないんだけど」

「あは、お兄さんは優しいなぁ」

　どこか眩まぶしそうな眼差まなざしで史樹を見てから、穂春はこんな数字を持ち出した。

「──１対２対７の法則」

「え？」

　聞き返した史樹に、穂春は大人びた仕草で肩をすくめながら続けてきた。

「数字の順番は違うこともあるけどね。十人の人がいたとして、お兄さんがなにかをする時、お兄さんの味方になってくれる人が二人。状況によって判断を変える、中立的な立場の人が七人」

　穂春は広げた両手から、指を折って数を減らしていく。

　そうやって減っていった中、最後に残った一本を穂春はひらひらと振った。

「そして、お兄さんがなにをどうしようとも、絶対に敵に回る人が一人いる。世の中というのは、そういうものなの」

　断言する穂春は、立てた指をくるくると回転させる。

「だから、そういう人と仲良くしようとしても、無駄なのさ。けど、人は相手に好かれたいっていう欲求があるから、そういう人に振り回されちゃう」

　なんだか、身に覚えのある話のような気がしてきた。

　学校のクラスでも、会社でも、集団になれば、必ずソリの合わない人間というのは少なからず出てくる。

　それは、自分に社交性がないためだと思っていたが、穂春が言うにはそうではないらしい。

「解決方法はいたって簡単だよ。そういう人と、関かかわらないようにすればいい」

「理屈はわからないでもないけど」

　現実社会では、なかなか、それを達成するのは難しい。

「仕事だからね。僕はともかく、直属の部下である鴇田さんはそうはいかないから」

「うん。だから、その状況自体を変えないとね」

　意味深に言う穂春と共に、混んできた店から一旦いったん出ることにする。

「ごちそうさまでした。美味しかったー」

　お腹なかをぽんぽんと満足気に叩たたいてから、穂春はくるりと史樹を振り返って、唐突にこんなことを命じてきた。

「お兄さん、今日は午後休取って」

「え……？」

　お会計に使った財布をスーツのポケットに仕舞おうとして、史樹はぴたりと動きを止める。

　そんな史樹を見て、穂春は小首を傾げると、

「もしかして、有給、残ってない？」

「いや、ほぼ丸々残ってはいるけど」

　使う余裕など微塵みじんもなく、ちょっと熱が出た程度では当たり前のように出社していたため、今年度付与された分はそのまま残っていたはずだ。

「でも、さっき話した通り、急ぎの仕事が入っちゃって、とても休みなんて取ってる場合じゃ……」

「急ぎの仕事だから、だよ」

　穂春は史樹の腕を両手で摑つかむと、そのまま引っ張って歩き始めた。

「ほらほら、行くよ」

「行くって、どこに……？」

　戸惑う史樹に、穂春は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべると、その答えを口にしてきた。

「変身グッズを買いに、だよ」







　穂春が連れてきたのは、日本で一番地価が高いとされる場所だった。

　圧倒されるような雑踏と、ハイブランドばかりが並ぶビル群。飛び交う多言語に、私ってオシャレでしょ感を全身で表現する通行人たち。

　こんな場違いなところに立っているだけで罰せられるのではないか、などと自意識過剰になるほど、そこは別世界だった。

「いらっしゃいませ」

　そんな異世界で、穂春が躊躇ちゅうちょなく飛び込んだのは、メイン通りの一階に門を構える、重厚な歴史を感じさせるお店だった。

「ここって……」

「うん。スーツの仕立て屋さん」

　こともなげにそう答え、穂春は慣れた様子でずかずか中に入っていく。

　平日の日中ということもあり、店内に他の客は少ない。

　柔和にゅうわな笑みを浮かべた壮年の男性店員が、恭うやうやしく声をかけてきた。

「なにかお探しでしょうか？」

「はい。この人に、スーツ一式を仕立てて欲しいんです。今日中に」

　言って、穂春はお嬢様の付き人よろしく突っ立っていた史樹を指差す。

　店員はわずかに眉を顰めると、

「オーダーメードですと、二週間ほどかかりますので、出来合いのものを軽くサイズ直しする形になりますが……」

「そうですね……お兄さんは標準体型だから、それでも大丈夫かな」

　ふむふむ、と一人で頷うなずいている穂春に、史樹は慌てて駆け寄った。

「あの、穂春ちゃん？　どういうこと？」

「どうもこうも、言った通りだよ。お兄さんのスーツを仕立ててもらうの」

「でもここ、凄く高いお店だよね……？」

　ぐるりと店内を見回しながら、恐る恐る尋ねる。

　上品な店内には、紳士物のスーツやジャケットが品よく並べられていた。

　それらの生地を一つ一つ確認しながら、穂春は史樹の着ているものを一瞥する。

「お兄さんは、どうせいつも、二着でいくら、みたいなスーツなんでしょ？」

「……なんでわかるの？」

「わかるよー」

　当然といった声でそう答えながら、穂春は史樹の着ているスーツをさっと指でなぞった。

「生地がペラペラだし、全然合ってないサイズだし、ボタンも安いヤツだし……あ、そうだ、シャツも白地のものを何枚かお願いします。ネクタイも」

　矢継ぎ早に注文しまくる穂春に、史樹はただただ不安を煽あおられてしまう。

「いや、あの」

「それでは、まずサイズから測らせていただきますね」

「はい、お願いします。ボクはよさそうなの見繕っておきますので」

　坂道を転がり落ちるリンゴのように勝手に進んでいく話を、史樹はただただ黙って見ているしかなかった。

　そして、一時間半ほどで全ての工程が完了する。

「裾すそ上げは二時間ほどで終わりますので、また後程ご来店ください」

「はい、わかりました」

　元気よく答える穂春の隣で、史樹は力なく肩を落とす。

「買ってしまった……」

　総額にすると、史樹の給料の一ヶ月半分くらいだろうか。

　三十五年ローンを支払う身としては、結構な痛手ではあった。

　うなだれている史樹を、穂春は心配そうに覗き込むと、

「お兄さん大丈夫？　だから、ボクが払うって言ったのに」

「いや、そういうわけにはいかないよ」

　穂春がいくら持っているのかは知らないが、妹と同じくらいの歳の子に払わせるわけにはいかない。

「さ、次に行くよ、次」

「え？　まだスーツ買うの？」

「スーツじゃないよ」

　穂春はスマートフォンで地図アプリを立ち上げながら、こう答えてくる。

「次は美容院」

　言って、先導して歩き始める穂春を、史樹は慌てて追いかける。

「お兄さんは、どうせいつも、駅前の千円カットとかなんでしょ？」

「……どうしてわかるの？」

「わかるよー」

　先ほどと同じように笑う穂春に連れられてきたのは、すぐ近くにある店だった。

「お待ちしておりました」

　いつの間に予約していたのか、お店で史樹たちを出迎えたのは、太い黒縁眼鏡めがねと蛇のようにうねったパーマでばっちり決めた、若い美容師だった。

　その美容師を前に、穂春は史樹の肩をぽんぽんと叩くと、

「ぼさぼさ感をなくして、清潔感を重視した印象を作れるように、毛先を揃そろえてください。後は適当にお任せで」

「かしこまりました」

　一切いっさいの疑問を挟まず、ついでに史樹の意見など聞くこともなく、美容師が史樹を座席に案内する。

　こちらの所要時間は、約一時間ほどだった。

「うんうん、いい感じ」

「……そう？」

　思った以上にばっさり切られ、かなり頭がすーすーしている。

　シャンプーとブロー、ついでにセットもしてくれた美容師は、わざわざ店の外に出て、こちらの背中が見えなくなるまで見送ってくれた。

「じゃ、次ね」

「……まだあるの？」

「もちろん」

　当然のように答えた穂春は、次の目的地を口にした。

「次は、メンズエステだよ」

　そうやって、あちこちのお店を回り、全ての目的を達成する頃にはとっぷりと日が暮れていた。

「……疲れた……」

　休憩のため入った喫茶店きっさてんで、史樹は思わずテーブルに身を突っ伏す。

「お疲れ様」

　まだまだ元気が有り余っている様子の穂春は、出されたメロンフロートを美味しそうに飲んでいる。

　慣れないことを続けた史樹は、残業の時とは違った疲れが身体を包んでいた。

「スーツ屋、美容室、メンズエステ、靴屋に、鞄屋、それから化粧品まで……」

「よかった。今日中に回り切れて」

　ほくほく顔の穂春は、ぱくりと、アイスクリームを細長いスプーンで食べている。

　そして、改めて史樹の全身を眺めると、

「ふむふむ。いい感じになってきたね」

「そう……？」

「うん。お兄さんはプロデュースのし甲斐がいがあるよ」

　言われて、店員さんが運んでくれたコーヒーに映る自分を見る。

　髪形のせいか、見慣れた自分が、多少は違って見えた。しかし、素材は同じなので、トンビが鷹たかになったりは、もちろんしていない。

「いや、僕は別に、アイドルになりたいわけじゃないんだけど……」

「もちろん、わかってるってば。というか、お兄さんじゃ、なろうと思っても難しいから」

　さり気なく酷ひどいことを言う穂春に、史樹は脇わきに置いた紙袋の山を見下ろした。

「結局、なんだったの？　こんなにいろいろ買い込んで？」

「これからすることに、必要なものを買ったんだよ」

「必要？　高いスーツとか靴とかが？」

　一日でこれほどお金を使ったのは、家を買った時以来だ。

　そもそも、普段はほとんど衣服や美容にお金は使わない。服なんて、着れればなんでもいい、と思っているからだ。

　しかし、穂春はそれを否定ひていするように、一つの単語を史樹にぶつけてくる。

「──ハロー効果」

　史樹の知らないその理論は、つまり、こういうもので。

「認知バイアス、っていうのが人間にはあってね。人は、何かを判断する時、無意識のうちにいろいろな材料でできあがったフィルターを通して、物事を見ちゃうんだよ」

「フィルター？」

「そう」

　頷いた穂春は、意味深に微笑んでから、ちゅーと緑色の炭酸をストローで吸い上げた。

「百聞ひゃくぶんは一見いっけんに如しかず──ま、明日になれば、すぐにわかるから」

　それ以上の説明をするつもりはないらしい穂春は、一気に炭酸を飲み干すと、

「それよりも」

　そんな言葉を挟み、史樹に向けてとある宣言を投げかけてきた。

「お兄さんには、これから特訓してもらいます」

「特訓？　なんの？」

　頭を傾けた史樹に、穂春は意味深に微笑むと、

「会議を掌握するための特訓、だよ」

　そんなことを言って、疲れ切っている史樹の意向など気にせず、最後の仕上げを開始した。







　なんだか、人から見られている気がする──

　前髪を少し切り過ぎたとか、寝癖が上手うまく直らなかったとか、ニキビが一つできてしまったとか。

　そんな時は、まるで、世界中が自分を笑っているような気分になってしまう。

　けれど、この情報化社会では、他人の顔を見るより、自分のスマートフォンの画面を見ている時間の方が圧倒的に長い。

　他人の前髪の長さなんて、人気動画やソシャゲの限定クエストに比べれば、わざわざ目を向けるほどの価値もないのだ。

　そう、だから──

「おはようございます」

　穂春からの魔改造を受けたものの、史樹は自分が出社しても大した影響はないだろうと、正直高をくくっていた。

「おはよ……うございます？」

　語尾が微妙に上がった挨拶あいさつを返してきたのは、フロアでばったり出会った瑠衣だった。

　まじまじとこちらを見て、頭の天辺てっぺんから爪先つまさきまでを視線で三往復くらいし、まるで異星人でも見るような目で史樹を見やってきた。

「北条先輩、どうしたんですか……？」

「え？　やっぱり、なにか変かな」

　慣れない格好をしている自覚はあるため、ボタンを掛け間違えているとか、そういった恥ずかしいことをしているかもしれない。

　しかし、瑠衣は慌てて首を振ると、

「い、いえ、そうではなく……その、むしろ、いつもより、格好いいと言いますか……ああいえ、いつも格好いいんですけどっ」

　わたわたと手も合わせて振り、よくわからないことを口走る。

「どうされたんですか？　もしかして、今日はデートとか……？」

「あはは、まさか。デートなんて、する相手がいないし」

「そ、そうなんですね……よかった……ああいえ、違います、変な意味ではなくてっ」

　瑠衣がここまで慌てるほど、自分はおかしな格好をしているのだろうか。

　気にはなるものの、今重要なのは、そこではなかった。

「鴇田さん、大丈夫？」

「え……」

　目を大きく見開いた瑠衣に、史樹はそっと囁ささやくように問いかける。

「顔色があんまりよくないから。体調悪かったら、早退してもいいんだよ？」

「い、いえ、昨日、遅くまで作業してたので。元気いっぱいですよ？」

　わざとらしく力瘤ちからこぶを作ってみせる瑠衣に、どこか痛々しい印象を受けてしまう。

「無理、しないでね」


「…………っ」



　ふっと、泣きそうな表情を一瞬だけ見せた瑠衣だったが、

「だ、大丈夫ですから。す、すみません、仕事あるので、失礼しますっ」

　誤魔化ごまかすように大きく一礼すると、そのままぱたぱたと去っていった。
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　その背中を見送ってから、史樹は自席につく。

　いつもは、パソコンを立ち上げて、メールをチェックし、その日やることを整理してから、必要な業務を開始するのだが──

　この日は、いつもと勝手が違った。

「北条さん、郵便届いていますよ」

「これ、この間帰省した時のお土産です。北条さんに渡し忘れてました」

「コピー機のところに残ってたこの書類、北条さんのですか？」

「すみません、ここわからないんで、教えてもらえませんか？」

　妙に、いろんな人から話しかけられるのだ。

　しかも、そこまで親しくない人や、業務でさほど絡からみのない人からも、何故なぜか今日に限って話しかけてくる。

「落ち着かない……」

　その一つ一つに対応しながら、史樹は穂春の言っていたことを思い出していた。







「──出社すると、いろんな人が意味もなく話しかけてきたり、不自然にお兄さんの側を通りかかったりするから。特に、女性社員が」

「どうして？」

「情報に乗り遅れないようにするため、だよ」

　穂春はそう断言しながら、こんな一人芝居を始めてくる。

「『見た見た？』『見た、北条さんでしょ？』『なんか急に印象違くない？』『え、もしかして結婚？』『指輪してた？』『そこまで見てなかったー！』『よし、もう一回行こう！』──みたいな感じの話に乗り遅れると、コミュニティー内の自分の立ち位置に関わるからね」

　なにやら、大変そうなコミュニティーだ。

　そして、穂春は最後に、こんな念押しをしてくる。

「お兄さんなら大丈夫だろうけど、邪険じゃけんな対応はしちゃダメだよ？　どうせ最初だけだから、動物園のパンダにでもなったつもりで、愛想あいそよく対応してね」







　着ているものや、髪形が違うだけで、ここまで人の反応とは変わるものだろうか。

　かけられる声に一つ一つ対応しながら、

「さて、それから──」

　史樹は時計を確認し、十一時から始まる会議までに、今すべきことを始めた。

　結局、業務はほとんど進まないまま、

「──では、リーダー会議を始める」

　定例の会議が、フロアで一番大きな会議室で開始される。

　コの字型に並べられた机にずらりと座った部員たちを見回し、部長が重々しく口を開く。

「まず、雄山。担当案件のシステムの一部が停止しているそうだな。対応どうなっている？」

「あ、はいっす」

　軽い口調で答えて立ち上がった雄山は、大げさな身振り手振りを交えた説明を始める。

「バグがあって停止してますが、バックアップに切り替えて運用中っすね。ただ、そっちは処理能力が低いんで、今、急いで修正をかけてるところっす」

「この間の案件の修正もあっただろう。大丈夫なのか？」

「問題ナッシングですよ。両方、完璧かんぺきに直してやりますからね」

　自信満々にそんなことを言ってから、雄山はわずかに声のトーンを落として、こう付け加えた。

「ただ、ちょーっと手違いがあって、バグがあった箇所は北条クンの作ったシステムをベースにしてたんですよー」

　ちらりと、それでいて妙にわざとらしく、雄山は史樹を一瞥してくる。

「それだといろいろと問題があるんで、今、前にオレが作った案件のものを流用して作り直してます。ああいや、もちろん、北条クンのシステムに問題があるんじゃないんっすよ？　そうじゃないんっすけど……ねぇ」

　あえて含みを持たせた言い方をして、雄山はぐるりと全体を見回した。

　そんな演説を見ながら、史樹は穂春の言葉を思い出す。

「……１対２対７の法則、か」

　確かに、人類が滅亡し、地球上に自分と雄山しか生き残らなかったとしても、彼と仲良くなれる気がしない。

　報告を受けた部長は、しかし些事さじには興味がないようで、

「スケジュールが間に合うなら、どちらでも構わない。それより、先方へのフォローはどうなっている？」

「そっちは営業と一緒に行って、事情を説明して、とりあえず待ってもらえてるんで、大丈夫っす」

「口頭でそう言われたのか？」

「ええ、まあ」

　曖昧あいまいに頷いた雄山に、部長の鋭い声が飛んだ。

「口約束などあてにするな。次に行ったら、そんなことは言ってない、などと突き放されることはいくらでもあるんだぞ」

「いや、まあ、そうかもしんないですけど……」

　不満そうに唇を尖とがらせた雄山に、部長は淡々と告げる。

「文書やメールで取り交わした内容でない限り、相手の言うことは信用するな。どちらにせよ、改修作業を急げ」

「はい、そりゃもちろん」

　調子よく答えた雄山に、部長は少し考えるように間を空けると、

「雄山のチームは六人だったな」

「はい。あ、でも、今回の件の対応に、もう二、三人欲しいんですけど」

「ふむ」

　人員配置について考えているのか、部長は武骨な手で顎あごをなぞる。

「人員の件については、検討けんとうしよう。場合によっては、外注で対応する」

「了解っす。できれば、早めでお願いしまっす」

　軽薄な笑みを残したまま、雄山が着席した。

「次、北条。β版の件、スケジュールは引いてみたか？」

「はい」

　指名を受けた史樹は立ち上がると、手元のノートＰＣの映像を無線で正面のディスプレイに飛ばした。

「改めて試作版提供までのスケジュールを引いてみました。こちらになります」

　映し出されたスケジュールを見て、部長は太い眉をわずかに顰める。

「……これは、どういうことだ？」

「記載した通りです」

　史樹は表示されている内容の意図を、端的に言語化した。

「現状では、間に合いません。先方と交渉して、スケジュールを調節していただくしかないかと」

「それはできない」

　短く否定してきた部長は、テーブルに指でこつこつと単調な音を刻む。

「先方は既にプレスリリースでβ版の提供時期を明確に出している。先方が勇み足で、無理を言ってきているのは承知しているが、簡単に延期することはできない」

「であれば」

　史樹は一旦言葉を区切ると、今日の目的である議題を提示した。

「解決方法は一つ。リソースを増やしてもらうことだけです」

「リソース──人員追加か」

　スケジュールを間に合わせるには、人を追加するしかない。

　それは確かであるのだが、この業界、こんな格言があるのもまた事実で。

「しかし、火のついたプロジェクトに慣れない人員を追加しても、余計に炎上するだけだ。そんなことは、十分に理解しているだろう？」

「はい。ですから、この業務に精通した人員を追加していただく必要があります」

　あらかじめ予測していた部長の質問に、史樹は用意していた答えを返す。

　部長は片方の眉をわずかに上げると、

「具体的には、どう考えている？」

　その問いを待っていた史樹は、この場にいる全員に向けて、とある提案を投げかけた。

「僕は──雄山リーダーのプロジェクトから、三名ほど人員を融通していただくつもりです」







「──ハロー効果っていうのはね」

　喫茶店で史樹にレクチャーしていた穂春は、片眼鏡でも象かたどるように指で輪っかを作ると、それを自分の右目に当てた。

「なにかを評価する時、それとはまったく関係のない事象の評価に引きずられた結論を下してしまう、認知バイアスのことを言うんだ」

「……？　どういうこと？」

「ほら、例えばさ」

　くるくると人差し指を回して、穂春がこんな例示を投げてきた。

「ビールのＣＭに、女優さんやスポーツ選手なんかが起用されるでしょ？」

「そうだね、よく見るね」

　テレビはあまり見ない史樹でも、それくらいのことは知っている。

「その人たちが、美味しい、とか、キレがある、とかってアピールする。でも、冷静に考えると、あの人たちって別にビールどころか、食の専門家でもなんでもないじゃない」

「それは……確かに」

　言われてみれば、という感じだが、そういった専門家が宣伝しているものを見る方が少ない。

「けど、人はそんなこと気にせず、有名な人がＣＭしてるってだけで商品を買ったりするものなんだよ。本当に大事なのは、味のはずなのにね」

　穂春の言う通り、人は自分で思っているほど、理にかなった行動ができていない、ということなのだろう。

「そういうのが、ハロー効果を使ったマーケティング手法なんだ」

「……なるほど」

　そこまでは理解できたが、大量の買い物や美容院通いとどう結びつくのかがわからない。

「＆ＳＩＸアンドシックスの時も同じだったよ。人は『見た目』っていうバイアスに騙だまされるから、メンバーに可愛いくおめかしさせて、愛想よく要求させただけで、どんなお願いでも脊髄せきずい反射で頷く人の多いこと」

　呆あきれたように言う穂春の言葉に、男の性さがをよく理解できる立場として、史樹は曖昧に頷いておく。

「今回のケースでは、お兄さんの整えられた外観が、ＣＭタレントに当たるね。人はなにを言ったか、よりも、誰が言ったか、を重視する生き物だから」

「じゃあ、シャツを白に限定していたのも、理由があるの？」

「もちろん」

　即答した穂春は、その驚くべき理由を口にしてきた。

「白いシャツを着ている人は、いい人に見えて、逆に黒いシャツを着ている人は、悪い人に見える。そういう研究結果が、本当にあるんだ」

　そんな無茶な、という史樹の反応に、穂春はそうだよね、と笑って頷いた。

「だから人にいい印象を与えるのなら、白いシャツを着る。アーティストなんかはちょっとまた違うんだけど、お兄さんの場合は白で大丈夫」

「……そんな意味があったのか」

　ただただ驚く史樹に、穂春はここが重要、とばかりに身を乗り出して告げた。

「まずは身なりから。これは、人と相対する時の基本中の基本だと思ってね？」







「え……？」

　史樹の提案に、こぼれたのは、驚いたような瑠衣の声。

　しかし、困惑したのは、その場で話を聞いていた部長も同じだった。

「雄山のプロジェクトから、だと？」

　眉間みけんに深い皺を寄せ、史樹の意図を察しようとする。

「──いやいやいやいや、ちょっと待ってよ、北条クン！」

　そこに割って入ってきたのは、雄山だった。

　椅子いすを蹴けるようにして立ち上がると、隣の会議室にも聞こえそうなくらいの大声で叫ぶ。

「んな話、聞いてないよ！　そもそも、さっきの話、ちゃんと聞いてた？　こっちのプロジェクトも人が足らないって言ったじゃんか！」

「もちろん、聞いていました」

　感情的にならないように淡々と答える史樹に、雄山は苛立いらだちを隠さずそのままぶつけてくる。

「じゃあなに？　オレへのイヤがらせ？　困るなぁ、いくら自分が終わらないからって、引き抜きみたいなことされちゃ！」

「いえ、むしろ、これは雄山リーダーのプロジェクトに必要なことですから」

「はぁ!?」

　素すっとんきょうな声を上げ、雄山は威嚇いかくするように両手でテーブルを叩いた。

「意味わかんないんですけど!?　自分の作ったシステムが使われないからって、やっかんでるんじゃないの!?」

「──雄山」

　いきり立つ雄山を、部長はたった一言で黙らせると、視線を史樹に戻した。

「北条、続けてくれ」

「はい」

　史樹はぐるりと全体を見回してから、静かに続ける。

「先ほど雄山リーダーから言及があった通り、今回問題になっているのは、以前に僕が構築したシステムがベースになった箇所です」

　ソフトウェアを流用するというのは、当たり前に行われていることだ。

　そして当然、元となるソフトウェアは作成した人物が一番詳しい。

　そのことは、この会議に参加している全員が常識として知っていることで。

「であれば、メンバーごと僕がその部分の改修作業を引き受ければ、全体として効率よく作業が進むと思いますが」

　つまるところ、人を引っ張る代わりに、仕事もこちらで引き受ける、ということだ。

「ふむ……なるほど。皆、どう思う？」

「いやいや、待ってくださいよ、部長！」

　一考し始めた部長に、しかし、雄山が間髪かんはつを容いれずに喰ってかかる。

「システムはその部分だけじゃないんですよ？　全体を見ないと、全体を！　確かに北条クンの作ったシステムがベースになってる部分もありますけど、それだけじゃないっすから！」

　いかに自分の作業が大変かをアピールしつつ、矛先ほこさきをこちらへ向けるのも忘れない。

「ったく、大体、元はといえばキミの作ったものが大本の原因だろ？　人のグループから引き抜いてないで、自分だけで直せばいいじゃん。ねぇ？」

　全体の同意を得るように、雄山は会議室全体に語り掛けた。

「こっちだっていっぱいいっぱいなんだから。そんなもん、徹夜でもなんでもして仕上げればいいでしょ？　どうせ暇なんだろうからさ」

　ネチネチと言われるも、史樹はあえて反論しない。

　もちろん、それには理由があった。

「……ここまでは、計画通り、と」

　脇に汗が浮かぶのを感じながら、史樹は軍師が授さずけた、第二の策略について思い出す。







「アンダードッグ効果、っていうのがあってね」

　大荷物を持って家に帰る途中、穂春はスキップするように歩きながら、レクチャーを続けてきた。

「簡単に言えば、人は負けてる方を応援したくなる、っていう心理効果なんだけど」

　穂春の説明からすると、それはこういうもので。

「スポーツとかでも、負けてる方を応援したくなること、あるじゃない？　ああいうのって、人間の心理として起こりやすいことなんだよ」

　例えば、弱小高校野球部が、甲子園常連出場の強豪校と対決すると、当然ボコボコにされる。

　競技をバスケと間違えているんじゃないか、というくらいの点が一方的に取られるも、一点でも取り返すチャンスが弱小高校にあったなら、人はそれを応援したくなってしまう。

　これは、そういう理論らしい。

「＆ＳＩＸは最初、弱小だったし事務所には入ってないしで、他のアイドルに比べて負けてるところばっかりだったからね」

　圧倒的弱者だったからこそ、取れる作戦が、そこにはあって。

「だからこそ、応援してくれる人がいて、その人たちを大事にしていくことで、あそこまで成長することができたんだ」

　敏腕プロデューサーはそこを逆手に取り、彼女たちをスターダムに押し上げたのだろう。

　そして、その理屈を史樹の状況に利用しようと画策している。

「だから、なにを言われても、感情的に言い返さないようにしてね。淡々と、やりたいことだけ主張すればいいから」

　穂春は史樹を覗き込むようにして見上げると、

「そうすれば、なにもしなくても自然と、味方が増えるからね」

　そう言って、自信あり気に微笑んだのだった。







「──あのシステムを直すなら、確かに北条の方が早いだろうね」

　声を上げたのは、史樹でも部長でもなく、会議に参加していた別のグループのリーダーだった。

　やや恰幅かっぷくのいい、経験豊富な中堅社員のリーダーが、二重顎を縦に振りながら賛同してくる。

「何人か預けて、纏まとめて対応してもらうっていうのは、悪くないと思いますけど」

「ちょ、原はらさん、なに言ってんすか!?」

「私も、北条くんの提案は合理的だと思ったわ。人員ごと、問題のシステムを預けてみるのはいいんじゃないかしら」

「鶴川つるかわさんまで!?　いやいや、待ってくださいよ!?」

　慌てる雄山をよそに、部長は史樹に鋭い視線を向けると、

「北条、その条件なら、どれくらいで修正できる？」

「修正だけなら二日もあれば」

　おおよその原因の想定はついているので、直す箇所もわかっている。

　となれば、残業なしでも、それくらいあれば十分だ。

「雄山。お前のやり方だとどうだ」

「それは……！」

　ここで見栄みえを張っても自分の首を絞めるだけと理解しているようで、雄山は言葉に詰まった後、答えを返した。

「……一週間は必要っす。でも、後々を考えれば、俺の方法の方がいいに決まってます！」

　それでも、雄山は決して負けを認めない。

　おそらく、いろいろなことを脳内でシミュレーションしているであろう部長は、もう一つの問題について問いかけてきた。

「北条、それと並行してβ版の開発も必要だ。できるか？」

「そちらは、僕が監修しながら、追加メンバーに対応してもらいます」

　そうすれば、二つの仕事は同時に片付けられる。

　会議室全体の空気が、ゆっくりとだが、加速度をつけて収束に向かい始めていた。

「なら、いいんじゃないか？」

「そうね。雄山くんのやり方も悪くはないけど、この場合は北条くんに任せた方が早そうだわ」

　そんな声が、あちこちから上がり始める。

「北条先輩、凄い……」

　目を丸くしているのは、瑠衣だ。そんな様子を横目で見ながら、史樹はぽつりとその単語を呟つぶやく。

「……同調現象」

　会議室の潮目が変わるのを目まの当あたりにしながら、軍師の言葉を思い出す。







「──改めて説明するほどではないけど」

　その言葉の意味を、穂春はこう説明してきた。

「同じ意見に流されていく集団心理のことだね。それが起こると、異論は排除されて、流れと同じ意見だけが歓迎されるようになる」

　それは、リアルでもネットでも、よく見られるものだ。

　一度流れができてしまうと、人はその流れに身を任せて進み続けてしまう。

「その流れができたら、後は落としどころを決めるだけだから。けど、そこが一番大事なところだから、最後まで気を抜かないでね」







　そして、軍師が仕掛けた策略は、いよいよ最後の効果を発揮しようとしていた。

「部長っ！」

　ただ一人、その場で諦あきらめていない人物は、うるさくテーブルを叩きながら、主張を繰り返す。

「それじゃあんまりっすよ！　オレがずっとやってきたシステムなんっすよ？　これじゃ、全部が中途半端になっちゃうじゃないっすか！」

　演技か、はたまた本気なのか。雄山は涙ながらに叫び声を上げた。

　そしてそれは、最後はこうなるだろう、と予測した穂春の言う通りになっている。







「──追い詰められた人は、最後、怒りを露あらわにするか、情に訴えて泣き落としてくるか、どちらかをしてくることが多いんだ」

　今にして思えば、まるで未来でも見てきたかのような穂春の言葉。

　そしてそれは、意外に有効な手法であることも示唆しさしていた。

「上長としても、あまり片方が一方的にやられてしまうと、その後のマネジメントに影響が出ちゃうから、それは避けようとするはずだよ」

　あれで、部長は細かく気を配っている人だ。

　穂春の言う通り、後々で尾を引くようなことは、なるべく回避しようとするだろう。

「だからこそ、仕掛けを最初に施しておくべきなんだ」

　首を傾げた史樹に、穂春はこの言葉を授けてきた。

「──ドア・イン・ザ・フェイス」

　聞いたことのない言葉に首を傾げていると、軍師はとっておきの策を伝授してくれた。

「これが、今回の作戦において、最後の最後で効いてくる仕掛けだよ」







　全ての準備が整った。

　混沌こんとんとしてきた会議室で、史樹はおもむろに口を開く。

「──部長」

　静かに、しかし、はっきりと声に出しながら、史樹は会議室の全員を見回すように視線を動かした。

「それから、雄山リーダーも。では、こういうのはいかがでしょう」

　騒いでいた雄山がわずかに口を閉ざした瞬間、史樹はその提案を滑り込ませる。

「先ほど、三名のメンバーを雄山リーダーのプロジェクトから融通していただく、という話をしましたが──」

　史樹は立てた三本の指を二つ折り、一つだけにしてみせる。

「それを、一名にします。これなら、雄山リーダーのプロジェクトへの影響も最小限で済みますし、こちらの対応も可能になります」

　その提案を受けた部長は、わずかに眉を動かすと、

「一人で、先ほどのスケジュールを保てるのか？」

「はい。現在進行中の作業を少し止めることにはなりますが」

　わずかな間、部長と史樹の間で視線が交錯する。

　こちらの意図がどれくらい読まれているかはわからないが、部長は力を抜いて背もたれにどっと身体を預けた。

「いいだろう。雄山、どうだ？」

「ま、まあ、一人なら……仕方ないっつーか……しょうがないっつーか……」

　もごもごと言葉を濁しながら、雄山が渋々といった様子で頷く。

　二人の反応は、我が家に住みつく軍師が予測したそのものだった。
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「──ドア・イン・ザ・フェイスっていうのはね」

　穂春はそれを、こんな表現で説明してきた。

「最初に無茶な要求をあえてしてから、相手が拒否する姿勢を示した後で、要求のハードルを引き下げるテクニックだよ」

　魔法使いよろしく、穂春は指先をタクトのように振りながら、こう続けてくる。

「例えば、この商品は一万円です、って最初に勧められたけど高くて断った時、なら特別に六千円にします、って言われたら、なんだか買いたくなっちゃう時もあるでしょ？」

　確かに、そう言われると、なんとなく断りづらくなることもある。

「前に話した、返報へんぽう性の原理の応用だね。断って悪いことしたなぁ、っていう心理を逆手に取って、譲歩をしたように見せかけて、相手に自分の要求を呑ませる、っていう方法なんだ」

　つまり、そこまで譲歩してくれるなら、引き受けてあげるか、という心理に誘導するものらしい。

「そこまで行ったら、後は押しの一手。お兄さんの、気合と根性で、最後の要求を突き通すだけだよ」







　凄腕の軍師は、最後の最後は根性論を押しつけてきた。

　穂春が伝授してくれた作戦はここまでだ。

　だから、後は史樹が自分の力でもぎ取るしかない。

　脳内で気合を入れ直し、史樹はここまで引っ張ってきた本当の目的を口にした。

「その代わり、来てもらうメンバーは一番僕のシステムに慣れている、鴇田さんでお願いします」

「……えっ」

「ちょっ!?」

　再び慌てた様子で雄山はテーブルから身を乗り出すようにすると、

「いや、待ってよ、鴇田ちゃんは……！」

「なにか問題でも？」

　あくまで業務上の効率を優先している、という姿勢を崩さず、史樹は淡々と告げる。

「幸い、前にレクチャーしたことがあるので、鴇田さんは僕のシステムについても詳しいです。それに、今回のバグ発生部分を作ったのも彼女だということなので、一番の適任だと思いますが」

「それは……けど……！」

　効果的な反論が見つからなかったようで、雄山は奥歯を嚙かみしめる。

　部長は会議室の隅でことの成り行きを見守っていた瑠衣に視線を向けると、

「どうだ、鴇田？　北条のチームに移ることに、なにか問題はあるか？」

「え、あ、はい」

　突然名指しされた瑠衣は、ばたばたと立ち上がり、少し考えてからこう答えた。

「システムの改修作業ごと移るのであれば、引継ぎなども不要なので、特に問題ありません」

「結構」

　短く切り上げると、部長は決定事項を部員全員に伝達した。

「では、北条の提案を承諾する。本日これより、鴇田は北条のグループに移れ」

「は、はいっ」

　こくこく頷いた瑠衣。

　部長は念を押すように、雄山に鋭い視線と声を送った。

「それでいいな、雄山」


「…………。了解っす」



　これ以上ゴネても立場を悪くするだけ、というのは理解できているのだろう。

　雄山は不本意さを隠さずに、しかし、反論もせずにそのまま着席する。

「では次、原。新規案件の見積り作成の進捗しんちょくを──」

　進行する会議の声もどこか遠くに、史樹は着席すると、誰にも聞こえないように小さく息をついた。


「…………ふぅ」



　脇と手のひらの汗が凄い。

　しかし、最初から最後まで、軍師の思惑おもわく通りに全てことが運んだ。

『会議っていうのはさ』

　その百戦ひゃくせん錬磨れんまの軍師は、遥はるか遠くを見据えるように、笑ってこう告げてきた。

『始まる前の準備が全てなんだよ。勝敗は始まる前からついている、って考えられるかどうかがポイントなんだよね』

　そんな言葉を思い出しながら、

「……僕の軍師の策略は、なかなか恐ろしいな」

　史樹は進行する会議に意識を戻しつつ、これからのスケジュールを脳内で組み立てていた。







　定時に帰ろうとすると、何故か『今日は早いですね』とみんなに言われてしまう。

　普段の残業時が遅いのであって、定時に帰るのはむしろ普通のことなのだが、習慣化するとそう思われても不思議はない。

　今日も今日とて、みんなに『早いですね』『デートですか？』『具合悪いんですか？』『明日は雪ですね』などと、微妙に失礼な言葉を背中に投げかけられながら、史樹は定時に退社した。

　そのまま人の流れに乗り、会社のビルを出たところで、

「北条先輩っ」

　息を弾ませた声に肩を叩かれる。

　振り返ると、瑠衣がパンプスを鳴らして駆け寄ってくるところだった。

「お疲れ様、鴇田さん。今帰り？」

「今帰り、じゃありませんよっ」

　何故かぷりぷりとしている瑠衣は、容疑者を拘束する警官のような力強さで、史樹の腕を強引に摑むと、

「この後、お時間取ってもらいますからね」

「……え、なに？　どうしたの？　怒ってるの？」

「怒ってませんっ」

　怒りながらそんなことを言って、有無を言わせぬ圧力でずい、と顔を寄せてきた。

「駅前のイタリアンでいいですよね？」

「は、はい」

　断ることなんかできるはずもなく、穂春に遅くなるから先に食べるようメッセージを送った上で、キャッチに引っかかった通行人よろしく、お店に引きずり込まれる。

「かんぱーい！」

「か、かんぱーい……」

　妙なテンションの瑠衣に促されるがまま、運ばれてきたグラスをぶつけ合う。


「…………」



　なんだろう、この状況は。

　一息でビールを飲み干した瑠衣は、こちらのグラスがほとんど減っていないことを見ると、半眼で睨にらんでくる。

「北条先輩、全然飲んでないじゃないですか」

「いや、あんまりお酒強くなくて」

　下戸げことまではいかないが、平均よりずっと弱い方だろう。

　それに正直なところ、お酒にはあまり、いい思い出がない。

「グラス一杯飲んだだけで、記憶がなくなっちゃうくらいでさ」

「いいじゃないですか、記憶なんてなくなっちゃっても！」

　無茶苦茶なことを言ってくる。

　矢継ぎ早に追加の注文をする瑠衣を見ながら、いつもと違った表情を見せる後輩女子に戸惑うしかなかった。

「今日はテンション高いね……」

「高くもなりますよ、それは！」

　大きな胸をアピールするかのように身を乗り出してくると、瑠衣がずいと顔を近づけてくる。

「どういうことなんですか!?」

「どういうって……なにが？」

「昼間の会議の件ですっ」

　運ばれてきたオリーブの塩漬けをぱくぱく食べながら、瑠衣はふっと真剣な表情を作って問いかけてきた。

「……どうして、北条先輩は、わたしを自分のチームに引き抜いたんです？」

　真まっ直すぐ向けられた視線を持て余しながら、史樹は素直な答えを投げ返す。

「それはもちろん、鴇田さんが必要だからだよ」

「噓うそですっ」

　即座に否定してきた瑠衣は、これ以上ないくらいに肩を落とすと、

「わたし……自分に才能がないことくらい、ちゃんとわかってます。雄山リーダーや、北条先輩みたいに、一人でなんでも片付けられるほどのスキルもありません……」

　瑠衣が自分のスキルにコンプレックスを持っているのは、なんとなくわかっていた。

　自分に自信がないのか、瑠衣は俯うつむいてゆるゆると首を振った。

「そんなわたしを、あんな無茶してまで引っ張って……そもそも、今回のトラブルだって、わたしが余計なことしなければ、こんなことにはならなかったのに……」

「それは違うよ」

　レバーペーストが塗られたクラッカーを手に取りながら、史樹は自分の考えを口にする。

「鴇田さんの判断は、確かに悪い結果に繫つながった部分はあるかもしれない。でも、トラブルなんてものは、誰がなにをしようとも、起こる時は起こるものなんだから」

　バグのないソフトウェアはない、なんて通説もあるくらいだ。

　自分に原因がなくても、予想していない事態が向こうからやってくることもある。

　だからこそ、重要なのは、誰がトラブルを起こしたか、ではないのだ。

「大事なのは、起こった時にどうするのか、っていうところだと、僕は思うよ。そして、今回のトラブルの解決には、鴇田さんに僕のところへ来てもらうのが一番だ、って、そう判断しただけだから」

　そう。これは、史樹にとっても必要なことで。

「だから、別に鴇田さんが申し訳なく思う必要なんてないよ。僕は、僕のためにそうしただけなんだから」

　その答えをじっと聞いていた瑠衣だったが、全てを聞き終えてから、再び半眼で史樹をねめつけてきた。

「……噓ですね」

「な、なにがかな？」

　噓をついたつもりはないが、瑠衣にはお見通しのところがあったようで。

「わたしが気づいてなかったと思ってるんでしょう？　北条先輩、昨日、会議室で雄山リーダーとの話、聞いてたんですよね？」


「…………」



　どうやら、自分は探偵には向いていないらしい。

「どうしてです？　どうして──」

　泣きそうな表情を浮かべた瑠衣は、悲痛とも取れる声を絞り出してきた。

「北条先輩は……そんなに、優しくしてくれるんですか……？」

「優しいかな？」

「優しいですよっ」

　何故か怒りながらそんなことを言ってきて、出された二杯目をぐびぐび呷あおってから、

「優し過ぎます……優し過ぎて、もう、わたしどうしたらいいか、わからないくらいです」

　そう言って、瑠衣は潤んだ瞳ひとみで史樹を見上げてきた。

「北条先輩は、わたしにどうして欲しいですか……？　どうしたら、北条先輩は喜んでくれますか……？」

　思わずドキリとしてしまうくらい、蠱惑こわく的な表情を向けられ、年とし甲斐がいもなくどぎまぎしてしまう。
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　しかし、史樹には史樹の目的があってのことだ。

　怒られはすれど、感謝されるようなことではない。

　勘違かんちがいしないように自戒じかいしながら、史樹は小さく笑って答えた。

「なら、今度、お弁当の作り方でも教えてもらおうかな。妹が帰ってきた時のために、作れるようになっておきたいからさ」

　努めて明るい声で、そう答えるも、

「……もう。すぐそうやって誤魔化すんですから」

　瑠衣には全てお見通しのようだった。

　リスのように頰ほおを膨らませて史樹をねめつけると、瑠衣は宣戦布告でもするように、宣言をぶつけてきた。

「いいですよ。見ててくださいね？　絶対、いつか北条先輩にわたしのことを必要だって言わせてみせますから」

　そう一方的に告げてから、ふと声音を低く落とすと、

「……でも、真面目まじめな話、大丈夫なんですか？」

　瑠衣は心配そうな眼差しを史樹に向けてきた。

「今回のことで、絶対北条先輩、雄山リーダーに恨まれましたよ……？」

「あはは。そうかもね」

　それは間違いないだろう。

　会議室でも、射殺いころさんばかりの眼光でずっと睨にらまれていたくらいだ。

「でも、もともと、あの人には嫌われていたから。そう考えれば、別に今までとなにも変わらないよ」

　穂春が言っていた通り、なにをどうしようとも、雄山とは合わないのだ。

　であれば、気にしたり、びくびくしたりしていても仕方がない。

　そんな史樹をまじまじと見つめながら、瑠衣は小首を傾げた。

「……北条先輩、ちょっと変わりました？」

「そうかな？」

　特に自分では変わったつもりはない。

　違いがあるとすれば、家に食欲旺盛おうせいな軍師が住んでいるかどうか、だけだろう。

「でもまあ、確かに前までなら、嫌われないように、なんとか立ち回ろうとしたかもしれないね。でもさ、ある人から、そういう努力はそもそも無駄なんだって教えられて」

　無駄なことに時間を割さくべきではない。

　そんな当たり前のことに、気づかされただけなのかもしれなかった。

「ある人……それって、女の人ですか？」

「まあ、女性と言えば女性かな」

　とある女の子の顔を思い浮かべながら、史樹は生ハムをぱくりと頰張ほおばる。

　そんな史樹の表情をつぶさに観察しながら、瑠衣はぶつぶつと口の中で言葉を転がした。

「うかうかしている場合じゃないかもしれませんね……」

「？　なにが？」

「いいえ、なんでもありません」

　笑顔でさっとかわしてから、瑠衣は改めてグラスを手に取った。

「あ、きましたよ。ここのブラータチーズのピザ、とっても美味しいんですから」







　帰宅した家に電気がついている、というのは、何故だか心をほっとさせてくれる。

　そんなことを改めて実感しながら、史樹は家に帰ってきた。

「ただいま」

　玄関で靴を脱いでいると、奥からぱたぱたと足音が聞こえてくる。

　リビングからひょっこり顔を出したのは、部屋着に着替えた穂春だった。

「お帰りなさい、お兄さん。あ、鞄持つよ」

　駆け寄ってきた穂春が、史樹の持っていた鞄を取り上げる。

「ごめんね。ご飯作ってあげられなくて」

「ううん、大丈夫。さすがのボクも、カップ麵めんくらい作れるんだから」

　えっへん、と胸を張って、自慢にならないようなことを言う。

　そして、史樹の顔を見て、穂春は嬉しそうに微笑んだ。

「あは、上手くいったみたいだね、お兄さん」

「うん。優秀な軍師のおかげだよ」

　一から十まで、本当に穂春のおかげだ。

　しかし、穂春は小さく頭を振ると、遠慮がちに否定してくる。

「ボクはただのプロデューサーだから。ボクを活いかすも殺すも、お兄さん次第だよ」

「そうかもしれないけど」

　ネクタイを緩めながら、史樹は穂春に微笑んだ。

「穂春ちゃんがいなければ、間違いなく、また終電帰りだっただろうからね。はいこれ」

　反対の手に持っていたものを、穂春に手渡す。

「？　なにこれ？」

「お土産。シュークリームだよ」

　紙の箱に入れられたそれを持った瞬間、穂春は驚きに双眸を見開いた。

「これ……もしかして、サダアキ・アオシのシュークリーム!?　なんでなんで、これって、焼き上がりの時間に並ばないと買えないはずなのに……!?」

「そうなの？」

　渡しておいてなんだが、それがどういうものなのか、史樹はわかっていない。

「よく知らないけど、鴇田さんが帰りに裏路地のお店へ連れてってくれたんだ。閉店準備してるところだったけど、お店の人と知り合いらしくて、特別に形が悪くて売れなかったのを譲ってくれて」

「で、お兄さんはこれをもらった、と」

　言いながら、穂春はなにやら難しそうに眉を顰めると、

「返報性の原理からすると、その人はお兄さんに、なにかお返しを求めてるね……」

「あはは。まさか」

　一笑いっしょうに付ふそうとした史樹に、穂春はぶんぶんと首を振った。

「甘い。お兄さんはシュークリームよりも甘いよ」

　そして、真剣な表情で手中にあるシュークリームの箱を見下ろすと、

「きっと、自分だけの秘密だったのをわざわざお兄さんに明かしてまで、お兄さんに喜んでもらおうとしたんだから。その人は、いつかお兄さんにとんでもないことを要求してくるはずだよ」

「それもなにかの法則？」

「……ううん。ただのボクの勘だけど」

　それでも、本人曰いわく、穂春の勘はよく当たるらしい。

「でもいいなー。サダアキ・アオシのシュークリームなんて、そうそう食べられるものじゃないのに……」

「だから、お土産だって言ったじゃない」

　買ったばかりのジャケットをハンガーにかけながら、史樹は電気ケトルに水を注そそいでセットした。

「穂春ちゃんと食べようと思って、持って帰ってきたんだよ」

「え……これ、ボクも食べていいの……？」

「もちろん」

　箱の中には、大きいシュークリームが二つ入っている。

「こんなものじゃ、お礼にもならないけどね。紅茶も淹いれるから、一緒に食べようよ」

　安物のティーバッグの紅茶を棚から取り出しながら、史樹は穂春にテーブルへつくよう促した。

　箱を持ったまま固まっていた穂春だったが、徐々に破顔していくと、

「えへへ……お兄さん大好き！」

「っと」

　いきなり抱きついてきた穂春を、史樹は反射的に避よけてしまう。

　たたらを踏むことになった穂春は、なにやらショックを受けたような表情で史樹を見上げてきた。

「避けた……お兄さんが避けた……!?」

「いや、シュークリームが崩れるといけないから」

　冷静にそんなことを返す史樹に、穂春は何故か不満そうに唇を尖らせると、

「普通、女子高生に抱きつかれたら、嬉しいものじゃないの？　むしろ、男の人って、喜んで抱きついてくるものじゃないの？」

「いや、人によるんじゃないかな、それ」

　かなりの偏見だと思う。

「おかしいな……若い男の人の思考なんて、えっちなことばっかりなんじゃないの……？」

　ぶつぶつとそんなことを言ってから、穂春はシュークリームの箱をテーブルの上に置いた。

「でも、このシュークリームを見て、作戦の成功が改めてわかったよ」

「？　それは、お昼に連絡したでしょ？」

「あれは、会議が上手くいった、っていう連絡だったからね」

　椅子に腰かけながら、穂春は慎重な手つきでシュークリームの箱を留めているシールを剝はがす。

「あくまで、ボクが達成するべき目標は、お兄さんを定時帰りにすることだから。そのためにまず必要なのは、お兄さんの『味方』を作ることなんだよ」

　軍師曰いわく、それは、今後の定時帰りのために、とても重要なことらしく。

「それも、ただの味方じゃない。なにがあろうとも、お兄さんについてきてくれる、強い味方。優秀で、報酬と関係のないモチベーションで動いて、それでいて、美人さんがいい」

「美人……？」

　その単語を聞いて、史樹はふと、昨日のランチ時の会話を思い出した。

「そういえば、鴇田さんのこと、可愛いかどうか聞いてたよね？　あれって、なにか関係あったの……？」

「あは、ただの興味本位だと思った？」

　にやり、と意味深に笑ってから、穂春は種明かしをしてくる。

「ビューティー・プレミアム、っていうのがあってね」

　聞いたことのないその言葉の意味を、穂春は簡潔に説明してくれた。

「同じ仕事をしていても、美人さんの方が高い評価をしてもらえる、っていうのが、研究でわかってるんだよ。女性だけじゃなくて、男性もイケメンだとそうなるみたい」

「……なんだか、悲しい世の中だね、それ」

「だよね。でも、それが現実なの」

　世知辛せちがらい世の中であることがわかったところで、穂春は補足を入れてくる。

「もちろん、それが全てじゃないけどね。でも実際、＆ＳＩＸのメンバーでも、ダンスや歌の上手さより、可愛いかどうかで人気が決まっちゃったりするから。可愛い子は得だよね」

　他人事のように言って、わくわくした表情でシュークリームの箱を開けようとする穂春に、史樹はマグカップを用意しながら言った。

「穂春ちゃんも可愛いんだから、前に出ればよかったのに」


「…………へ？」



　ぴたり、と穂春が動きを止める。

　そして、何故か真まっ赤かになって否定し始めた。

「ボ、ボク？　あは、な、なに言ってんの、お兄さん。ボクみたいなちんちくりん、汐音しおんたち他のメンバーに比べたら、その辺に転がってる石ころみたいなものだよ」

「そうかな」

　電気ケトルからお湯を注ぎつつ、史樹は素直な感想を口にする。

「確かに、汐音ちゃんも可愛かったけど。でも、僕は穂春ちゃんの明るい笑顔、凄く好きだけどな」

「な、な、な……っ」

　おかしなことを言ったつもりはないが、穂春は酸欠の金魚のように口をパクパクさせると、

「お兄さん……おかしいよっ。汐音なんて、メンバーの中でも一、二を争うくらいの人気なんだよ？　そんな汐音と比べて、可愛いだなんて……っ」

　わたわたと両手を振る穂春に、史樹は笑いながらマグカップに紅茶のティーバッグを入れた。

「衣装も似合ってたし。ああいう短いスカートとか履はいて、そのままステージに上がったって、なんの違和感もなかっただろうと思うよ」

「短いスカート……」

　その単語がなにか大きな意味を持つかのように、穂春は視線を自分の膝ひざ辺りに彷徨さまよわせた。

「……ボクは……ダメなんだよ。そのままの自分で、人の前に立つなんて、絶対にできないから……」

「そのままの自分……？」

　どういう意味だろう。

　意図を尋ねる前に、穂春は強引に話題を打ち切ってきた。

「と、とにかくっ」

　そんな言葉を間に挟み、穂春はシュークリームの箱を開け放つ。

「その人が高いモチベーションを持ってくれるのは、シュークリームでよくわかったしね」

「そうなの？」

「そうなの。まったくもう」

　ぷりぷりしながら、穂春は半眼で史樹を見上げてくる。

「お兄さんって、実は、天然の人たらしなんじゃないの……？」

　なにやら酷い誤解をされている気もするが、史樹は笑って流すと、穂春にマグカップを差し出した。

「そろそろ紅茶いいかな。砂糖とミルク、いる？」

「……いる」

「はいこれ」

　ガラスの瓶びんに入れたざらめの砂糖と、ミルクのポーションを差し出す。

　それをどばどば紅茶に入れ、ふーふーと温度を下げてから、穂春は少しだけ啜った。

「……あったかい……」

　ほっとした表情を見せる穂春の対面に座り、史樹はお皿の上にシュークリームを取り分ける。

　少し皮が焦こげているものの、言われなければわからない程度だ。

　二人同時にそれを頰張ると、なんとも言えない甘いカスタードクリームが口の中に広がった。

「えへへ……シュークリーム、美味しいね、お兄さん」

「そうだね」

　こうして──

　緩やかな夜が一つ、甘いクリームの味と共に過ぎていった。
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　相馬そうま汐音しおんは、昔から、強い人間に見られがちだった。

　格好いいとか、気が強そうとか、頼りになるとか、そんな評価を受けることが多い。

　その評価に負けないよう、虚勢を張って生きてきた。

　でも、実体は真逆であることなんて、他の誰だれでもなく、自分が一番知っている。

　本当は弱くて、泣き虫。

　本当は、他人に甘えられるより、誰かに甘えたい。

　でも、そんな自分を出すことができず、いつも、無理をして、期待される自分を演じていた。

　何度もくじけそうになった。

　弱くて泣き虫な自分が、いつも顔を出しそうになった。

　それを誰にも見えないように隠し、誤魔化ごまかし、がむしゃらに走り続けた。

　その甲斐かいあってか、ようやく、結果が出てきた。

　世間からも、少しではあるが、認められてきたように思う。

　けど、上に行けば行くほど、自分の弱さや自信のなさが、顔を出してきてしまう。

　本当は、小さいことでうじうじ悩んでしまう弱い自分。

　嫌なことから、すぐに逃げ出したくなってしまう自分。

　自信が持てず、いつも誰かと比べてしまう自分。

　そのせいで、過去、汐音は決して許されない罪を犯した。

　汐音は幼い弟や妹たちを置いて、ただ一人で、あの過酷な場所から逃げてしまった。

　汐音にとってそれは、呪のろいのようにずっと纏まとわりついて、今も消えていない。

　それを忘れるために、ただ忙しく仕事に没頭してきた。

　強者を演じ、弱者である自分を隠し続けてきた。

　けれど、ふと立ち止まった瞬間に、自分の弱さを思い出し、身み悶もだえるような感覚に襲われてしまう。

　それはいつしか、弱い自分を知られることの恐怖へと変わっていった。

　強くなれば、もっともっと強くなれば、そんな自分をいつか捨てられるのだろうか。

　弱さを捨てられれば、胸の中のこの不安も、消えてなくなるのだろうか。

　その答えを知らないままに、汐音は深く暗い闇やみの中で、今ももがき続けている。




　※　※　※




　休日の朝は、惰眠だみんを貪むさぼるために存在する──

　少し前までそう思っていたし、実際、終電帰りが続いていた時は昼過ぎまで寝るのが常だった。

　起きようと思っても、身体が休息を求めている声に逆らえず、体力回復のために必要なことだった、と言った方が正しいかもしれない。

　それが、定時に帰れるようになってから、自然と目が覚めるようになった。

　いつもより少し遅い時間ではあるが、少なくとも、昼まで寝るということがなくなった。当たり前の話だが、やはり終電帰りというのは身体によくなかったらしい。

　そんな実体験から、日本の健康保険の費用を減らしたいのであれば、法律で終電の時間をもっと早めるべきだと史樹しきは真面目まじめに思っていた。

「おはよー……」

　日曜日の朝。

　着替えを終え、顔を洗ってから、史樹がリビングに顔を出すと、そこには可愛かわいい二人の女の子がテーブルを挟んで向かい合っていた。

「おはよう、お兄さん」

「……おはようございます」

　そこにいた女の子たち──穂春ほはると汐音が、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら現れた史樹に視線を向けてきた。

「あれ……確か、汐音ちゃん」

「ちゃんって……まあ、いいですけど。そうです。相馬汐音です」

　ぶすっとした表情でこちらを睨にらむようにしながら、汐音がお邪魔しています、と言ってくる。

「ごめんね、お兄さん。勝手に家に上げちゃって」

「いや、構わないよ」

　史樹は目覚めのコーヒーを淹いれるために、電気ケトルを手に取る。

　そんな史樹に、穂春は足元に置いていたボストンバッグを指し示した。

「ボクの荷物を届けてくれたんだ。着替えとか、化粧水とか、そういうの」

　穂春が来て、二週間ほどが経たっていたが、穂春は近くのコンビニで最低限の日用品を買う程度だった。

　それ以外は、妹のために用意していた着替えなどを使ってもらっていたが、いつまでもそのまま、というわけにはいかないだろう。

　汐音は呆あきれたように穂春を見やると、

「まったく、いつもやることが唐突とうとつなんだから。家出するなら、もっとちゃんと準備してからにしなさい」

「あは、ごめんなさーい」

　微塵みじんも反省していなさそうな声でそんなことを言う穂春に、汐音は改めて姿勢を正し、問いかける。

「それで、穂春はいつ寮に帰ってくるの？　みんな待ってるわよ？」

「え、ボクは帰らないよ？」

　あっけらかんと言い放つ穂春は、両手を天井てんじょうに向けて大きく伸ばす。

「ここで、ずっと暮らすんだ。それで、今度こそ、普通の女子高生に生まれ変わるんだから」

「またそんなことを言って」

　これみよがしに息をついた汐音は、テーブルに身を乗り出して穂春の説得にかかる。

「いい？　＆ＳＩＸアンドシックスにとって、穂春はなくてはならない存在なの。穂春が目立つの嫌いなのはわかるけど、だからって、グループを辞めることないじゃない」

　くどくどと責め立てられ、穂春は嫌そうに顔をしかめると、

「ぐ……荷物を届ける口実で、お説教に来たな……」

「寮だと他の子の部屋に逃げられるけど、ここなら他に逃げ場もないでしょう？」

　にっこりと笑みを浮かべながら、汐音が腕まくりでもしそうな勢いで穂春に迫る。

　奥歯で苦い薬を嚙んだような顔をしている穂春を見て、史樹はドリップコーヒーを淹れながら、助け舟を出すことにした。

「二人は寮で暮らしてたの？」

「うん。寮って呼んでるけど、実際は同じマンションにメンバーごとの部屋を借りて、そこで生活してるんだ」

　助かった、とばかりに、穂春が史樹の話に喰くいついてくる。

　根が真面目で手が抜けないのか、汐音がその説明を補足してきた。

「昔は、シェアハウスで一緒に生活していたんです。人気が出てからは、セキュリティの問題もあるので、警備がしっかりしてるマンションに移ったのですが」

　その部屋にも、穂春は帰ろうとはしないらしい。

「偉いね。まだみんな高校生なのに、仕事して、一人で暮らしてて」

「でも、いいことばかりではないですよ。学校なんて、まともに通えませんし」

　聞けば、穂春だけでなく、汐音や他のメンバーも、在籍はしているものの、ほとんど高校には通っていないらしい。

　史樹からすると、非常に遠い世界の話だ。きっと、史樹が想像もつかない苦労が彼女たちにはあるのだろう。

「二人とも、朝ごはん食べた？」

「ううん、まだ」

「私も、まだですが……」

「じゃあ、ちょっと待ってて」

　コーヒーを飲み干してから、史樹はキッチンに移動する。

　冷蔵庫の中身を確認し、卵とネギを取り出すと、ネギを小さく刻む。同時に冷凍のご飯を解凍し、だしと水を入れておき、ご飯が水分を吸ったところで溶き卵を回し入れた。

　器に盛って、最後に刻んだネギを散らせば、簡単朝食の完成だ。

　口に入れた汐音の表情が、驚き色に染まっていく。

「この卵雑炊ぞうすい、凄く美味おいしい……！」

「でしょでしょ？」

　自分の分を食べつつ、何故なぜか穂春は誇らしげに胸を張る。

「お兄さんは料理の天才なんだよ。ボクはもう、お兄さんに胃袋を摑つかまれちゃってるからね」

「どうして穂春が胸を張ってるの……」

　額に手を当てて、汐音が首を振る。

「でも、本当に美味しいです、これ。凄く温まります」

「口に合ったならよかった」

　レンゲを動かしながら、汐音は本当に美味しそうに食べてくれる。

　背筋のぴんと伸びた、とても姿勢のいい子だった。

　長くストレートな黒髪も相まって、意志の強そうな瞳ひとみがより輝いて見える。

　所作しょさも綺麗きれいで、どこかいいところのお嬢様のようにも思えた。

「でも」

　史樹の勝手な想像をよそに、汐音は卵雑炊を食べながら、穂春に続ける。

「穂春？　普通の女子高生っていうのがなんなのかはわからないけど、別に寮から高校に通えばいいじゃない。北条ほうじょうさんのご迷惑でしょ？」

「そんなわけにはいかないよ」

　あくまで抵抗する気らしく、穂春は食べる手は止めずに汐音の提案を棄却する。

「あの寮は、＆ＳＩＸの名義とお金で借りてる場所だし、グループを辞める以上、あそこにはいられないから」

　穂春の願いは、普通の女の子として、とある高校に通うこと。

　そのためには、＆ＳＩＸとの関係を全すべて絶たねばならない。

「それに、あそこにいたら、いつマスコミに『軍師』の写真を撮られるかわからないし。場所はとっくにバレちゃってるんだから」

「それはそうだけど……」

　困ったように眉まゆを顰ひそめる汐音へ、今度は逆に、穂春が問いかけた。

「ボクのことより、汐音は大丈夫？　パパラッチの人、最近ずっと汐音を狙ねらってたでしょ？」

「ええ……まだ諦あきらめてないみたいで、今も時々、寮とか仕事場の近くに張ってるみたい」

　呆あきれたように息をつく汐音。

　そんな汐音に、穂春はにやにやと笑みを浮かべて詰め寄ると、

「あは、スキャンダルになるようなこと、なにかしてるんじゃないのー？　男女関係とかさー？」

「す、するわけないでしょ!?　大体、彼氏だってできたこともないのに……」

　真まっ赤かになってそんなことを言ってから、こほん、と恥ずかしそうに咳払せきばらいをすると、改めて穂春に向き直る。

「私のことよりも、今は穂春のことよ。他のメンバーからも、ちゃんと穂春を連れて帰るように言われてるんだから」

「だから、ボクは帰らないってば」

　結局、話が振り出しに戻る。

　そんな、堂々巡りの議論を打ち切るように、穂春はリビングの時計を指し示した。

「それより、時間大丈夫なの？　今日はそろそろ、次のライブの打ち合わせがあるんでしょ？」

「あ、もうこんな時間……仕方ないわね……」

　タイムアップを認めて立ち上がった汐音は、鞄かばんを肩に引っかけて帽子をかぶる。

　変装のためらしい伊達だて眼鏡めがねも装着してから、穂春に言った。

「とにかく、私はまだ穂春が脱退するなんて、認めてないからね？　落ち着いたら、ちゃんと戻ってくるんだからね？」

「はいはい。いいから急いで急いで」

　穂春はお尻しりを叩たたくようにして汐音を追い立てる。

　史樹は窓から表の車道を見るも、そこには前に見た車は停まっていなかった。

「今日は車じゃないのかな？」

「はい。あくまで私用ですから」

　そんなところまで、律儀りちぎらしい。

　史樹はリビングの壁に引っかけてある車のキーを摑むと、出しっぱなしにしていた靴を履はいた。

「なら、車で駅まで送るよ」

「ですが……」

「いいからいいから」

　遠慮される前に、車庫に停めてあった青のＳＵＶに乗り込み、エンジンをかける。

　休日の買い出しくらいにしか使っていないが、妹が戻ってきた時に使うかもしれないと思い、中古で買ったものだ。

　少し迷ってから、失礼します、と言って汐音が助手席座る。

　綺麗な手でシートベルトを締めるのを確認してから、史樹はゆっくりと車を発進させた。

「すみません。穂春がご迷惑をおかけして……」

「いや、迷惑なんてことはないよ」

　子供の飛び出しに注意しながら、史樹は静かに愛車を走らせる。

　助手席の汐音からは、少しだけ緊張している様子が窺うかがえた。それはそうだろう。

　ほとんどよく知らない男と、車で二人きりになっているのだから。

　史樹はなるべく緊張させないように、努めて明るい声を出す。

「穂春ちゃんには助けてもらってるから。お互い様だよ」

「だといいのですが……」

　不安と疲労を溜息ためいきに混ぜ、汐音は額に手を添えた。

「あの子、頭はいいのに、家事とか一切いっさいできなくて……外食も嫌いなので、放っておくと、お腹なかが空いて倒れてたりするんです」

「ああ、だから……」

　最初に、空腹で倒れている穂春と出会った時のことを思い出す。

　この飽食の時代に、なにがどうしたらそうなるのかと思ったが、珍しくない行動だったらしい。

「でも、どうして北条さんのお家だったのでしょう？　確かに、穂春はお父様が海外ですし、付き合いのある親戚などもいないと聞いていますが……」

　ちょこんと首を傾かしげる汐音の顔をルームミラー越しに見ながら、史樹は小さく笑った。

「汐音ちゃんは、やっぱり優しいんだね」


「…………え？」



　突然のことに反応できず、間の抜けたような声を返す汐音に、史樹は信号を左折しながら続ける。

「穂春ちゃんのこと心配して、わざわざ着替えまで届けてくれて。忙しいんだから、本当なら宅配便とかで届ければいいのに、ちゃんと朝早くに直接持ってくるなんて、なかなかできないよ」

「それは……」

　わずかに言葉に詰まった様子の汐音は、車窓から見える兄妹らしき子供を横目に、独白のようにつぶやいた。

「……私は、そんなに優しい人間ではありません」

　自分を戒いましめるように、汐音は顎あごを引いて真っ直すぐに前を見つめる。

「私は、私の事情で、＆ＳＩＸの活動をしています。今、辞めるわけにはいかないですし、そのためには、穂春の力がどうしても必要なんです」

「そっか」

　それだけ返してきた史樹を、汐音はおそるおそるといった様子で覗のぞき見てきた。

「……怒らないんですか？」

「怒る？　なんで？」

　駅前が見えてきたところで信号に捕まり、ゆっくりブレーキを踏んだ史樹に、汐音は眉を顰める。

「だって、私は穂春の嫌がることをさせようとしてます。北条さんからしたら、私は敵みたいなものではないかと……」

「あはは、まさか。敵なんかじゃないよ」

　敵とは、ぶつかり合う者のことを言うのだ。

　であれば、どう考えても、汐音は敵などではない。

「むしろ、穂春ちゃんのことを考える者同士としては、味方なのかと思っていたよ」

「味方……私たちが、ですか？」

「うん」

　信号が青になり、車を発進させる。そのまま駅前のロータリーに滑り込んで隅っこの方に停めると、史樹は持ってきていた包みを汐音に差し出した。

「あ、そうだ。汐音ちゃん、よければこれ持っていって」

「？　なんですか、これ？」

　不思議そうに包みを受け取る汐音に、史樹は笑いながら答える。

「さっき、朝ごはんついでに作った、おにぎり弁当だよ。簡単なものしか入ってないけど、食べる時間、移動とか休憩中くらいしかないんじゃない？」

「それは、その通りですが……」

「よければ、時間がある時にでも食べて。お弁当の修業中だから、味の保証はできないけど」

　よほど意外だったのか、汐音は目をぱちくりさせて手中のお弁当に視線を落とす。

　しかし、すぐに柔らかく微笑ほほえむと、

「……わかりました、ありがとうございます」

　そう言って、革の鞄の中に入れた。

　そのまま、慌ただしく駅に走って行った汐音の背中を見送り、史樹は家に戻る。

「おかえりなさい、お兄さん。汐音、帰った？」

「うん、今頃いまごろは電車に乗ってるはずだよ」

　戻った史樹を出迎えた穂春は、心配そうに眉を顰めると、

「汐音はリーダーだから、特に仕事が多いんだ。負担をいっぱいかけちゃって、申し訳ないと思うんだけど……」

　真面目で責任感の強そうな彼女のことだ。きっと、余人よじんには計りしれない苦労を一人で抱えているのだろう。

　とはいえ、史樹たちにできることは多くない。

　ならば、今すべきことをするだけだ。

「じゃあ、僕たちも出かけようか」

「え？　どこか行くの？」

　目をぱちくりさせた穂春に、史樹は呆れるほどに晴れ渡った外を指差した。

「必要なものを揃そろえないとね」







　休日のショッピングモールは、人類の坩堝るつぼだと思う。

　はしゃぎ回る子供に、それを半ば放置して買い物をする両親たち。カフェはカップルとリンゴのパソコンを広げている人で埋まり、ベンチは日向ひなたぼっこをするご老輩に占拠されている。

　そんな、あらゆる世代をごった煮にしたような環境の中、史樹と穂春は荷物を抱えて歩いていた。

　傍はたから見たら、どんな関係に見えるのだろうか。

　兄妹。親子には見えないと思うが、友人と捉とらえられるほど近い歳としではないだろう。最悪の場合、誘拐ゆうかいと思われてしまうかもしれない。

「……どうしてそこで、恋人、って言葉が出てこないかな？」

　史樹の答えを聞いた穂春は、不満を隠そうともせずに頰ほおを膨らませた。

　穂春と史樹の手には、それぞれ、日用雑貨品の入った袋がぶら下げられている。

　その荷物を持ち直し、穂春はねめつけるように史樹を見上げてきた。

「お兄さん、もしかしてボクのこと、ちんちくりんの芋いもっ子だとか思ってる？　まあ、背も小さいし、美人でもないけどさ」

「え、思ってないよ？」

　突然の問いかけに、史樹は小さく首を振って答える。

「穂春ちゃんは可愛いし、スタイルもいいし。素敵な女の子だって思ってるよ」

「……本当？　本当にそう思ってる？」

「うん。可愛い妹がもう一人できたみたい」


「…………」



　素直に答えるも、しかし、穂春は何故か不満ありありな目を向けてくる。

「……お兄さんはそういう人なんだよね。まあ、変な目で見られても困るんだけどさ」

　つんとそんなことを言いながら、切り替えるように手元の荷物を軽く持ち上げる。

「でも、いっぱい買っちゃったね」

「とりあえず、これでしばらくは大丈夫かな」

　買い込んだのは、ハブラシやシャンプーなどの日用品。

　これまでは妹のために用意していたものを使ってもらっていたが、穂春は穂春の好みもあるだろう。

　そう思って、改めて買い直したり、新規で調達したりしたものだ。

「お金、後で絶対に返すからね？　だから、ちゃんと請求してね？」

「いいよ、そんなの別に」

　財政状況に贅沢ぜいたくできるほどの余裕があるわけではないが、この程度の買い物で国債を発行するほどの状況ではない。

　しかし、穂春は史樹を覗き込むようにしてくると、

「一応、これでも、結構稼いでるから。一生懸命貯ためてたし」

　大きな胸を張ってそう言った女の子が、軍師として一流アーティストを育て上げたことを思い出した。

「そういうのって、保護者が管理してるんじゃないの？」

「うん、他のメンバーはそういう子もいるけどね。ウチはお父さんがどこにいるんだか、よくわからない人だから」

　小さな肩をすくめる穂春に、史樹は首を傾げる。

「お父さんは、海外で学者さんやってるんだっけ？」

「うん、まあ。心理学者っていう肩書だけど、帝王学とか行動経済学とか、無節操むせっそうにいろいろやってるみたい」

　あまり興味なさそうな口ぶりで、穂春は肉親について告げてくる。

「あちこちの大学で教鞭きょうべんを振るう傍かたわらで、企業のコンサルもしてるみたいだよ。そういう本なんかも、いっぱい置いてあったから」

　そういえば、汐音がそんなようなことを言っていた。

「仕事辞めることとか、お父さんには話をしてるの？」

「ううん。全然」

　あっけらかんと言いながら、穂春はどこかシニカルな笑みを浮かべた。

「あの人は、心理学者なのに、人間に興味がないから。ううん、逆かな？」

　ゆっくりと首を振った穂春は、それを素直な言葉に変換した。

「心理学者だからこそ、人間っていうものを見限っちゃったのかも。だから、ボクには生きるために自分の持つスキルだけを与えて、後は放任って方針にしたみたい」

　その声に一切の感情がこもっていないのは、なにも思っていないのか、それとも、その逆だからなのか。

　きっと、穂春にしかわからない、葛藤かっとうがあるのだろう。

　しかし、それはそれとして、ちゃんとしておかなければならないこともある。

「お父さんには、ウチにいること、言ってあるんだよね……？」

「うん。それっぽいことをメールで送っといたけど、なんの返信もないから、読んでないのかも」

　本当に興味なさそうな表情で、穂春はそう告げた。

　心配そうにする史樹の目線に気づいたのか、

「そういう家族なんだって。だから、心配しなくて大丈夫だよ」

　安心させるように微笑んで、穂春は小さく手を振った。

「それよりも、お兄さんのこと教えてよ。妹がいるんでしょ？　どんな人？」

　話題の転換を望む穂春に、史樹は素直に乗ることにする。

「穂春ちゃんと同じ歳で、今は伯母おばさんのところから私立の女子校に通ってるよ。制服が可愛いところがいいっていう理由で選んだって本人は言ってたけど」

「へー。写真見せてよ、写真っ」

　こちらの腕にしがみついてきた穂春に、史樹はポケットからスマートフォンを取り出して妹の写真を表示する。

　そこには、高校の入学式の時に撮った妹が映し出されていた。

　いつも涼やかな表情をする妹だが、さすがにこの日は緊張していたらしい。

　わずかに硬い表情を浮かべる妹を見て、穂春は感嘆の声を上げた。

「本当だ、可愛い制服……って、この制服……どこかで見たような……？　っていうか、凄い美人。なんか、お兄さんと似てないね？」

「似なくてよかったって、僕も思うよ」

　苦笑しながらスマートフォンを受け取り、改めて画像を見る。

　そこで少しだけ緊張した顔を見せる妹は、史樹と十歳近く歳が離れている。

「歳が離れてたから、僕が面倒を見ることも多くてね。父親がいなかったから、父親代わりにならなきゃ、なんて思ってたこともあったな」

「じゃあ、お兄さんの面倒見のよさは、そこからきてるんだね」

「どうだろう」

　スマートフォンをポケットに滑り込ませながら、史樹は苦笑を浮かべた。

「由希ゆき──妹との接し方は、あれでよかったのか、とか、もっとこうすればよかった、とか、そんな反省ばっかりだったよ」

「あは、そうなんだ」

　史樹にとっては、苦労の連続だったが、穂春の目はどこか眩まぶしそうに史樹を捉えていた。

「でもいいな、そういう家族。ボクのところは、そういう感じじゃなかったから」

　当時を思い出しているのか、穂春は人混みを縫ぬうように走る女の子に目を細める。

「子供の頃は、家族一緒で仲もよかったんだけどね。でも、お母さんが病気になってから、お父さんがあまり家に帰ってこなくなっちゃって」

「友達とかは？　汐音ちゃんみたいな」

「汐音と会ったのは、＆ＳＩＸを立ち上げた時だから。それまで、ネット上でのやり取りだったし」

　それには、理由があったらしく。

「子供の頃は、周りから気味悪がられてたんだ。そりゃそうだよね。人の考えてることを当てるとか、先生を思った通りに動かしちゃうとか、そんなことしてる子がいたら、気持ち悪いよね」

　自嘲じちょう気味に笑う穂春を横目に、その光景を想像してみる。

　今の史樹の目には凄いと思えることでも、子供たちの間では、異様に映るのだろう。

　そして、そのことは、穂春が一番理解していた。

「けど、ボクが一人ぼっちだったのは、ボクと同じことができる人が他にいると思ったから、なんだ」

「穂春ちゃんと同じことができる人？」

　そう、と頷うなずいた穂春は、なにかを見通すかのように史樹の目を見上げてきた。

「ボクができるくらいだもの。他の誰かだって、人の行動心理を読み解いたり、自分の思った通りに相手を動かしたり、そんなことができる人がいるかもしれない」

　それは、鏡で自分を見るようなものなのだろうか。

　穂春だからこそ、その事実の持つ重みが、わかってしまったのかもしれない。

「そう思ったら、人から見られることが──本当の自分を晒さらすことが、怖くなっちゃって」

「だから、一人でいるようにした？」

「うん。めいっぱい、鎧よろいと盾たてで武装して」

　この世は常在じょうざい戦場だ、なんて誰かが言っていたけれど、こんな若い子まで戦いの準備をしなければならない現代社会は、きっと、どこか致命的に病んでいるのだろう。

「今も武装してるの？」

「あは、もちろん。最強装備を揃えてるよ」

　にぱ、と笑って、穂春はそんなことを言う。

　そんな笑顔を浮かべたまま、穂春は急に、足を止めた。

「──ストップ、お兄さん」

「え？」

　アパレルショップの前で立ち止まった穂春は、史樹にこんなことを言い始める。

「そのまま、前を見たままで……つけられてる」

　店舗のガラスの前で髪を弄いじるフリをしながら、穂春は声を潜める。

「どれ？」

「向こうの本屋の前で、雑誌持ってる人。ぱらぱら捲めくってるけど、中を見てないでしょ」

　穂春に倣ってガラス越しに窺うと、確かに、こちらをじっと見ている、大きな鞄を持った人が本屋の前に立っていた。

「前に＆ＳＩＸを追い掛け回してた、パパラッチの人だ……おかしいな……ボクの存在がバレてるとは思わないけど……」

　眉間みけんに皺を寄せた穂春に、史樹はそっと顔を寄せると、小声で問いかけた。

「どうする？」

「あは、もちろん」

　に、と歯を見せて笑った穂春は、

「撒まく！」

　荷物を抱え直し、史樹の腕を取ると、そのまま勢いよく走り始めた。







　大人になると、運動を強制させられることがなくなる。

　学生の時は体育の時間やマラソン大会のようなイベントで、運動せざるを得ない時間があるものだが、今の史樹が走るのは、終電間際まぎわに帰る時と、遅刻寸前の時くらいだ。

　だから、こんなに全力疾走させられると、あっという間に酸欠状態になる。

「はぁ……はぁ……」

　カラオケボックスに駆け込んだ史樹は、部屋に移動しても、荒い呼吸が整わなかった。

　一方の穂春は、何事もなかったかのように、にこにこしている。

「ふひー。上手うまくいったね」

「いったけど……滅茶苦茶めちゃくちゃだった……」

　作戦はいたってシンプル。飛び出すように走り始めて、角を曲がったら、後は人の波を逆流しながらの猛ダッシュ。

　穂春は慣れているらしく、パルクールレースにでも出られるんじゃないかというほど、軽かろやかに人混みを駆け抜けていった。

　そんな穂春は、息も絶え絶えな史樹を呆れるように眺めていた。

「お兄さん、運動不足なんじゃない？」

「普段……運動なんて、ほとんど、しないから……」

　カラオケボックスのシートにどっと腰を落とし、文字通り一息つく。

　呼吸を整えながら、史樹はけろりとしている穂春を見上げた。

「穂春ちゃんは……平気そうだね……？」

「え？　うん」

　これが若さか、と思ったが、それだけではないらしく、

「一応、ダンスレッスンは一緒に受けてたからね。ダイエットにちょうどよかったし」

　言って、穂春はしゃらんと効果音が出そうな動きで腕を伸ばした。

　確かに、贅肉ぜいにくとは無縁な身体つきをしている。史樹も少し、運動した方がいいのかもしれない。

「あー、喉のどカラカラ。飲み物頼んでいい？」

「もちろん……ついでに僕のも適当にお願い」

「おっけー」

　言って、慣れた様子で室内の電話を手に取ると、メニューを見ながら注文する。

　とりあえず逃げ込んだカラオケで、しばらく時間を潰つぶすことになった。

　おそらく撒けたはず、でも念のために、というのが穂春の言い分だったが、

「あは、カラオケ久しぶりだなー。なに歌おうかなー」

　タブレット型のリモコンを手にニコニコしているのを見るに、もしかしたら、単にカラオケに来たかっただけなのかもしれない。

「久しぶりってことは、前は来てたの？」

「うん。前は、よく来てたよ」

　ソファーに座って脚をぶらぶらさせながら、穂春は慣れた様子でタブレットを操作する。

「まだ無名の時は、カラオケが練習場だったからね。懐かしいなー。あーでもない、こーでもないって、みんなで無駄に熱く語ってさ」

「穂春ちゃんも？」

「あー、まあ、ボクは、サポート担当だったから」

　曖昧あいまいに笑った穂春は、寂さびしさ半分、諦め半分、といった表情を見せてくる。

「プロデュースに関する戦略的なことは、もちろん意見を出したけど。歌とかダンスとかは、ボクは門外漢だからさ」

　謙遜けんそん混じりにそんなことを言う穂春をよそに、史樹はもう一台のリモコンを操作して、とある曲をインプットする。

「じゃあ、この曲は知ってる？」

「え、え、え？」

　流れ始めたイントロを聞いて、穂春ははっとした表情で顔を上げた。

「これって……＆ＳＩＸのデビュー曲？　あれ、お兄さん、知ってるの？」

「ちょっと調べたんだ。でも、歌を実際に聞いたことはないかな」

　知っているのは、曲名と、それが＆ＳＩＸのデビュー曲で、日本よりもアジアで急速に広まった、ということくらい。

　＆ＳＩＸは戦略として、ネットを媒体に、アジアに狙いを定めて活動を開始したそうだ。

　その戦略がピタリと当てはまり、アジアで大ヒット。

　そして、逆輸入アイドルとして話題を攫さらい、日本でも急激に活動の領域を広げていった──という概略を知識として知った程度で、歌やダンスなどは、なにも知らない。

「歌えない？」

「一応、歌えるけど……」

「じゃあ、お願い。聞いてみたいんだ」

　気軽なお願いだったが、穂春は生命を左右するくらいの重大な決断を迫られたかのような顔をする。

　しかし、イントロが終わりに近づき、歌詞が画面に表示されたところで、意を決したようにマイクを取った。


「────」



　響いたのは、驚くほどの声量だった。

　低いキーから始まるメロディーを情緒たっぷりに歌い上げると、徐々に盛り上がるＢメロでテンポに勢いをつけ、激しいドラムの音と共に始まったサビでは高音を安定して歌い通した。

　カラオケなんて、学生時代の同級生と行って以来で、当然みんな素人しろうとの集まりだった。

　歌なんてそんなものだと思っていたが、どうやら、その認識を改めなければいけないらしい。

　そのまま、微塵みじんも不安なところを感じさせず、最後まで歌い上げた穂春に、史樹は拍手を送った。

「凄い、さすがプロだね」

「ち、違うよ。だから、ボクはプロじゃないんだってばっ」

　はっと我に返ったかのように、穂春は両手をぶんぶんと振って否定ひていする。

「でも、歌のレッスンは受けてたんでしょ？」

「そ、そうだけど、レッスン受けたら、誰だってプロになれるわけじゃないし」

　恥ずかしそうに頰を染めた穂春は、持っていたマイクを史樹に押しつけてきた。

「も、もう、ボクのことはいいから！　はい、次、お兄さんの番！」

「ああ、うん」

　マイクを受け取った史樹は、学生の時に流行はやったドラマの主題歌をリモコンに入力する。

　スピーカーから流れてきた曲に乗って、史樹は歌い始めた。


「────」



　それを黙って最後まで聞いていた穂春は、努めて無表情を装ったかのように、ぽつりと感想をこぼした。

「……お兄さんは、こう、個性的な声をしてるんだね……」

「そう？　でも、友達からも同じことをよく言われるよ」

　そういえば、カラオケに来るといつもみんな、穂春と同じような顔をしていた気がする。

「歌なんて久しぶりだから、喉が渇いちゃったよ」

「あ、お兄さんのこっちね」

　史樹が歌っている間に運ばれてきた飲み物のうち、オレンジ色のグラスを差し出してくる。

　走ったこともあって、喉がカラカラだった。

　史樹はグラスを受け取ると、それを一気に喉へと流し込む。

「ん……」

　オレンジジュースだと思って飲んだが、少しだけ味が違う気がする。

　最後まで飲み干してしまってから、史樹は首を傾げた。

「……？　これって、ジュース？　美味しいけど、なんだか……」

「ああ、それ、サワーだよ」

　さらりと答えてきた穂春は、もちろんこっちはジュースだよ、と答えてから続けた。

「お兄さん大人だから、アルコールの方がいいかなって思って。あ、甘いのじゃない方がよかった？」

「いや……そうじゃなくて……」

　胸がかっと熱くなる感覚がして、頭がふわりとしてくる。

　波を漂うクラゲのような意識に落ちていくのを自覚しながら、史樹はとろんとした目で穂春を見やった。

「……穂春ちゃん……」

「？　どうしたの、お兄さん？　なんか、顔が赤いよ……？」

　グラスを手に首を傾げた穂春に、史樹はそっと身体を寄せた。

「……穂春ちゃんって、睫毛まつげ長いよね」

「……へ？」

　間の抜けたような声を返した穂春に、史樹はふわふわした思考のまま、素直な感情を口にする。

「肌も凄く綺麗だし、目もぱっちりしてる。髪もさらさらで、凄く素敵だし」

「え、え、え!?」

　目をぱちくりさせると、穂春が真っ赤になりながら史樹を見てくる。

「あ、あは、どうしたの、お兄さん？　もしかして、酔ってる？」

「あはは、まさか。酔ってなんかいないよ」

　ただ、頭がふわふわして、思考が定まらず、なにを言っているのか自分でもよくわからないだけだ。

　史樹は手綱たづなの切れた犬のように、そのままゆっくりと穂春に顔を寄せる。

「ねえ、穂春ちゃん。穂春ちゃんは、僕のこと、どう思ってる？」

「ど、どど、どうって、そんなの、あの、その……!?」

　わたわたと真っ赤になって慌てる穂春に、史樹は真剣な表情でゆっくりと迫る。

「十歳も年上の男なんて、興味ない？」

「え、いや、そんなことないけど、お兄さんは、お兄さんで、その……っ」

「嫌い？　それとも、好き？」

「そ、そんなの、嫌いなわけないけど、えとえと、えとえと……！」

　どうしていいのかわからず、ただただ、狼狽うろたえることしかできない穂春。

　そして、自分がなにをしているのか全く理解できていない史樹。

「穂春ちゃん……」

「お、お兄さん……っ」

　二人の身体が、吐息のかかる距離まで近づいたところで──

「……ぐー……」


「…………へ？」



　そのままぱたりと突っ伏した史樹に、穂春は目を丸くした。

「すー」

「……寝てる……」

　赤い顔で、気持ちよさそうに寝ている史樹をまじまじと見下ろしながら、穂春は空になったグラスに目を向けた。

「まさか、サワー一杯でこんなになるなんて……」

　お酒を飲んだことはないが、穂春の周りの大人たちは、お酒をジュースやミネラルウォーターと同じくらいの感覚で、ガバガバと飲んでいた気がする。

　だから、これくらいなんともないかと思っていたが、どうやら史樹はアルコールに弱いらしい。

「でも、お兄さんもやっぱり、男の人なんだ……」

　そっと、自分の胸を押さえる。

　そこにある心臓が、早鐘はやがねのように鼓動を打っていた。

「あ、あれ、なんでだろう……ボク、今、凄くドキドキしてる……」

　さっき走った時だって、こんなになることはなかった。

　この不思議な感覚はなんだろう。

　その正体に気づけぬまま、穂春は残り五分の案内があるまで、寝ている史樹をただ見つめていることしかできなかった。







　その日は朝から、なんだか頭痛がした。

「痛てて……」

「どうしたんですか、北条先輩？　頭痛ですか？」

　心配そうに覗き込んでくる瑠衣るいに、史樹は小さく手を振って否定する。

「ああ、うん、ちょっとね。大したことないから、大丈夫」

　昨日、穂春と買い物に行き、カラオケに行ったところまでは覚えているのだが、その後の記憶があまりなかった。

　どうやら途中で寝てしまったらしく、気づいたらカラオケの時間が終わっていた。

　その後、穂春はなにを聞いても曖昧に答えるだけで、なにも教えてくれなかった。

「そんなことより、ちょっといいですか？　北条先輩に、急ぎご相談がありまして」

「それはもちろん。βベータ版の検証で、なにか問題あった？」

「いえ、そうではないんです……ちょっとこちらへ」

　瑠衣に腕を引っ張られ、空いている会議室に連れ込まれる。

　そこで瑠衣が見せてきたのは、とある雑誌だった。

「これ、見てください」

「……週刊誌？」

　それは、電車の中吊なかづり広告でよく見る週刊誌だった。

　瑠衣がこういうのを読んでいるイメージはなかったのだが、なにやら真剣な表情を向けてくる。

「その中の、角を折っているページです」

「ええと」

　ぱらぱらと開いた史樹は、角が折れているページを開いて読み上げた。


「────『気になる男性の心をゲットする、七つのメソッド！　日常編から夜のお誘い編まで、完全マニュアルを大公開！』」



「っ!?」

　刹那せつな、瑠衣は何故か真っ赤になって雑誌を引ひっ手繰たくると、慌てた様子で別のページを開いて見せてきた。

「そ、そこではなくて、もう一つの折ってあるページの方です！」

「ああ、こっちか」

　そこは、いわゆるゴシップ記事のページだった。

　しかも、そのページのタイトルに、最近知り合った人物の名前が掲載されている。

「『＆ＳＩＸのリーダー、相馬汐音の熱愛発覚!?　お相手は、中堅ソフトウェア会社の二十代社員か!?』」

「そう、そちらです」

　白黒のページに、モザイクのかかった写真と、いろいろと大仰おおぎょうに書かれた文章がずらずら並べられている。

「へえ、汐音ちゃん、彼氏がいたんだ」

「汐音ちゃん……？」

　ぴくり、と反応した瑠衣が、眉間に皺しわを寄せて写真を指し示してくる。

「ということは、やっぱり、これ、北条先輩なんですか!?」

「これ？」

　いろいろとボカしている写真には、確かに、汐音が写っていた。

　帽子と伊達眼鏡をかけている格好は、見たことのある格好だったが、瑠衣が問題視しているのはそこではなかったようで。

「この写真の男性ですっ。モザイクと目隠し入っていますけど、これ、北条先輩が前によく着ていたジャケットですよね？」

「……あ、本当だ」

　車に乗っている人物がアップで撮影されている。

　その人物が着ているジャケット──というか、その他全てにも、見覚えがあった。

「これ……もしかして、僕？」

「やっぱり、そうですよね」

　雑誌の写真を睨むように見る瑠衣をよそに、史樹はじっくりと写真を見る。

「言われてみれば、確かにこれ、モザイクかかってるけど、最寄り駅の写真だ。でも、よくこのモザイクで僕だってわかったね？」

「いつも見てますから──ではなく、た、たまたまです、たまたま」

　小刻みに首を振った瑠衣は、話題を切り替えるように身を乗り出すと、

「そんなことよりもっ」

　ばんばん、と雑誌のページを手で叩くと、凄い剣幕けんまくで迫ってきた。

「＆ＳＩＸの相馬汐音の恋人だというのは、本当なんですかっ!?」

「あはは、まさか」

　そんなこと、あるはずがない。

「つい最近、ちょっとあって知り合いになっただけで、そんな関係じゃないよ」

「知り合いって……なにがどうなったら、相馬汐音と知り合いになんてなれるんです？」

　ちょっと前まで、＆ＳＩＸの存在すら知らなかった史樹がそうなるのは、確かに不思議な話だろう。

　しかし、史樹からすれば、みんなが汐音のことを知っていることの方が不思議な感覚だった。

「汐音ちゃんって、そんなに有名なの？」

「有名どころか、いろいろなランキングでいつも上位に顔を出すくらい、大人気ですよ」

　そういったことに詳しいらしい瑠衣が、事例を指折り数える。

「結婚したい子ランキング、叱しかられたい子ランキング、妹にしたい子ランキングなど、その手のランキングではいつも名前を見るくらい、人気が凄いですね」

「そうなんだ」

　確かに、あれだけ可愛い子は、有名人の中でも少ないだろう。

　それだけに、こういったゴシップは注目を集めてしまうのかもしれない。

　しかし、史樹が気になったのは、記事の最後に記載されていた一行だった。

「次号、相馬汐音の隠された過去に迫る──か」

　なんだか、その一文が、妙に気になってしまったのは、汐音が言っていた言葉が耳に残っているからだろうか。

　──私は、私の事情で、＆ＳＩＸの活動をしています。

　それがなんであるのかは、史樹にはわからない。

　けれど、汐音の言葉に真剣さを通り越して、どこか悲壮感すら漂っていたことが、今も耳に残っている。

「なんとかしないと、いけないかな」

　頼まれたわけでも、やらなければいけないわけでもない。

　それでも、関係ないと割り切れるほど、史樹は大人ではなさそうだった。

「うちの軍師に相談するか」

　困った時に頼るべきは軍師であると、三国志の時代から相場が決まっているのだ。







　定時に帰ると、新しい発見がいろいろある。

　まず、帰り道のスーパーや薬局がまだ開いている。季節にもよるが、空が明るい。駅前に酔っ払いがいない。不浄物をリバースしている人もいない。そしてなにより、家に帰っても十分に使える時間がある。

　終電帰りだと、シャワーを浴びたらもう寝ないといけなかった。

　しかし、定時に帰ると、スーパーに寄って帰っても、まだ料理したり洗濯したりする時間が十分に確保できるのだ。

「ただいま」

　スーパーの買い物袋を手に、自宅へと帰ってきた史樹を、ぱたぱたとした足音が出迎えた。

　ひょっこりとリビングから顔を出した穂春は、子犬のように駆け寄ってくる。

「お兄さん、お帰りなさい。鞄持つよ」

「ありがとう」

　通勤鞄を手渡していると、リビングから出てきたもう一つ別の顔が、史樹を出迎えた。

「……お帰りなさい。お邪魔しています」

「ああ、汐音ちゃん。いらっしゃい」

　どこか深刻な表情をしている汐音がそこに立っていた。

　その表情を見るに、用件はすぐ察することができる。

「もしかして、週刊誌の件かな？」

「ご存じでしたか」

　汐音は疲れたように肩を落とすと、深々と頭を下げてくる。

「すみません、ご迷惑をおかけしてしまって……気をつけていたつもりでしたが、あんな写真を撮られてしまうなんて……」

「いや、僕は別に」

　実害はないし、一般人だからか、史樹の詳細情報はなにも出ていなかった。

　だから、心配なのは注目されている有名人の方で。

「それより、汐音ちゃんは大丈夫なの？　よく知らないけど、ああいうのって、大変なんでしょ？」

「そう、ですね……」

　頰に手を当てて息をつく汐音に、穂春は気軽にこんなことを言う。

「本当に付き合ってたならともかく、そうじゃないからね。ただ一緒にいる写真を撮られただけだし。ホテルから出てきたとかならともかく」

「ホ、ホテル……!?」

　絶句する汐音に、穂春は淡々とした声で続ける。

「ただ、こういうのって、本当かどうかは関係なかったりするんだよね。ただの友達です、って説明しても、噓うそつけ、みたいに捉える人も多いからさ」

「ああ……それは確かに」

　熱愛が報道される有名人の出すコメントで、友達の一人です、などというのは定番の一つだろう。

　それを真面目に受け取る人がどれくらいいるかは、推おして知るべしだ。

「これまでも、似たようなゴシップは何度かあったけど、ここまではっきり男の人とツーショットで撮られたことはなかったから、ちょっと騒ぎになるかも」

　リビングに行くと、そこには例の雑誌が広げてあった。

「でも、それよりも、気になるのは」

　その雑誌を手繰り寄せた穂春は、最後に書かれている一文を指でなぞる。

『次号、相馬汐音の隠された過去に迫る』

　その不穏な言葉が、まるで呪詛じゅそかなにかであるかのように、汐音の表情を凍りつかせる。


「…………」



　なにか、思い当たることがあるのか、汐音は口元をぎゅっと結んでいた。

「どちらにせよ──」

　史樹はネクタイを緩ゆるめながら、スーパーの袋をキッチンに運んでくれている軍師に問いかける。

「なんとかならないかな、穂春ちゃん」

「あは、お兄さんが頼ってくれるのは嬉うれしいね」

　袋から豚肉のパックを取り出しつつ、穂春はにんまりと微笑む。

「でもいいの？　前にも言ったけど、お兄さんとの契約を優先するなら、余計な問題に首を突っ込まない方が本当はいいんだけど──」

「余計な問題じゃないよ」

　静かな声で否定しながら、史樹はリビングの壁を手の甲で軽く叩く。

「この場所が目をつけられれば、穂春ちゃんの存在まで明らかになってしまう可能性がある。それに」

　雑誌を一瞥いちべつし、そこに書かれている軽薄な文字に目を細めた。

「人の知られたくない過去を、勝手に暴あばこうとする人なんて、許すわけにはいかないよ。そんなことする権利、どこの誰にもないはずだから」

「……北条さん……」

　眉を八の字にする汐音。そして、

「あは。了解だよ、お兄さん」

　嬉しそうににっこりほほ笑む少女がそこにいた。

「もちろん、策は考えてあるよ。ただ、これにはお兄さんの協力が必要不可欠なんだ」

「僕の？」

「そう」

　軍師は既に作戦を立案済みらしく、自信ありげに大きな胸を張る。

「なるべく、汐音ちゃんと関係ないことをアピールするとか？」

「ううん。逆だよ、逆」

　長ネギを片手に持ちながら、穂春は緑の部分で史樹と汐音を交互に指し示してきた。

「二人には、これからとびきり仲良しになってもらうから」

　そう言って、意味深に軍師は微笑んでみせた。







　第一開発部の部長は、どこぞのラグビー選手のように、笑顔を見せない。

　正確には、感情の抑揚がほとんどない、と言った方がいいだろう。入社して五年、ずっと部長の下で仕事をしているが、笑ったところも、怒ったところも、史樹は見たことがない。

　日本刀がごとく鋭い眼光に、場の空気を一瞬で緊張させる重厚な声。

　隙すきのない佇たたずまいは武道の達人のようでもあり、黙っているだけで相手を威圧する迫力があった。

　その一方で、結婚記念日には必ず定時で帰宅するという、愛妻家の一面もある。

　とはいえ、やはり仕事で話をする際は、自然と緊張を強いられるのが正直なところだった。

　史樹は意を決して、書類の確認をしている部長へ話しかける。

「部長、一つご相談が」

「どうした」

　自席で資料を眺めていた部長は、老眼鏡を外しながら顔を上げる。

「昨日β版を提供した、ソシャゲの担当案件のことなんですが」

　切り出した史樹に、部長はいつものように無表情で部下を見上げてくると、

「サービス開始がそろそろのはずだが、問題でも発生したのか？」

「いえ、そうではなく」

　首を振ってそれを否定してから、史樹はこんなことを進言した。

「企画部に提案したいことがありまして。その許可をいただきたく」

「提案だと……？」

　片方の眉をぴくりとさせて、部長はゆっくりと背中をワークチェアの背もたれに預ける。

「どんな内容だ」

「実は──」

　頭の中であらかじめ用意していた原稿をなぞるように、史樹は説明を始める。

　それを黙って聞いていた部長は、最後まで話が終わるのを待ってから、

「そうか」

　とだけ言って、一つ頷いた。

　その反応が肯定的なものか、否定的なものか判断する間もなく、部長はこう続けてくる。

「しかし、β版のリリースは遅らせるわけにはいかないぞ。新たな対応が増えることになるが、できるのか？」

「はい」

　あらかじめ想定していた質問に頷いてから、史樹は答えを返した。

「システムの改修は特に必要ありませんし、必要なのはコンテンツデータを増やすだけです。担当者に軽く説明したところ反応は上々でしたし、場合によっては製品版での対応にします」

「根回しも終わっている、か」

　手元のボールペンを拾い上げつつ、部長がわずかに声音こわねを変えて告げる。

「北条。お前、少し変わったな」

「そうでしょうか……？」

　同じことを、つい最近、誰かにも言われた気がする。

　少しの間、じっとこちらを見上げてから、部長はふっと肩の力を抜いた。

「いいだろう。企画部へは私からも話をしておく。提案書を後で転送しておくように」

「はい、ありがとうございます」

　一礼して、史樹は部長のもとを離れながら、こっそりと息をついた。

　とりあえず、第一関門は突破だ。

　自席に戻って企画部に上長承認が下りたことをメールしてから、別の人物にも同じ内容のメールを転送しておく。

「北条先輩」

　必要な連絡を終えたところで、別のフロアにある応接室に移動すると、そこで瑠衣が準備をして待っていた。

「言われた通り、応接室と機材は押さえましたけど、ここでなにをするんですか？」

「ゲーム用のデータの生成と、あとは、インタビュー用の写真撮影だね」

　史樹のチームで開発しているのは、ソシャゲのプログラムだ。

　社内で用意しているフレームワークをベースに、クラウドにサーバーを用意し、ユーザーに夢と希望と情熱と、ついでに、課金への誘惑を提供する。

　自社開発のものと請負開発のものがあるが、今回のゲームは企画から一貫しての請負となっていた。

　瑠衣は綺麗な眉を顰め、疑問を表現すると、

「データはまだいいとして……インタビュー、ですか？」

「そう」

　応接に置かれている、大きな照明や録音用の機材をチェックしながら、史樹は答えた。

「と言っても、細かいところはプロにお願いするんだけど。僕たちは、そのベースのデータを撮るだけだから」

「……？　よくわかりませんが、わかりました」

　曖昧な史樹の答えに、瑠衣は首を傾げながらも、頷いてくる。

　史樹があれこれ説明するよりも、実際に見てもらった方が早いだろう。

　そう思っていたところで、応接室に設置された内線が鳴る。

「はい、応接です……はい、はい。わかりました──北条先輩、お客さんがいらしたそうです」

「うん、お通ししてもらって」

　内線を取った瑠衣にお願いしてから、三分ほど経っただろうか。

　応接室のドアがノックされ、一人の少女が入ってきた。

「──失礼します」

「え……？」

　入ってきた人物を見て、驚きの声を上げたのは、瑠衣だ。

　長いストレートヘアーをしなやかに揺らしながら、綺麗なフォームで一歩一歩前に進む。

　気の強そうな眼差まなざしに、揺るぎない自信を感じさせる柔らかい笑顔。幼さと妖艶ようえんさを併せ持つ、誰もが振り返るような美貌びぼう。

　そこにいたのは、圧倒的なオーラを放つ、アイドルグループのリーダーだった。
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「そ、相馬汐音……!?」

　瑠衣が目を白黒させながら、半ば裏返った声でその名を叫ぶ。

　そんな反応に慣れているのか、汐音はすっと背筋を伸ばして顎あごを引くと、綺麗な動作で一礼してきた。

「＆ＳＩＸの相馬汐音です。本日はよろしくお願いいたします」

「うん、よろしくね」

　穂春に説教していた時と同一人物には思えないほど、大人びた仕草の少女に、史樹はそう言ってソファーを勧める。

　一方の瑠衣は、状況が全く飲み込めず、小声で史樹に詰め寄ってきた。

「ど、どういうことなんですか!?　どうして、相馬汐音がこんなところに!?」

「だから、インタビューとか写真撮影とかするんだってば」

　入ってきたのは汐音だけでなく、カメラマンとそのアシスタント、汐音のマネージャーも一緒だ。

　それぞれが撮影の準備をする中、汐音は興味深そうに室内を見回していた。

「ここが、北条さんの会社なんですね」

「うん。いつも仕事してるのは、上の階の職場だけどね」

　このフロアは、受付と応接室、それから、ちょっとしたカフェスペースがあるだけだ。

　それでも、普通の会社に入るのが珍しいのか、汐音はこんなことをお願いしてくる。

「終わったら、見学させてもらってもいいですか？」

「もちろんいいけど……興味あるの、こういう場所？」

「はい」

　微笑みながら頷いた汐音は、なにかを思い出すように視線を持ち上げた。

「私、弟と妹がいるんですけど、二人ともゲームとか好きで。今度実家に帰った時、話してあげようかと思って」

「そういうことなら、いくらでも。一応、立ち入りの許可も取ってあるから」

「ありがとうございます」

　そんな、自然な談笑をしている二人を見て、瑠衣が大きな目をさらに見開く。

「ほ、北条先輩、本当に相馬汐音と知り合いなんですね……」

　棒立ちになっている瑠衣を前に、この人誰ですか、という視線を汐音が送ってくる。

　史樹は二人の間に立つと、両者の橋渡しをすることにした。

「こちら、相馬汐音ちゃん。汐音ちゃん、こちらは同じ会社の鴇田ときたさん」

「はじめまして。＆ＳＩＸの相馬汐音です」

「は、はじめまして、鴇田です」

　汐音が優雅に、瑠衣はぺこぺこと、お互いに頭を下げる。

　顔を上げた汐音は、にっこりと微笑んで、こんなことを言い放った。

「北条さんとは、とても仲良くさせていただいております」

「む……」

　ぴくり、と片方の眉を動かした瑠衣は、わざとらしく髪を手で払う仕草をしてみせると、

「こ、こちらこそ、北条先輩にはいつも一緒に仕事させてもらってます。朝から晩まで一緒にいて、外でもよくお食事させてもらってるんですよ？」

「へえ、そうなんですか」

「はい、そうなんです」


「…………」




「…………」



　微妙に睨み合う両者。

　そのよくわからない緊張感のある空気をよそに、史樹は汐音をソファーへ促した。

「ええと……早速始めてもいいかな？」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　レフ板と照明を設置し、マネージャーよりいくつかの注意事項を聞かされてから、史樹は汐音の斜め向かい側に腰を下ろした。

「今日の趣旨を改めて説明すると──」

　あらかじめ汐音とは共有していた情報を、改めて説明する。

　話を聞き終えて、声を上げてきたのは、なにも知らされていなかった瑠衣だった。

「──開発中のソシャゲで、＆ＳＩＸとコラボ、ですか？」

「そう」

　短時間で書いたラフな企画書を渡しながら、重要なポイントを繰り返す。

「リリースのタイミングの特典として、＆ＳＩＸのメンバーをデフォルメしたキャラをソシャゲで提供することになったんだ。今日は、その宣伝を兼ねた単独インタビューをさせてもらうことになって」

「そうだったんですか」

　瑠衣は感心したように声を上げてから、小さく首を傾げると、


「でも、どうして開発担当のウチが……？　普通、こういうのって、コンテンツを管理する企画部が担当するんじゃ……？」



「企画部には話を通してあるよ。僕が＆ＳＩＸの汐音ちゃんと個人的に知り合いだ、って話をしたら、是非お願いっていう流れになって」

　正確には、無理やりそういう流れにした、というのが正解だろう。

　そんな史樹の内心を知ってか知らずか、瑠衣は眉を顰める。

「よく許可が出ましたね……？　＆ＳＩＸって、一般メディアへの露出は絞っているっていう話だったから、こういうのするのが意外で……」

「そうですね」

　答えたのは、座ったままの姿勢で微笑む汐音だった。

　あらかじめ用意していたかのように、汐音はすらすらと答える。

「既存のメディアは、大手の事務所の影響力が強いですから。あえて既存のメディアへの露出を抑えて、存在の希少性を上げる戦略を我々のプロデューサーは取ってるんです」

　今回の作戦の立案者でもある、軍師の顔を思い浮かべる。

　その時々で、どんなことを思いながら、グループを導いていたのだろうか。

「ですが、今回特別に、依頼をお引き受けすることにしました」

　それが何故なのかを追及される前に、史樹は汐音の言葉を引き継いで、仕事を始めることにした。

「だからこそ、話題になるかなって狙いもあって。というわけで、早速──」







　仕事というのは、結局のところ、人と人の関係性で成り立っている。

　相手は犬でもなければ機械でもない。最終的にはその先に必ず人がいて、その人に対して仕事をするのだ。

　だから、仕事が上手くいくのもいかないのも、相手がどんな人かによって大きく左右されるものだ。

　そういう意味では、汐音はまだティーンエイジャーとは思えないほど、仕事のしやすい相手だった。

「お疲れ様、汐音ちゃん」

「お疲れ様です」

　インタビューが終わり、汐音に社内を案内したり、撮影したデータのチェックをしたりしていたら、とっぷりと日が暮れていた。

　帰りの車を回しているマネージャーをビルのエントランスで待ちながら、史樹はスマートフォンの画面を眺めつつ言う。

「コラボレーションの話は正式に許可が下りたから、早速公式のＳＮＳで発表したよ。そしたら、凄い反響で」

「そうですか」

　長い髪を軽く手で払いながら、汐音は少し安堵あんどしたように微笑む。

　今日は帽子も伊達眼鏡もしていないので、通り過ぎる人が時々、驚いたような顔で振り返ってくる。

「ついでに、あの子の指示通り、僕が開発担当で汐音ちゃんといろいろ打ち合わせしている、っていう情報も流しておいたから」

「ありがとうございます」

　汐音は少しだけ声を小さくすると、表情を変えずに告げてきた。

「とりあえず、ここまでは穂春の作戦通りですね」

「うん」

　そう──

　本来、交わるはずのない二人が、こうして肩を並べて仕事をしている背景には、軍師のこんな助言があった。

『人はさ、信じたいものを信じる生き物なんだ』

　そんな切り出し方から始まったのは、穂春のこんな話だった。

『自分がこうあって欲しい、っていう考えを補完する情報を無意識に選別して、それを信じちゃうんだよ。これも、バイアスの一種だね』

　自分の信じたい情報だけを集めてしまう。

　どんな矛盾むじゅんがあろうとも、どれだけ理論に破たんが生じていようとも、信じたくない話はスルーして、そうでないものばかりインプットする。

　そういった特性が、人間にはあるらしい。

『ファンの人たちに、実はソシャゲの宣伝をする仕事で一緒になっただけの人なんだ、っていう情報を発信すれば、なんだそうだったんだ、っていう反応があるはずだよ』

　そのためには、実際にそういう仕事があることを示さなければならない。

　だから、史樹と汐音はこんなことをしているのだ。

『だから、二人は最初から仕事の関係者だったんだ、っていうのを、アピールしていって欲しいんだ』

　軍師からの指示は、最後、こんな言葉で締めくくられていた。

『というわけで、この一週間くらいは、なるべく一緒にいて、仕事をしている様子を写真に撮ってＳＮＳとかでアピールしてね？』

　という、意外と大変な指示を気楽にしてくれた。

「けど、一緒にいるようにって言われても、お互い仕事があるからね」

「そうですね」

　今日は特別だったが、それぞれの仕事があるため、そうそう一緒にはいられない。

　汐音は考え込むように口元へ握った手を当てると、

「夜とかいかがでしょう。この後、次のライブの演出打ち合わせがあるので、九時くらいになってしまいますが」

「九時か……」

　定時帰りを目指している史樹としては、終電よりは早いものの、伯母との約束を果たすには程遠い。

　微妙な空気を察したのか、汐音は申し訳なさそうな顔で頭を下げてきた。

「すみません、遅い時間までお付き合いさせてしまって」

「いや、こっちから言い出したことだから」

　それに、妹と同じ歳くらいの子が頑張って仕事をしているのだ。

　自分だけはいさよなら、とはいかないだろう。

「場所は、喫茶店きっさてんとかでもいい？」

「はい。穂春の指示通りに写真を撮ったりする必要があるのであれば、その方がいいでしょうから」

「騒ぎになったりしないかな？」

「一応、事務所の人にも近くにいてもらうようにします。あと、なるべく、静かなお店がいいですね」

「わかった。後でお店の場所を送るから」

　そう言って汐音を見送った後、史樹は新幹線並みの速さで仕事を終わらせ、鞄を引っ摑んで会社を飛び出す。

　電車に揺られて自宅の最寄り駅に到着すると、そこで意外な人物がひょっこり顔を出してきた。

「お兄さん」

「あれ、どうしたの、穂春ちゃん？」

　改札の近くで待っていたらしい穂春が、曖昧な笑顔を浮かべながら駆け寄ってくる。

「んー、ちょっと心配になって」

　お腹の前で指を絡からめたり解いたりしながら、穂春はそんなことを言う。

　史樹は意図が読めず、首を傾げると、

「穂春ちゃんの作戦のこと？　今のところ、上手くいってるよ」

「うん、それは知ってる。ネットの情報も、いい感じに動いてるから」

　穂春の指示で動いていたことなので、穂春もよくその辺りは把握しているはずだ。

　となると、なんだろう。

「なら、他になにか問題あった？」

「問題は別に、なかった……かな？」

　自分で言いながら、穂春は自分で首を傾げる。

「あは……おかしいね。家に一人でいた時は、凄く胸がざわざわしてたのに……お兄さんに会ったら、なんかなくなっちゃった」

「そうなの？」

　なんとなく寂しくなった、とかだろうか。

　それまで、そんなことはなかったので不思議に思っていると、考えるのをやめたらしい穂春が史樹の腕を握ってきた。

「帰ろ、お兄さん。ボクお腹空いちゃった」

「ああ、うん」

　引っ張られるようにして、並んで帰路につく。

　こうやって誰かと家に帰るのは、いつぶりだろうか。昔はよく、小さかった妹を迎えに行ったりしていた。

　その時は、いつもこう聞いたものだ。

「なにか食べたいものある？」

「えーっとね」

　考えるように視線を持ち上げた穂春は、すぐに明朗な答えを返してくる。

「カレー。カレーが食べたいな」

「カレーね。了解」

　オーダーを受け、駅前のスーパーで手早く買い物を済ませてから、家路につく。

　スーパーのビニール袋を持ちながら、穂春はなんだか嬉しそうに笑っていた。

「えへへ」

「どうしたの？」

「ううん。一緒に買い物して帰るなんて、なんだか、ボクたち家族みたいじゃない？」

　ジャガイモの入ったビニール袋を両手で持ち、そんなことを言ってくる穂春の言葉を、史樹は笑って否定した。

「みたい、じゃなくて、家族でしょ？」

「え……？」

　きょとんとした表情で見上げてくる穂春に、史樹はルーや牛乳の入ったビニール袋を持ち直しながら続ける。

「一緒に暮らして、一緒に食事して、一緒に笑って、一緒に並んで家に帰る。これが家族じゃなかったら、世の中に家族なんて存在しなくなっちゃうさ」

　史樹としては、当たり前のことを言ったつもりだったのだが、


「…………」



　何故か穂春は、目を丸くして、まじまじと史樹の顔を見つめてきた。

「どうしたの？」

「あは、あはは……な、なんでもないよ、うん、なんでも」

　我に返った様子で、穂春はぶんぶんと首を振ると、自分の胸に手を当てた。

「なんだろ……また胸が……心臓か？　心臓病なのか……？」

　ぶつぶつとなにかを言いながら、穂春が首を傾げる。

　そんな、なんということもないやり取りをしていると、あっという間に家へ到着した。

「ただいま」

「ただいまー」

　家に帰って電気をつけると、史樹はそのまま食材をキッチンに運んで腕まくりをする。

「ちょっと待っててね。すぐ作るから」

「なにか手伝うことある？」

「大丈夫。圧力鍋で簡単に作っちゃうから」

　やんわりと断って、史樹はジャガイモの皮を剝むき始めた。

　本当に簡単に作るつもりであるが、穂春は驚くほど全く料理ができないから、という理由もある。

　穂春は気にした様子もなく、リビングの椅子いすに座って楽しそうにこちらを眺めていた。

「なんか、穂春ちゃん嬉しそうだね？」

「あは、そう見える？」

　椅子を引っくり返して座り、背もたれの上に顎を乗せるようにしながら、穂春は史樹を見てくる。

「お兄さんが料理してるの見るの、好きなんだー。なんだか、お母さんに作ってもらってた時のこと思い出すから」

　にこにこしながら、本当に嬉しそうな様子でそんなことを言ってくる。

「お母さんの得意料理はなんだったの？」

「んー、ボクがまだ小さい時だったから、うろ覚えではあるけど」

　その時の味を思い出すように目を閉じて、穂春は料理名を告げた。

「やっぱりカレーかな。ゴロっとしたお肉が入ってて、ジャガイモとニンジンがたっぷりで、子供向けだからすっごく甘いの」

「ああ、確かに、子供向けのカレーって甘いよね」

　子供の頃は、あの甘いカレーが好きなのに、大人になるとみんな、辛いカレーを求めるようになる。

　刺激なんて、日常生活で嫌というほど味わっているだろうに、不思議なことだ。

「家族三人で食べてたな。ボクはいつもここに座って、カレーが出てくるのを、まだかな、まだかなって待って。お父さんはそんなボクをお行儀悪いって注意したりして」

　どこにでもある、温かな家庭が思い浮かぶ。

　優しい両親に、無邪気むじゃきな娘。それはきっと、幸せな時間だったのだろう。

「お母さんの病気が悪くなってからは、そういう時間もなくなっちゃったけど。ボクにとっては、家族の思い出って、あれぐらいだから……」

「そっか」

　きっと、いろいろ言葉にはできないことがあったのだろう。

　それ以上は深く尋ねず、史樹は切った野菜と豚バラ肉を圧力鍋に放り込んだ。

　しばらく熱してから、一旦いったん火を止める。

「はい、後は三十分放置したら完成だよ。じゃあ、ちょっと出てくるから」

「あ、うん。汐音とだよね？」

　ジャケットを手に取った史樹は、慌ただしく出かける準備をした。

　汐音と待ち合わせをしているのは、ここから歩いて十分ほどの場所にある喫茶店だ。

　夜遅くまでやっているので、時々、そこで持ち帰った仕事をしている。

　ご飯は冷凍庫れいとうこのものをチンして食べるように指示を出してから、外に出ようとしたところで、史樹は腕に違和感を覚えて立ち止まった。

「……？　どうしたの？」

「え？」

　僕の上着の袖そでを摘つまんでいる、自分の手を見下ろして、穂春は驚いたように目を見開いた。

「あ、うん、ごめん、なんでもない。行ってらっしゃい、気をつけてね」

　慌てて手を放し、手を振って史樹を送り出してくる。

　史樹が家のドアを潜り抜け、ばたん、と閉じたドアを前に、穂春は右手の手のひらをまじまじと見つめた。

「……どうしたんだろう、ボク……？」

　閉じたドアは、無言で門番の任を務めるだけで、穂春のつぶやきには答えてくれなかった。







　その喫茶店は、経営学に反逆していた。

　高級そうなアンティークで固められた調度品、触るのに躊躇ためらうほどの高級そうなカップに、値段のわりに深い味わいを与えてくれるコーヒー。

　しかし、驚くほどに立地が悪い。住宅地のど真ん中にある上、一見すると店だとわかりにくいほどだ。

　知る人ぞ知る隠れ家的な立ち位置を狙っているのかもしれないが、史樹はこのお店に、五人以上の客がいるのを見たことがない。

「お待たせしました」

「いや、時間通りだから、大丈夫だよ」

　時間ちょうどになって、カウベルを鳴らして汐音が店に入ってきた。

　すぐに窓側の席に座っていた史樹を見つけると、丁寧にスカートを畳みながら対面の椅子に腰を下ろす。

「こんな時間まで仕事なんて、大変だね」

「いえ、いつものことですから」

　一緒に来るはずのマネージャーは、車を停められる場所を探しているところらしい。

　お冷を持ってきたウェイトレスにお礼を言ってから、汐音はぐるりと店内を見回した。

「いいお店ですね」

「時々、持ち帰った仕事をする時に使ってたお店なんだ。少し高いけど、この時間はほとんど客もいないし、コーヒーも美味しいし」

　コーヒーの味が少しでもわかるようになったのは、いつからだったろうか。

　子供の頃は苦いだけの飲み物だったのに、今では仕事中、コーヒーが手放せない身体になっていた。

「そういえば、穂春から事情を聞きました。妹さんと一緒に暮らすために、穂春の力を借りていたんですね」

「うん。穂春ちゃんには、本当に感謝してるよ」

　メニューを開きながら、汐音は眩しそうな目で史樹を見てくる。

「凄いですね。兄妹とはいえ、家族のためにそこまでできるなんて」

「そうかな？　家族って、世界で唯一、無条件で自分の味方でいてくれる存在だから」

　親友、同僚、仲間、恋人──いろいろな関係性が人にはあり、それぞれに役割がある。

　家族に与えられた役割は、きっと、他の関係では代用できないものなのだと、史樹は思っている。

「だから、妹には、味方がちゃんといるんだって、ちゃんと形で示してあげたいんだ」

「……やっぱり、凄いです」

　ウェイトレスにミルクティーを頼んだ汐音は、窓の外に視線を向けながら、そっと言葉を吐き出した。

「私の家は、両親と妹と弟の五人家族でした」

　夜の窓ガラスに反射している自分を見ながら、汐音は独り言のように続ける。

「でも、父親は結構、最低の人間で。ギャンブルとお酒が友達みたいな人で、母が稼いできた生活費にも平気で手を出して、使い果たしちゃうこともしょっちゅうでした」

　目の前にある横顔が、どこか儚はかない幻影のように思えてくる。

　憂うれいを帯びた声で、汐音は昔話でも語るように告げてきた。

「そんな人だから、当然というか、貧しくて。私はともかく、まだ小さかった弟や妹には、そんな思いをさせたくなくて」

　本当なら守られるべき存在だった少女は、より幼く弱い子たちのために、守れる存在になろうとした。

「だから私は、＆ＳＩＸの立ち上げに参加することにしたんです。お金を自分で稼いで、母と弟と妹を守ってあげようって」

　必死になって、汐音が穂春を引き留めようとしていたことを思い出す。

　汐音にとって、この活動は、自分だけではなく、家族のためのものでもあるのだろう。

　だからこそ、必死にもがき、振り落とされないように足搔あがき続けているのだ。

　そしてそれは、誰にでもできることではない。

「僕なんかよりも、ずっと凄いよ。いくら家族のためだって言っても、そんなこと、普通なかなかできないよ」

「……違うんです」

　ゆるゆると力なく首を振った彼女は、どこか弱々しい瞳を史樹に向けてきた。

「私は、そうやって自分に言い訳をしてきただけなんです」

　これまでの力強い彼女の印象が一度に変わってしまうほど、その声は、悲壮なものに満ちていた。

「私はただ、逃げたかったんです。あの環境から」

　とても静かな声だったのに、どうしてだろう。その言葉は、どこか、悲鳴のように聞こえた。

「母も弟も妹も関係ない。ただ、私は、父親から逃げたかった。あの環境から、一秒でも早く飛び出したかった」

　常に理不尽りふじんで家族を支配していた父親。

　父親のせいで、その日食べるものにも困窮こんきゅうするほど、最悪な環境に落ちていく。

　そんな父親から、どうしても娘が逃げたかったとしても、誰が責められるだろうか。

　しかし、当人の感想は違っていて。

「あの週刊誌の記事を見た時、私、凄く怖かったんです」

　両腕で自分を抱き締めるようにすると、汐音はそっと瞳を伏せた。

「父が週刊誌にリークして、あの環境から一人だけ逃げてしまった、醜みにくい私のことを、書き立てられてしまったら……いえ、私が悪く言われるのは別にいいんです。ただ」

　悔しそうに唇を嚙み、身体の中の悪いものを吐き出すように、声を絞り出す。

「そのせいでまた、弟と妹に苦しい思いをさせてしまうんじゃないかって……それに、あの時、一人だけ私が逃げてしまったんだって知ったら、あの子たち、きっと私のことを恨むんじゃないかって……！」

「それは違うよ」

　自分に刃を突き立てる汐音に、史樹は静かに、しかし、はっきりとこう告げた。

「汐音ちゃんは、間違いなく弟さんたちにとってのヒーローだよ。部外者の僕にだって、それは断言できる」

「そんなこと……！」

「だって」

　白くなるまで強く握り締めていた汐音の手をそっと両手で包み込むと、史樹は問いかけた。

「弟さんたちは、まだその環境にいるの？」

「い、いえ。お金が入ってすぐに、弁護士にお願いして法的に父を遠ざけました。同時に別の部屋を借りて、今はそこに住んでもらっています」

「なら」

　そこらの大人よりもずっとしっかりしている女の子に、史樹はただ、事実だけを口にする。

「弟さんたちにとって、お姉ちゃんは、間違いなくヒーローだよ。それがたとえ、どんな動機だったとしても、そんなことは関係ない」

　蜘蛛くもの糸を垂らしたお釈迦しゃかさまがなにを考えていたかなんて、糸を摑んだ側は考えもしないだろう。

　ただ、最悪な環境から救ってくれた。それだけが真実で、それだけが希望なのだ。

「そして、それは弟さんたちもよくわかっているはずだよ。僕たちが思うほど、下の子たちって、いつまでも子供じゃないからさ」

「北条さん……」

　目尻に溜たまった涙を拭ぬぐう汐音に、史樹は運ばれてきたコーヒーの波紋はもんを眺めながら告げる。

「とはいえ、やれることはやらないとね」

「ですが、これ以上できることなんて……」

　再び目を伏せた汐音に、史樹は軍師から聞き齧かじったばかりの単語を口にした。

「アンカリング、っていう言葉、知ってる？」

「いえ、聞いたことありませんが……」

　綺麗な形の眉を顰めた汐音に、史樹はコーヒーカップを持ち上げながら告げる。

「我が家の軍師曰いわく、人間って、最初に得た情報を基準に判断する生き物らしいよ」

　その時、穂春はこんな例えを示していて。

「例えば、一万円の洋服が五千円で売ってたら、お買い得って感じるでしょ？」

「そうですね。五割引き、とかですと、思わず手が伸びてしまいます」

　スーパーでいつも高い商品が値引きされていたら、反射的に取ってしまう人も多いだろう。

　しかし、それが適正な価格であるかどうかは、別問題なのだ。

「でも、同じ五千円でも、いつも二千円で売っているものが五千円に値上がりしたら、高く感じてしまう。それで買おう、とはなかなかならないよね。同じ商品だとしても」

「……確かに、それはそうですね」

　人の価値観というのは、想像している以上に、ルールに沿っているもので。

「そうやって人は、最初に得た情報を基準としてしまうから──」

　それを応用してやることを、うちの軍師は考えつくのが得意なようだった。

「その基準情報を先にこっちから提示しちゃえばいい、ってことみたい」







『ゲームコラボ記念独占インタビュー！　＆ＳＩＸ相馬汐音その壮絶な過去を告白！』

　という陳腐なタイトルの記事が公表された翌日、隣の席の瑠衣がパソコンの前で息を呑のんでいた。

「大反響ですよ……リツイート数も凄いですし、あちこちの記事で取り上げられています」

「みたいだね」

　これまで、＆ＳＩＸは極力、情報を抑制していたらしい。

　飢餓きが商法の一つらしいが、そのおかげもあり、こういった情報に物珍しさを感じたファンやマスコミが喰いついてきたのだ。

「輝いているアイドルでも、いろいろあるんですね。あんなに可愛くて格好いいのに、こんな大変な過去があったなんて……」

　瑠衣もその内容を見て、同情的な目を画面に向けている。

「送られてくる、ほとんどが激励のメッセージですね。ＷＥＢの記事でも、同情的なものとか応援するようなものが大半です」

　それを聞いて、史樹は内心で安堵していた。

　軍師が立案した作戦に従い、史樹は汐音の過去をインタビューの記事として公開した。

　もちろん、書いてある内容はかなりオブラートに包んでいる。

　父親が酷ひどい人間であったこと、その父親が自分の過去について触れて回っていたこと。

　そして、なんとか弟や妹を守りたいと思っていることなど、要点を絞って公開していた。

『──先にある程度開示しておくことで、情報がなかった時との落差を最小限にする。これが、一つ目の目的』

　家でカレーを食べながら、穂春は人差し指を立てて、立案した作戦の詳細を説明してきた。

『もう一つは、先制して開示することで、情報をコントロールする。後出しをすると、アンカリングの効果もあって、どうしても言い訳がましいって捉えられちゃうからね』

　リーク記事が出る前に、やる必要がある。

　だからこそ、急いでインタビューを終わらせたり、残業してでも内容を早急に纏まとめたりする必要があった。

　その後、仕事の隙間すきま時間を見つけて再び訪問してきた汐音に、史樹は頭を下げる。

「ごめんね。本当は、隠しておきたかったことなんだろうけど……」

「いいえ、むしろ、ありがとうございます」

　ゆっくりと頭を振った汐音は、どこか胸のつかえが取れたような笑顔を向けてきた。

「私はきっと、どこか心の底で、ずっと怯おびえていたんです」

　自分の胸に手を当てながら、汐音は寂しそうに笑った。

「いつか、自分の過去が知られたことが原因で、本当は私が弱い人間だっていうことを知られてしまうことに」

　そんな不安をずっと抱えながら、この子は社会で戦い続けてきた。

　それはきっと、余人が想像することもできないような、真っ暗な世界だったのだろう。

「父は、それくらいのこと平気でやる人でしたから。自分が気に入らなければ、なんの得にもならないのに、相手を貶おとしめることを躊躇ちゅうちょしない」

　悪魔について語るかのように、汐音は実の父親をそう表現する。

　しかし、すぐにふっと肩の力を抜くと、

「でも、逃げるだけじゃダメなんですね。なにかを守りたいなら、全力で立ち向かわないと」

「そうだね」

　力なき正義は無力だと、誰かが言った。

　同じように、窮鼠きゅうそも猫を嚙めなければ、ただ捕食されて、骨だけになってしまう。

　けど、誰だって、強く生きられるわけじゃない。

　世の中、猫に立ち向かえる鼠ばかりではない。

　だから。

「ただ、人が一人でできることなんて、限界がある。だから、一人でやることなんてないんだ」

　そんな簡単で、しかし選択できる人が驚くほど少ない答えが、この世の中には存在していて。

「いつでも、僕は汐音ちゃんの味方だよ。もしまた困ったとしたら、どんな事情であろうとも、僕は必ずキミを助けるから」


「…………っ」



　史樹の言葉に、汐音はふにゃりと顔を歪ゆがませる。

　そして、必死な表情で史樹を見上げてくると、

「そ、そんなのズルいです。そういうセリフは、ご自分の彼女さんに言ってあげてください」

「彼女？」

「そうです。可愛い彼女さんがいるじゃないですかっ」

「いや、彼女なんていないけど」


「…………え？」



　ぴたりと、停止ボタンを押したかのように、汐音が動きを止める。

　数秒間だけ世界の時間が停止したかのように固まっていたが、すぐさま呪いが解けた様子で、汐音は慌てて詰め寄ってきた。

「そ、そんなはずないじゃないですか!?」

「ないじゃないですか、と言われても」

　何故詰め寄られているのかよく理解できず、史樹は至極全まっとうな理由を答えることにした。

「少し前まで、終電帰りやら休日出勤やらは、当たり前の生活だったからね。そんな時間、あるわけないよ」

「でも……あれ？　そういえば、直接本人からは聞いてなかったような……？」

　口元に手を当てて困惑を表現する汐音は、疑わしそうな眼差しで史樹を見上げてきた。

「じゃあ、なおさら、どうしてうちの軍師は、北条さんのところに？」

「たまたまじゃないかな？　お腹が空いて、家の前で倒れていたところを助けただけだし」

　その後の食べっぷりについては、軍師の名誉のために明言は避けておく。

　しかし、汐音の思考は別の方向に向いているようだった。

「あの子がたまたま……？　本当に、そうなのかしら……？」

　少なくとも、史樹の何十倍は穂春のことをよく知っているであろう汐音が、なにかの疑問を抱いているらしい。

　そんな汐音の悩める横顔を眺めていたからだろうか。

「──いいこと聞いちゃったなー」

　そんな、軽薄な声が物陰から漏もれていたことに、史樹は気づくことができなかった。
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　板柳いたやなぎ穂春ほはるには、どうしても叶かなえたい夢があった。

　朝起きて、寝ぼけ眼まなこで顔を洗い、リビングへ行く。

　そこには温かい食事が並べられていて、おはようと言ってくれる人がいる。

　その人と一緒に、朝のニュースを見ながらご飯を食べて、占いのコーナーが終わってから慌てて準備を始める。

　可愛かわいいリボンの制服に袖そでを通し、ハイソックスを装着してから、スカートの丈を目いっぱい短くしてしまう。

　鞄かばんにつけるチャームは、目立ち過ぎず、それでいて、センスがいいものがいい。

　姿見の前で前髪を整え、身体を左右に捻ひねって、隙すきがないことを確認する。

　最後に笑顔を確認すれば、戦闘準備は完了だ。

　意気揚々とローファーを履はき、いってらっしゃいの声を背中に、いってきますの声を上げる。

　──ただそれだけの、他人から見れば、なんてことのない夢。

　でも、この夢を叶えるのは、穂春にとって、なによりも大切なことだった。

　それは、亡き母との約束。

　そして、家族が家族であるための、最後の儀式なのかもしれない。

　穂春はそれを叶えるためだけに、ずっと頑張ってきた。

　大変なことも、辛いこともたくさんあった。でも、その目的のためなら、歯を食いしばり、心を奮い立たせ、進むことができた。

　しかし、その願いが叶わなくなってしまったことを、穂春は知ってしまう。

　絶望した。

　目の前から全すべての色が消えた。

　モノクロの世界の中で、泣くことすらできず、ただ、呆然ぼうぜんと立ちつくしていた。

　夢は叶うと、いろんな歌手が歌っている。

　親も、先生も、よく知らない偉い大人たちも、夢を叶えろと言う。

　けど、絶対に叶わない夢を持った人間は、一体、どうすればいいのだろう。

　モノクロの世界で、どうやって虹にじを見つければいいのだろう。

　その答えを探すために、今日もまた、穂春は暗い海の底で光を探し続けている。




　※　※　※




　通販は、社畜の強い味方である。

　やりたいゲームが発売されても、欲しいガジェットが売り出されても、帰る頃にはお店が閉まっているので、発売日に買いに行くのはほぼ不可能。

　ネット上の取得者たちの自慢ツイートを、ハンカチを嚙かみながら眺めるしかない。

　しかし、通販を使えば、少なくともその週末には、家にいながらブツをゲットできる。

　そんなわけで、史樹しきもよく通販を利用するのだが、その日の朝は見知らぬダンボールがリビングの隅に置かれていた。

「穂春ちゃん、ダンボールがあったけど、昨日なにか届いたの？」

「あ、うん。そうなんだ」

　朝食を終え、食器を片付け、いつものようにリビングの椅子いすからにこにここちらを見ていた穂春が、ダンボールからなにかを引っ張り出した。

「じゃーん！　見て見て、お兄さん」

　それを胸の前に当てると、穂春は自慢げに胸を張る。

「それって……制服？」

「うん、そう」

　穂春が持っていたのは、学校の制服だった。

　チェックのスカートが可愛い制服で、胸元むなもとのリボンが華やかさに色を添えていた。

「転校の手続きがもうすぐ終わるから、先に制服を用意したんだ」

　嬉うれしそうに真新しい制服を持ちながら、穂春は笑う。

　そんな穂春を見ながら、史樹は脳裏のうりをかすめた既視感に首を傾かしげた。

「その制服、どこかで見たことあるような……」

「そうなの？　ここから歩いて通える学校だから、見たことあるんじゃない？」

　穂春の言葉に、すぐそこまで出かかっている答えが、しかし出てこない。

　そんな史樹の状況を気にすることなく、穂春は姿見の前で制服を合わせ、楽しそうにしていた。

「えへへ……やっぱりこの制服、可愛いなー。前の学校は、結局一度も通えなかったから、制服着る機会もなくて」

「一度も？　それで大丈夫なの？」

「ううん、本当はダメなんだけど」

　肩をすくめ、穂春はちろりと舌を出す。

「芸能クラスのある学校だったから。社会で著しい活動をしている場合、いろいろ免除してくれるんだよ。もちろん、その代わりに課題とかたくさん出されるんだけど」

　聞けば、他にも同じような生徒がたくさんいたらしい。

「でも、今度は普通の学校だから。ちゃんと通わないといけないんだよね」

「勉強、大丈夫？」

「あは。自信ないけど、勉強はなんとかするよ」

　地頭じあたまがいいのは史樹もよく知っているので、当人の言う通り、その辺りはなんとでもするのだろう。

　だからなのか、穂春は全く別のことで悩んでいるらしかった。

「一番問題は──制服のスカートの丈たけ、かな」

「……え？　丈？」

　なにか聞き間違いでもしたかと、洗い物をしていた手を止める。

　しかし、耳にした言葉は間違っていなかったようで、


「これだと短いかなぁ……？　あんまり脚見えちゃうと、変じゃないかなぁ……？」



　スカートの丈を上げたり下げたりしながら、真剣な表情で穂春は悩んでいる。

「女子高生って、スカートは短くしたがるものじゃないの？」

「そ……んなことないよ」

　何故なぜか言いい淀よどんでから、穂春はよくわからないことを言い始めた。

「ボクは、短いスカートなんて嫌いだし、なるべく長いスカートをはきたいくらいだよ、うん」

「スケバンにでもなるの？」

「そういう意味じゃなくてっ」

　風船のように頰ほおを膨らませると、穂春は窺うかがうような目で史樹を見上げてきた。

「だって……ボクが短いスカートなんて、変な目で見られるでしょ？」

「いや、そんなことないと思うけど」

　最後のお皿を洗い終え、タオルで手を拭きながら史樹は真っ当な感想を告げる。

「可愛い女の子が、可愛い格好してるのは、普通のことじゃない？」


「…………」



　ぴたりと動きを止めた穂春の顔が、見る間に赤く上気してくる。

　そして、何故か胸に手を当てて、よろめいた。

「どうしたの？　胸、苦しいの？」

「あ、ううん……最近、時々、胸がドキドキしちゃって……なんだろう？」

「痛いの？　不整脈とか？」

「そういう感じじゃなくて、こう、鼓動が速くなって、顔が熱くなる感じというか」

「風邪かぜかな？　ちょっと、おでこ触るよ」

　穂春のおでこに手を当てる。

　自分の手が冷たいのか、穂春のおでこが熱いのかはわからないが、じんわりとした熱が伝わってきた。

「確かに、ちょっと熱いかな？」

　しかも、だんだんと熱くなってきているような気すらしてきた。

　しかし、穂春はぱっと跳びはねるようにして後ずさると、ぶんぶん両手を振ってくる。

「だ、大丈夫だから、大丈夫！」

「そう？」

　そこまで具合が悪そうには見えないし、当人がそう言うなら、あまり追及するのも悪いだろう。

「無理しないでね。転入初日からお休み、なんてことになったら大変だから」

「う、うん、わかった」

　こくこくと頷うなずいた穂春をよそに、史樹はジャケットを羽織はおり、通勤鞄を手に取る。

「さてと。じゃあ行ってきます」

「行ってらっしゃい。気をつけてね」

　胸の前で小さく手を振る穂春の見送りと共に、史樹は会社という魑魅魍魎ちみもうりょうたちの巣窟そうくつへと向かうことにした。







「おはようございます、北条ほうじょう先輩」

「おはよう、鴇田ときたさん」

　出社すると、瑠衣るいは既に自席で仕事に取りかかっていた。

　コンビニで買ったらしいスムージーを飲みながら、瑠衣は身体をこちらに向けてきた。

「やっと落ち着いてきましたね、＆ＳＩＸアンドシックスとのコラボ対応の諸々が」

「そうだね」

　苦笑を返しながら、史樹は自分のパソコンの電源を入れる。

　史樹が想定していたよりも反響はずっと凄すさまじく、良くも悪くも注目を集める結果になってしまった。

　当然、その分、対応しなければならないことは多くなる。

「ゲームも話題になりましたけど、相馬そうま汐音しおんの人気度向上に寄与きよした、っていう結果になっちゃいましたね」

　そう。

　結果として、ゲームよりも汐音の過去の告白が大きな話題となり、あちこちで取り上げられ、当人が戸惑うほどの持ち上げられ方をしていた。

　次々とＣＭ出演などのオファーがきているらしく、事務所では嬉しい悲鳴が上がっているらしい。

　また、タイミングではないと判断したのか、リーク記事は発表が見送られ、話題になることもなかった。

　そのことに安堵あんどした史樹は、代償として生じた仕事の数々と、再びうなぎのぼりになった残業時間に頭を抱えながら、それらを片付けていた。

「いいんじゃないのかな。企画部からの連絡では、事前登録者数は数十倍に伸びたらしいし」

「おかげで、サーバーの増強が必要になって、分散処理の対応で大変でしたからね」

　穂春の助言で、事前に準備をしていたため、最悪の事態は回避できた。

　ただ、やることが当初より増えたということは、つまり、こういうことで。

「今日も残業かな」

「う……正式リリースまで時間ありませんからね……」

　仕事量が増えようが、残業時間がリミットブレイクしようが、期限は待ってなどくれない。

　世の中は偉い人たちの決めたスケジュールで突き進み、史樹のような下っ端はそれを実現するため、ハムスターのように車輪の中でぐるぐる走り続けるしかないのだ。

「北条先輩は大丈夫なんですか？　妹さんの件とか……」

「あんまり大丈夫ではないけど、前みたいな終電帰りではないし。それに、この山を乗り切れば落ち着くはず……だから」

「あ、企画部から北条先輩に、今後の企画でお願いしたいことがあると電話がありました」


「…………」



「それと、経理から予算の組み替えについて、提出書類があるという連絡もきていて」


「…………」



「そうだ、営業部からも＆ＳＩＸの件で是非話をしたいとかなんとか、メールが来てましたよ」


「…………後で対応しておきます」



　定時帰りどころか、自分で仕事を増やしてしまっている。

　穂春からは呆あきれられたり笑われたりしているが、性分しょうぶんなんだから仕方がない。

　その対策はまた、軍師と相談することにして、今はとにかく目の前の仕事を片付けなければ、と思っていたところで、

「やあやあ、お二人さん。朝から仲のよろしいことで、羨うらやましいねぇ」

　あまり朝から聞きたくない声が、史樹たちの背中を叩たたいてきた。

　振り返ると、出社したばかりらしい雄山おやまがニヤニヤとした表情で近寄ってくる。

「おはようございます、雄山リーダー」


「…………おはようございます」



「はよー」

　また瑠衣に絡からむつもりかと身構えたものの、どういうつもりか、雄山はこんなことを言い始めた。

「早速で悪いんだけど、北条クンさぁ、ちょーっと話があるんだけど、いいかな？」

「僕ですか？　構いませんが……」

「じゃ、あそこの会議室で」

　空いている会議室を指し示して、雄山はさっさと行ってしまう。

　その背中を、害虫でも見るような目で睨にらんだ瑠衣が、不安そうな声を上げてきた。

「……大丈夫ですか、北条先輩？」

「うん。先に作業を始めててくれるかな」

「はい、わかりました」

　思い当たることはないが、過去の経験上、どうせロクでもない話だろう。

　とはいえ、勤め人としては無視するわけにもいかず、なるべくゆっくりと雄山の後を追った。

「いやー、いろいろ順調みたいじゃない、北条クン？　さすがだねぇ」

「いえ。たまたまです」

「またまた、ご謙遜けんそんをー」

　会議室に入ると、テーブルに半分腰掛けながら、雄山がこれみよがしな溜息ためいきをついてくる。

「俺おれなんて、この間のバグ対応で、てんやわんやだよ。結局期限までに終わらなくってさー、部長からもめっちゃ怒られて。あーあ、誰だれのせいなんだろうなー」

「大変でしたね」

　自分のせいではないんですか──と言ってしまうほど、子供ではないつもりだ。

　しかし、世の中には不思議なくらい、大人になれていない大人というものが存在する。

　いや、大人なのに大人じゃないから、余計に厄介やっかいなのかもしれない。

「それで、お話とは？」

「そうそう、そうだった」

　雄山はポケットから私物のスマートフォンを取り出すと、独特のニヤニヤした表情でこんなことを言ってきた。

「いけないなー、北条クン、隠し事は」

「隠し事、ですか？」

　眉まゆを顰ひそめる。

　雄山に言われるような隠し事は思いつかない。そもそもとして、彼とは仕事上でもロクに絡みはないのだ。

「思い当たる節はないのですが……」

「またまたまた、そんな惚とぼけちゃって。これだからモテ男はムカつくんだよねー。マジで何様って感じ？」

　ナチュラルに一言多いのは、わざとなのか、それとも天然なのか。

　どちらか測りかねていると、雄山はそっと声を落として、いきなり核心を突いてきた。

「──＆ＳＩＸの六人目、って言えばわかるかなー？」


「…………」



　表情を変えなかった自信は、あまりなかった。

　こちらの沈黙を肯定と取ったのか、雄山は実に嬉しそうな顔で笑い声を上げてくる。

「ひはは、やっぱり！　やっぱりそうだったのねー！」

　ばんばんとテーブルを叩きながら、雄山は手早くスマートフォンを操作した。

「これ見てよ、これ」

　こちらに向けてきた画面には、史樹の家の前で、史樹と穂春が一緒にいるところが切り取られていた。

　いつの写真かわからないが、わざわざストーカーのようにつけてきたらしい。

「この間、聞いちゃったんだよねー。相馬汐音とキミが話してるの」

　実に嬉しそうな顔でスマートフォンの画面を指差しながら、雄山が続けてくる。

「そしたらなんと、＆ＳＩＸの六人目と一緒に暮らしてる、みたいなこと言ってたじゃんか。その後、こっそりキミの家までついてったんだよ。したら、これ撮れちゃったんだよねー」

　おそらく、史樹が会社から家に帰る時だろう。

　誰かに尾行されているなんて思いもしないので、全く気づかなかった。

　とはいえ、はいそうですと認めるわけにはいかない。

　史樹が思考回路をフル回転させている前で、雄山はにやにやと口元を緩ゆるめてみせた。

「ダメだよ北条クン、未成年と同棲なんて。マジで通報レベルだよー？」

「……なにを言ってるんですか、雄山リーダー」

　内心の焦あせりを読み取らせないよう、努めて冷静な声のまま、史樹は堂々と噓うそを口にした。

「この写真に写ってるのは、妹ですよ」

「妹……？　北条クン、妹なんかいたの？」

「ええ」

　そもそも、史樹の個人情報なんてロクに知らないだろうに、いたのもなにもないだろう。

　しかし、そのおかげで、雄山は妙な勘違かんちがいをしてくれる。

「もしかして、北条クンの妹が＆ＳＩＸの六人目なの？　マジで？　凄くね？」


「…………」



　話がややこしくなってきた。が、本当のことを言うわけにもいかない。

　黙っていると、雄山は一人で勝手に納得し始めた。

「そっかー、だから相馬汐音とも知り合いだったのかー。マジ羨ましいー」

　手早くスマートフォンを操作しつつ、画面の内容を改めて見ながら、雄山は口元を歪ゆがませた。

「ま、いいや。どっちでもいいから、この情報、サクっと売ってくるね」

「……どういうことですか？」

「どうもこうも」

　大げさに肩をすくめ、雄山はこんなことを言い始める。

「六人目の正体を知りたい人って、超いっぱいいるんだよ。で、こういう情報を買い取ってくれる場所もいっぱいあるワケ」

　確かに、穂春自身もそんなことを言っていた。

　実際、パパラッチのような人にも遭遇そうぐうしたし、危うく撮られそうにもなった。

　しかし、まさかこんな近くに、うるさく飛び回るやぶ蚊かがいるとは思わなかった。

「あ、心配しなくていいよ、俺の知り合いに雑誌の編集者がいるから。ちゃーんとそこに買い取ってもらうからさ」

「……プライバシーを重視していただきたいのですが」

「芸能人って、そういうのないんじゃないの？　だって、マスコミなんて好き勝手に調べて報道しまくってんじゃん」

　確かに、そういった報道が後を絶たないのは確かだ。

　法的なことはよく知らないが、その手の場所に持ち込まれたら、喜んで報道されてしまうだろう。

「その辺の判断はプロに任せるから。俺は情報持ち込むだけだしー？」

　勝ち誇ったようにそんなことを言う雄山に、史樹は素直な疑問をぶつけてみた。

「一つだけいいですか」

「あー？」

　スマートフォンをポケットに戻した雄山は、面倒そうにこちらへ首を傾かたむける。

「どうしてわざわざ僕に話をしたんです？　情報を雑誌に持ち込むなら、勝手に持ち込めばよかったのでは？」

「それはもちろん」

　会議室のドアに手をかけると、雄山はしてやったり、とでも言いたそうな表情を作り、

「キミのそういう顔を見たかったからだよ、北条クン。ひははっ」

　そんなセリフと共に、耳に残る甲高い笑い声を上げてフロアに戻っていった。







　自分で思っていた以上に、悩みが顔に出る質たちらしい。

「……どうしたものかな」

　いつもより早く仕事を切り上げ、史樹は会社を後にした。

　仕事中、瑠衣に『どうしたんですか？』『悩みごとですか？』と何度となく聞かれたのは、焦りと悩みが表に出てしまっていたからだろう。

　その追及を曖昧あいまいな笑顔でかわしながら、仕事を終え、史樹は一足先に帰路へついた。

　帰りの電車の中でも、考えるのは、雄山に言われたこと。

「……このままだと、六人目の正体がバレてしまう……」

　そうなれば、穂春の正体が判明し、世間から凄まじい注目を浴びるだろう。

　普通の学生として高校に通いたいという、穂春の願いは、未来永劫みらいえいごう叶わなくなる。

　それだけは、絶対に避けなければいけないが──

「あ、お兄さんっ」

　懊悩おうのうを抱えつつ、最寄り駅の改札を出た史樹に、明るい声が投げかけられた。

　改札脇わきの支柱から、ぱたぱたと走り寄ってきたのは、家にいるはずの穂春だった。

「穂春ちゃん？　どうしたの？」

「ええと、なんか暇だったから、来ちゃった」

　はにかんだような笑みを向けながら、そんなことを言ってくる。

　そして、その後ろを追いかけて、もう一人の人物が小走りで近づいてきた。

「ちょっと穂春、走らないでってば」

　追いついてきたのは、帽子と伊達だて眼鏡めがねで武装した、汐音だった。

「汐音ちゃんまで」

「す、すみません、ご迷惑かと思ったのですが……」

　恐縮した様子で帽子のつばを下げる汐音に、穂春は半眼を向けると、

「えー、噓だよ。汐音がお兄さんを迎えに行こうって言ったんじゃない」

「ち、違うわ、穂春が退屈だって言うから、何時に北条さんが帰ってくるか聞いただけよ！」

　何故か真まっ赤かな顔で否定ひていする汐音を見て、史樹は雄山の言葉を思い出さずにはいられなかった。

「こんな時間に、どうしたの？　もしかして、もうなにか──っ」

「もう……？　いえ、時間があったので、穂春の様子を見に立ち寄らせていただいただけですけど……」

　小首を傾げる汐音の様子からして、なにか問題が起こっているようには見えない。

　内心で安堵している史樹をよそに、穂春は汐音に疑わしげな眼差まなざしを向ける。

「時間があったー？　まだツアーは終わってないし、写真集の撮影とかであちこち行かなきゃなんでしょ？　こんなところで油売ってる暇ないんじゃないの？」

「そ、それはそれ、これはこれよ。忙しいは忙しいけど、ちょっとは時間もらえるようにしてるし……」

「その貴重な時間に、わざわざウチに来なくたっていいじゃんか。なにか用があるのかと思ったら、ただお喋しゃべりするだけだったし」

「いいでしょ、別に。オフなんだから、私の好きに時間を使っても」

　なにやら言い合いを始める二人を前に、史樹は少しだけ、肩の力が抜けるのを感じた。

　こんな微笑ほほえましい光景が、ずっと続けばいい。

　この子たちが悲しい顔をするなんて、絶対にあってはいけないのだ。

　けれども、今の史樹にできることが、なにも思いつかない。

　自分の無力さに、情けなさと、怒りにも似た絶望を覚えるしかなかった。

　そんな史樹の微妙な変化を察してか、穂春と汐音は揃そろって史樹に向き直ると、じっと見上げてくる。

「で。お兄さん、なにか気になることでもあるの？」

「……え？」

「トラブルですか？　北条さんには助けていただいてばかりなので、私もできることがあればなんでも言ってください」


「…………」



　二人の女の子にじっと見つめられ、史樹は思わずたじろぐと、素直な疑問を口にした。

「……僕って、そんなにわかりやすい？」

「うん」

「はい」

　即答されてしまえば、それ以上、誤魔化ごまかすことなんてできない。

　穂春は少しだけ真面目まじめな表情を作ると、史樹にこんなことを告げてきた。

「人は、誰でも悪い報告を上げたがらないものなんだよ。でも、だからこそ、そういうことほど素早く報告するべきなんだ。一人で抱えて、時間ばっかり消費して、取り返しがつかなくなっちゃう人って、驚くほどいっぱいいるからね」

「そう……だね」

　誰しも、一度や二度は経験のある話だろう。

　それに、これは史樹だけの問題ではない。

　知らないままでいたら、余計に迷惑をかけることになってしまう。

　史樹は覚悟を決めると、穂春に頷きを返した。

「とりあえず、歩きながらでいい？」

　二人を促しながら、史樹は要点をかいつまんで、その問題の説明を始める。







　家に着く頃には、一通りの説明が終わっていた。

　自宅のリビングに集まった三人の間には、暗く冷たい空気が漂う。

「ごめん、まさかこんなことになるなんて」

　説明を終えた史樹は、深々と二人に頭を下げた。

　そんな史樹に、黙って聞いていた穂春は力のない笑みを向けてくる。

「……ううん、お兄さんのせいじゃないよ。むしろ、巻き込んじゃってごめんね？」

　申し訳なさそうに、穂春はそんなことを言う。

　その隣に座っていた汐音は、穂春の言葉を否定するように身を乗り出した。

「きっと、私のせいです。北条さんの会社で、六人目の話をしてしまったから……」

　この後の仕事をキャンセルしてくれた汐音も、うなだれるように俯うつむいてしまう。

　三人集まったものの、これといった解決策が出てくるわけでもなく、鉛なまりのように重い空気が室内を支配している。

　そんな中、穂春は空気の色を変えるように、ことさら明るい声を上げた。

「あは、やっぱり、無理だったかー」

　困ったように眉尻まゆじりを下げ、穂春は色のない笑顔を向けてくる。

「最初から、無謀なのはわかってたつもりだけどね。普通の女子高生になりたい、だなんて」

「穂春……」

　心配そうな汐音の眼差しを避けるように、穂春は壁にかかっている真新しい制服に目をやった。

「この制服着て、学校に通ってみたかったな……」

　そんなつぶやきをかき消すように、汐音は穂春に向き直ると、

「学校なら、寮から今のところに通えばいいじゃない。普通科のクラスに変えてもらったっていいんだし」

「ううん、そうじゃないんだよ」

　力なく首を振った穂春は、独白するような声で告げた。

「ボクはこの家から、この制服の学校に通いたかったんだ」

「この家から、この制服の学校に……？」

　意味を摑つかみ切れず、汐音は綺麗きれいな眉の間に皺を寄せる。

　穂春の言葉の意味がわからなかったのは、史樹も同じだ。

　しかし、それを問い直す前に、穂春は勢いよく立ち上がった。

「でも、こうなった以上、お兄さんに迷惑はかけられないから」

　姿勢を正し、顎あごを引くと、穂春は勢いよく頭を下げた。

「お世話になりました。これ以上、お兄さんを助けてあげられないのは残念だけど、お兄さんならきっと、もう大丈夫だから」

　なにが大丈夫なのかわからないが、それをどうこう言う暇を与えずに、穂春は続けてくる。

「荷物は、後で業者に取りに来てもらうようにするから、そのまま置いておいて」

　そう言って、あらかじめ用意していたらしい、身の回りの物だけを入れたバッグを拾い上げた。

「本当に、それでいいの……？」

「あは、もちろんだよ」

　穂春はそう言って笑うも、何故だか、史樹にはそれが泣いているように見えた。

「元に戻るだけだもの。大丈夫大丈夫、そんな心配そうな顔しないで」

　明るい顔と声でそう告げて、穂春は未練を断ち切るように、手早く靴を履はいた。

　そして、くるりと史樹を振り返ってくる。

「じゃあね、お兄さん。仮契約はこれで終わっちゃうけど、今までのお礼に、今度ライブのチケットでも送るから。見に来てね」

　ボクはステージにはいないけど、と笑って、そのまま外へ飛び出してしまう。

「あ、穂春……！」

　追いかけようにも、かける言葉が見つからないといった様子で、汐音が動きを止める。

　外に事務所の車を待たせてあるので、穂春はそこに乗り込んでいるはずだ。

　話は後でできると考えたのか、汐音は史樹の方へ向き直ると、

「ごめんなさい、北条さん。私は……」

「いいんだよ。本当に、汐音ちゃんのせいじゃないから」

　うなだれる汐音に、史樹は本心からそう告げる。

　誰がどう考えたって、悪いのはただ一人だ。それは、目の前の友達想おもいな女の子では断じてない。

「それよりも、大丈夫かな？　六人目の正体がバレちゃうと、汐音ちゃんたちにも影響が出たりしない？」

「そう、ですね……」

　考えるように口元へ握った手を当てると、汐音は静かな声で言った。

「＆ＳＩＸとしては、極端な悪影響が出ることはないと思います。ただ、穂春が好奇の目に晒さらされてしまうことが、一番の問題で……」

　それは、穂春にとって、最も忌避きひすべきことで。

「あの子は、自分を見られることを極端に怖がります。穂春が＆ＳＩＸをやめて『普通』の女子高生になりたいと言うのは、そこから始まっていますから」

　確かに穂春は、それを望んでいた。

　そしてそのためには、自分の正体を知られないようにする必要があるとも言っていた。

「前に言ってたね。誰かに自分の心を知られてしまうのが怖いって」

「はい。自分が相手の心理を推測できてしまう故に、その逆を凄く怖がっているんです」

　自分ができるくらいだから、その逆もまた然しかりと考えるのは、自然なことだろう。

「だから、穂春は自分の好きなこととか、やりたいこととかも、隠したがるんですよ。傍そばから見てると、逆にわかりやすかったりするんですが」

「もしかして」

　そこまで話を聞いて、ふと、今朝けさの会話を思い出した。

「短いスカートが苦手、っていうのも？」

「はい」

　汐音は壁にかかっている制服に視線を向けると、なにかを思い出すように目を細めた。

「本当はあの子、ああいう可愛い格好が大好きなんですよ。でも、そういう自分を見られたくないみたいで、頑かたくなに認めようとしないんです」

　好きなことすら、自由にできない。

　着たい洋服すら、満足に袖そでを通せない。

　それがどれくらい辛いことなのか、想像することすら難しい。

「私と初めて会った時も、まだ自分のことを『わたし』って呼んでいたのに。活動を始めてから『ボク』って言うようになって」

「あれは、穂春ちゃんにとっての武装だったのか……」

　剣と盾たてを装備し、向かってくる全てと戦い続ける。

　穂春にとっては、この世界全部が敵なのかもしれない。

「歌やダンスも本当は大好きで、必要のないはずのレッスンをずっと真面目に受けていましたから。それもあって、先日はステージに立たせることを考えたのですが……」

「全力で拒否されてしまった、と」

　いきなり武器も防具も取り上げられて、丸腰で大勢の敵の前に立て、と言われた気分だったのだろう。

　脱兎だっとのごとく逃げ出したとしても、無理はないのかもしれない。

「それくらい、あの子にとっては拒絶反応の強いことなんだと思います。だから、本当に六人目の軍師の正体が暴露ばくろされて、周囲の注目を集めてしまったら、穂春はそれに耐えられないかもしれません」


「…………」



　汐音の言う通り、穂春にとっては辛過ぎる状況だろう。

　ますます本当の自分を出すのが怖くなり、どんどん、穂春が穂春として生きていけなくなってしまう。

　同じことを考えているのか、汐音は真剣な表情を作ると、

「私の方でも、なんとかできないか、事務所で協議してみます。北条さんは、ご心配なさらないでください」

　安心させるような笑顔を向けてくると、一礼して、穂春の後を追いかけていった。







　残されたのは、無力で哀れな会社員がただ一人。

　できることなんて、会社から命じられた仕事をポチのように喜んで受け取ることと、その仕事を馬車馬のように残業してでも終わらせることくらいだ。

　それ以外にできることなんて、本当になにもないのではないか。

　そう思えてしまうのは、家の中がなんだか、とても空虚に感じるからだろう。

「この家って、こんなに広かったっけ……？」

　ぽつりとこぼした言葉が、空間に寂さびしく響く。

　テーブルの上に、穂春の使っていたマグカップだけが、唯一軍師が家にいた証あかしのように残されていた。

　それを片付けようと持ち上げたところで、スマートフォンが着信を知らせてくる。

「もしもし？」

『こんばんは、お兄様』

　電波の先から聞こえてきたのは、涼やかな妹の──由希ゆきの声だった。

　いつもと変わらぬ落ち着いた声が、遠い場所から耳元に届けられる。

『今日はどうされたのです？　定時のお電話がありませんでしたので、伯母おばさまが心配されていましたが……』

「ああ、ごめん」

　時計を見ると、深夜に近い時間になっていた。

　帰れた時間を報告するため、最近は帰ったら叔母に連絡するようにしていたが、今日はいろいろあって失念していた。

「家には帰ってたんだけど、ちょっと来客があったりして」

『そうでしたか』

　安堵したような吐息が聞こえてくる。

『最近は定時にご帰宅される日もあったようなので、伯母さまも安心されているようです。状況の改善が見られれば、来学期から私もそちらに戻れるのではないかと』

「そっか、それは良かった」

　専属軍師と契約したのも、それが目的だった。

　今の騒ぎが収まれば、仕事も平常運転に戻るだろう。

　そうすれば、もともとの目的は達成できる。できるのだが、何故だか、それを喜べない自分がいた。

　そんな、どこか上うわの空そらな史樹の様子を見抜いたのか、由希がすっと言葉を滑り込ませてくる。

『なにか、お悩みですね、お兄様？』


「…………」



　鋭い指摘に、思わず間を空けてしまう。

「なんでわかるの？」

『わかりますよ』

　くすくす微笑む声と共に、由希は自信のある声で断言してきた。

『家族ですから。それくらいのこと、電話越しでもわかります』

　昔から、どこか鋭いところのあった妹に、隠し事が上手うまくいったことなどない。

　自分が思っている以上に、史樹はわかりやすいのかもしれなかった。

『どうされたのです？　私でよろしければ、お話を伺いますよ？』

「ええと……」

　少しだけ迷った後、史樹はこんな言葉を電波に乗せた。

「……そうだね。ちょっと、相談に乗ってもらえるかな？」

『はい、もちろんです』

　どこか嬉しそうに、由希は弾はずんだ声を返してくる。

　とはいえ、ありのまま全てを話すわけにはいかないので、噓にならない範囲で話を抽象化しながら、起こっていることを妹に伝えた。

『──つまり』

　話を整理するようにそう区切ってから、由希は状況を要約してくる。

『秘密にしておきたいことを暴露されそうで、でもそれを暴露されてしまうと、とても困ってしまう方がいる、ということですね』

「物凄くざっくり言うと、そんな感じだね」

　他の人から見れば、大した話ではないように思えるかもしれない。

　しかし、穂春にとってそれは、今後の人生にかかわってくるほど、重大な問題なのだ。

　穂春と過ごした時間はそれほど長いわけではないが、それくらいのことは理解できるくらいには、一緒にいたつもりだ。

『問題の詳細は、私にはわかりません。ですけれど、一つだけ理解できることがあります』

　落ち着いた声音こわねで、妹が告げてきたのは、こんな指摘だった。

『お兄様がお悩みなのは、その方の問題を解決できないこと、ではないですか？』

　その問いかけに、史樹はゆっくり首を振りながら告げる。

「けど、僕にどうこうできるような問題じゃないんだ。細かいことは言えないけど、僕の手には余る問題で……」

『本当に、そうでしょうか』

　静かに、しかし、はっきりとした声で、妹は疑問を呈ていしてくる。

『問題の大小ではありません。お兄様がその問題に向き合おうとするかどうか。その姿勢の問題です』

　迷うことのないその言葉は、驚くほど深く、史樹の胸の奥に突き刺さってきた。

『いつものお兄様であれば、お節介せっかいなまでに他人の問題を自分の問題にしてしまいますから。そんなお兄様が、なにもしないでいることが、自己矛盾むじゅんとなって、お兄様を悩ませているのです』

　まるで史樹の心の中を見てきたかのように、由希はそう断言してくる。

　そして、迷える子羊を導く女神のように、優しい声で兄を諭さとしてきた。

『悩む必要はありません。ただ、お兄様にできることをすればいいのです』

「できること、あるかな？」

『もちろんです』

　その根拠を、妹はこんな言葉で表現してきた。

『お兄様に、数え切れないほどたくさん助けていただいた私が言うのですから、間違いありません』

「そっか」

　言い切られると、不思議なことに、そんな気になってくる。

　どこか心が落ちついてくるのを感じていると、続けて、由希はこんなことを聞いてきた。

『ちなみに、お相手の方は女性ですか？』

「え？　ああうん、そうだけど」

　肯定した史樹に、由希は柔らかい微笑みと共に続けてくる。

『では、後でその方の住所と氏名と年齢と電話番号と生年月日とアドレスと出身地を教えてくださいね』

「……なんで？」

『お兄様と懇意こんいにされている女性の情報を把握するのは、妹の務めですから』

　よくわからない義務の話をしてくる妹に、史樹はふと、疑問に思っていたことを聞いてみることにした。

「そうだ、一つ聞きたいんだけど」

　それは最初、汐音が抱いていた疑問で。

「この家がある場所辺りって、昔、なにかあったっけ？」

『場所、ですか？』

　問い返してきた由希は、少しだけ考えるようにしてから、

『いえ、存じませんが……そのお家は、中古でご購入されたのですよね？　であれば、少なくともそのお家を買われる前まで遡さかのぼらないと、わからないのではないでしょうか』

「家を買う前……？」

　そこまで聞いて、ふと、思いつくことがあった。

「もしかして……」

　確か、あれはまだ、この家に残っているはずだ。

　もしかすると、穂春がここへ来た、本当の理由がそこにあるかもしれない。

「ありがとう、由希。僕にできることが、わかった気がするよ」

『お役に立てたのであれば、光栄です』

　余計な疑問は差し挟まず、由希はそんなことを言って微笑む。

　史樹はそんな妹に、今の状況を脱するため、力を借りることにした。

「もう一つ……いや二つ、お願いがあるんだけど──」




　※　※　※




　高級賃貸マンションの一室が、穂春の寮の部屋だった。

　内廊下で、地下にある住人しか使えない駐車場から直接フロアに上がることができる。メンバーのそれぞれが別部屋を割り当てられているので、穂春にも一部屋用意されているのだが、

「この部屋って、こんなに広かったっけ……？」

　久しぶりに帰って来た、最初の感想がそれだった。

　いなかった期間は、一ヶ月ほど。

　出て行く時に掃除や整理をしていったため、室内は整然としているが、それがかえって部屋の中の生活感を追い出してしまっていた。

　穂春は大きなソファーに寝転がり、ぼんやりと天井てんじょうを眺めてみる。

　広い天井だった。染しみの一つもなく、清潔なクロスがただ無機質に広がっている。

　あの家の天井とは、だいぶ違っていた。

　そう、あの家の天井には──

「穂春、ちょっといい？」

「あ、うん」

　声をかけられ、穂春はむくりと上半身を起こした。

　史樹の家を後にした、その翌日。穂春はほぼ一日、無気力にごろごろするだけの時間を過ごしていたためか、身体の節々が固まっていて痛みを感じる。

　部屋に入ってきたのは、汐音だった。

　家出した際、汐音には予備の鍵かぎを預けていたため、穂春の部屋にも自由に出入りできる。

「事務所で、今後の対応を協議してきたわ。結論から言うと、今の時点でなにかできることがあるわけではないから、静観するということになって」

「うん」

　想定通りの回答に、穂春はぼーっとしたままの頭で頷く。

「明後日はライブの最終日だし、対応しようにも人手が足りないの」

　事務所と言っても、＆ＳＩＸ専用の小さな事務所だ。

　数名の専属スタッフ以外は、必要な時だけ手伝ってもらっている。メンバーだって様々な雑用をこなすくらい、人手不足な状況だった。

「穂春の意見は？　こういったことの対応は、いつも穂春が決めてたから、正直みんなどうしたらいいかわからないっていうのが本音で」

「あは、そうだったんだ」

　穂春はどこか他人事のように、ソファーで脚をぶらぶらさせながら答える。

「でも、大丈夫だよ。正体がバレちゃったとしても、最悪、お父さんのところへ行くから。海外まで追いかけてくる人は、ほとんどいないだろうし」

「でも、それじゃ──」

「いいのいいの」

　ゆっくりと首を振って、穂春はそこから先に待つ未来について口にした。

「誰もボクを知らないところへ行って、ボクは一人で生きていくべきなんだ」

　そうすれば、なににも煩わずらわされることなく、誰にも迷惑をかけることもなく、生きていける。

　そんなことを考えながら、窓の外に広がる景色を眺めた。

　いつの間にか、日が暮れようとしている。

　この時間、そろそろ史樹は仕事が終わる頃だろうか。それとも、残業に突入しているだろうか。

「心配しなくても大丈夫。ここまで大きくなった＆ＳＩＸにはもう、ボクの力はいらないから。後は、汐音たちの実力次第だよ」

「そんなことないわ」

　強く否定して、汐音はぼんやりとしている穂春の前に回り込むと、

「＆ＳＩＸは、穂春がいたおかげでここまで来られたんだから。穂春がいてこその、＆ＳＩＸなのよ？」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど。でも、本当に大丈夫だから」

　そう。誤魔化すために言っているわけではなく、本当に穂春がいなくても、もう心配ないだろう。

　穂春がどうこうするフェーズはとっくに過ぎているし、ここから先、生き残れるかどうかは実力次第だ。

　しかし、汐音は納得いかなそうな表情を向けてくると、

「……＆ＳＩＸのことは、置いておくとしても」

　穂春の心のもやもやを占めている事項について、言及してくる。

「北条さんのことは、どうするの？」


「…………」



　その名前を耳にしただけで、何故だか、胸が苦しくなってくる。

　これは、後悔だろうか。それとも、罪悪感だろうか。

　その答えに辿たどり着く間もなく、汐音は畳みかけるように言ってきた。

「妹さんと暮らすために、穂春の力が必要なんでしょ？　穂春がいないと、妹さんと一緒に暮らせなくなっちゃうかもしれないじゃない」

「それは……」

　史樹の願いは、妹と暮らすため、定時に帰れるようになること。

　穂春の願いは、あの家から高校に通うこと。

　史樹がどう思っていたかは知らないが、穂春としては、打算に塗まみれた契約だった。

　穂春には、どうしても叶えたい願いがあった。

　そのために、史樹の願いを引き受けただけ。それが果たされなくなった以上、もう、関係のない話になったはずだ。

　だというのに、どうしてだろう。この、胸のもやもやが消えないどころか、どんどん大きくなってきているのは。

「でも、もう、どうしようもないから。お兄さんには申し訳ないけど、自分でなんとかしてもらうしか──」

「あ、北条さんから電話だ」

　場の空気を読まないかのように、汐音のスマートフォンが鳴き声を上げた。

　しかも、その相手は、穂春をもやもやさせている張本人だと言う。

「……どうして、お兄さんが汐音の連絡先知ってるの？」

「こ、この間の件で、一応交換しておいただけよ」

　こほん、と、汐音は誤魔化すように咳払せきばらいをし、見えないはずなのに髪を直し、何故か指先で髪をくるくるしながら電話に出た。

「はい、相馬です。はい、大丈夫ですけど……」

　汐音が話しているのを見ると、何故だか、もやもやが強くなる。

　この、なんともいえない、心臓を鷲摑わしづかみにされたような感覚はなんなのだろうか。

　もやもやが、だんだんとイライラに変わってきて、ますますその正体がわからなくなってきたところで、

「はい、はい……え？　ＳＮＳ？」

　汐音の声音の中に、疑問の色が混じってきた。

「わかりました、確認してみます。はい……はい、失礼します」

　そう言って、汐音は電話を切ると、すぐさま穂春に向き直ってきた。

　そして、こんなことを言ってくる。

「穂春、スマホで検索してみて」

「検索って、なにを？」

「『六人目の軍師』を」

　言われる意味が、よくわからない。

　穂春は気だるげにスマートフォンを取り出すと、ＳＮＳのアプリケーションを立ち上げ、言われるがままに検索してみた。

「これ……」

　そこに表示されている情報の多さに、目を見開く。

　画面の上では、こんな文字が躍っていた。

「六人目の軍師の正体を捉とらえた動画……？」

「もしかして、もう……!?」

　横から覗のぞき込んでいた汐音に、サムネイルの画像を見た穂春は、小刻みに首を振った。

「違う、これ……ボクじゃない」

「え？」

　リンクの先にある、動画配信サイトのページを開いてみる。

　広告をスキップして始まったその動画では、照明の絞られた部屋で、衣装を着た女の子が、後姿で写っている。

　長い髪に、すらりと伸びた背筋。その佇たたずまいは鋭さを感じるほどに凛りんとしており、短いスカートから覗く脚はカモシカのように引き締まっている。

　そう──明らかに、穂春ではない。

　それどころか、後姿を見た限り、穂春の全く知らない人のように見えた。

「でも、この衣装、間違いなく私たちのライブのよね？」

「うん。しかも、このタイの色、ボクの着ていたヤツだ」

　前に、汐音に騙だまされて着た、ステージ衣装。

　動画をよく見ると、穂春の丈に合わせて作られているため、微妙にサイズが合っていなかった。

　そこでふと、一つの疑問が頭をもたげてくる。

「そういえば、あの衣装、どうしたんだっけ……？」







　仕事には、大きく分けて二つの種類がある。

　一つは、レールの上を走るようにして、計画通りに進行する仕事。

　あらかじめスケジュールが決まっていたり、やってくる日が定まっていたり、事前に内容を把握している業務だ。

　もう一つは、野球ボールが窓ガラスを突き破ってくるようにして、突然飛び込んでくる仕事。

　降って湧わいてきたようなトラブル対応や、雪崩なだれのように一気に押し寄せてくる見積もり依頼。一度話し出すと止まらない人からの電話や、上司の思いつきで指示される非効率な仕事など。
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　そういったことがインターセプトしてくると、なにかの嫌がらせかと思うほどに、計画していた仕事が進まなくなる。

「北条先輩、企画部から問い合わせが殺到していて……！」

「うん、こっちに回してくれるかな」

　鳴りっぱなしの内線電話を、泣きそうな顔で保留している瑠衣へ、史樹は端的に指示を出した。

「鴇田さんは、開発を急いで。修正をなんとか明日のリリースに間に合わせたいから」

「わ、わかりました」

　手元の電話でピックアップして、慌てた様子の企画部担当者と話をする。

「はい、北条です──はい、ええ、あの件ですよね？　わかっています。ただ、明日のリリースまでは止めておいてもらえませんか？」

　あれこれ騒ぎになっているのは知っていた。

　当然だろう。仕掛けたのは、史樹本人なのだから。

「外部からの問い合わせには、全て担当者不在、で通してください。今の段階で、回答できることはないので」

　なにが起こっているのか聞きたそうな担当者をなだめすかし、史樹は半ば無理やりに押し切った。

「はい、すみませんが、よろしくお願いいたします」

　これで朝から、問い合わせの電話は八件目だ。

　社内だけでこれだから、社外からのそれはとんでもないことになっているのだろう。

「北条」

　やるべきタスクを脳内で整理していると、部長がいつの間にか背後に立っていた。

　こちらがなにか言う前に、いつもの淡々とした口調でこう告げてくる。

「言われた通り、企画部の部長には話を通しておいた」

「ありがとうございます、部長」

　深々と頭を下げる。

　部長には、外部とのハンドリングをしている企画部に話をしてもらっていた。

　一担当者の史樹からお願いしても、一蹴いっしゅうされてしまう可能性が高い。こういった時は、頼れる権力に頼るしかない。

「安心するのはまだ早いぞ。広告会社やサーバー増強のためクラウドサービス会社にも変更内容を承諾してもらう必要がある」

「はい、そちらは既に済ませています」

　まだ確約は取れていないが、対応してくれる方向で話は進んでいた。

　そして、史樹がやろうとしているのは、つまり、こういうことだった。

「今回、＆ＳＩＸとのコラボの最終企画として、六人目の軍師の情報をゲームの中で公開します。それに伴い、問い合わせやアクセスが爆発ばくはつ的に増えることが予想されるので、増強を依頼済みです」

　当然、追加費用が必要になるが、十分ペイする試算を既に経理部へ示し、了承を得ている。

　一通りの計画を聞いたところで、部長は能面のまま、ぽつりとこぼした。

「ステークホルダーは全て押さえている、か」

　少しだけ考えるような間を置き、髭ひげを武骨な手でなぞると、

「いいだろう。最終的に、会社の利益りえきに繫つながるならそれでいい。ただ、明日のリリースだけは絶対に落とすなよ」

「はい、それは必ず」

　頷いた史樹を確認してから、部長は自席に戻って行った。

　史樹は改めてやらなければならない仕事を洗い出すも、どう考えても、両手に余る分量に膨れ上がっている。

「今日は終電……じゃなくて、泊まりかな？」

「ですね。こういうの、なんだか久しぶりな気がします」

　隣の席で頷いた瑠衣が、苦笑を返してきた。

　巻き込んでしまって申し訳ないと思うが、瑠衣の力は必要だ。目的を達成するためなら、手段を選んではいられない。

「でも、北条先輩、大丈夫なんですか？」

「うん、まあ、あんまり大丈夫じゃないけど」

　伯母の出した条件は、ここ数日、完全に守れていない。

　それどころか、これからしばらく、達成できる見込みがないくらいだった。

　けど、それでも。

「今は、それよりも大事なことがあるから」

「……わかりました」

　大きく頷いた瑠衣は、大胆に腕まくりしてみせると、

「微力ながら、お手伝いさせていただきます！」

「ありがとう。今度、なにか奢おごらせて」

「是非。約束ですよ？」

　そう言って瑠衣は、付箋ふせんに『北条先輩がなんでも好きなだけ奢ってくれる券』と書いて、ディスプレイに貼はりつける。

　史樹が内心で財布の中身を思い出していると、瑠衣は首を傾げてきた。

「でも、六人目の動画なんて、よく＆ＳＩＸが提供してくれましたね？」

「あー、うん。まあ、いろいろあってね」

　そう、本当にいろいろあった。

　動画の配信がなされたのは、昨日の昼過ぎ。

　動画配信サイトに投稿されたそれは、瞬またたく間にＳＮＳで広がりみせ、検索ワードでずっと一位をキープしているほどだ。

　そしてもちろん、あの動画は、＆ＳＩＸの事務所から提供されたものではない。

「後姿だったので、顔はわかりませんでしたけど、先日のライブの衣装と同じだったって、ファンの間で話題になってるみたいです」

　それと同時に、動画の配信をしたとされる、史樹たちが開発しているソシャゲの注目度も急上昇していた。

　以前、穂春と話をしていた時のことを思い出す。

　あれは、ぼんやり一緒にテレビでニュースを見ていた時だっただろうか。

『──人ってさ、仮面をかぶると大胆なことができるようになるんだよ』

『仮面？』

　テレビでは、目だし帽をかぶった男たちが、銀行のＡＴＭを必死に壊そうとしている防犯カメラの映像が流れていた。

『ハロウィンのイベントで、大おお暴あばれする人たちの映像とか、見たことないかな？』

『ああ、うん。あるね』

　車を引っくり返して騒いでいたり、車道を大勢で占拠したり、そんな映像を見た記憶がある。

『匿名とくめい性の原理って言ってね。人は自分が誰かわからない状況では、気が大きくなって、普段では絶対やらないような大胆なことも平気でするようになっちゃうんだよ』

　ネット上のあれこれもそうだね、という、穂春のコメントが印象に残っている。

　とはいえ、それは理屈の上での話であり、個人差があるのは当然だろう。

「……それでも、あの映像を撮るのは大変だった……」

「え？」

「ああいや、なんでもないよ」

　苦笑して誤魔化すと、史樹はきりのいいところで編集中のファイルを閉じた。

「ちょっと、ここはお願いしてもいいかな。終わったらリポジトリにマージしておいて」

「はい、わかりました」

　瑠衣に任せ、史樹は立ち上がる。

　そして、第一開発部の反対側の位置にあるデスクの島へと足を向けた。

「さて……」

　ここからが正念場だ。

　今回の仕掛けは、このためにやったと言っても過言ではない。

　史樹が向かった先、目的の場所には、つまらなそうな顔でだらしなく椅子に腰かけている、別のグループのリーダーがいた。

「雄山リーダー」

「あ？」

　大儀そうに目線を持ち上げてきた雄山は、史樹の姿を捉えると、口元を大きく緩ませた。

「どうしたのかなー、超売れっ子の北条クン？」

「ちょっとお話いいですか」

「いいよー、もちろん」

　よいせ、と面倒だとばかりの仕草で立ち上がった雄山と共に、空いている会議室へと移動する。

　雄山はテーブルの上に腰掛け、大仰に脚を組むと、へらへらとした顔を向けてきた。

「で、なにかな？　あ、六人目の話、やってくれたねー」

　さすがに把握していたらしく、忌々いまいましそうにそんな言葉をぶつけてくる。

　当然、あの動画を流したのが史樹の手によることも理解しているだろう。

　しかし、問題が全て解決したわけではない。

　そのことは、雄山もよくわかっているようで、

「先に公開されちゃったなー。でも、どこに住んでる誰なのかまでは、公開なんてできないもんねー？」

「そうですね」

　問題はそこだ。

　雄山はまだわかっていないが、あの画像の人物が六人目でないことは、突き詰められるとバレてしまう。

　穂春が出て行ったため、あの家に今住んでいるのは、史樹だけだ。

　しかし、汐音の時の、パパラッチの件がある。そこから穂春の足跡が辿られる可能性は、大いにあった。

「そういう情報、欲しがる人多いんだよー。記者の人とかが待ち伏せしたりするのに使うんで、裏で出回ってるんだってさ」

　にやにやしながら話す雄山の言う通りになると、穂春にまで追及の手が伸びる。

　それだけは、なんとしても避けなければならない。

「金になるならなんでもいいんだよー。昨日、編集者のダチに連絡したら大喜びでさ。データ渡したら、結構これ、弾はずんでくれるらしいんだよね」

　言って、雄山は指で輪っかを作る。

　史樹は内心の動揺を必死に抑えながら、努めて静かな口調で問いかけた。

「データはもう、渡したんですか？」

「いんや。渡したらそのまま使われちゃうかもだろ？　だから、今夜会って、現金と交換。ついでにすげー高い焼き肉でも奢おごってもらう予定」

「そうですか」

　ならば、まだ間に合う。

　そう察知した史樹は、持ってきた紙とペンをテーブルに置いた。

　そして、ゆっくりとした口調でこう告げる。

「では雄山リーダー。今から、辞表を書いてください」


「………………あ？」



　間の抜けたような問いを返してきた雄山に、史樹は淡々とした声で続けた。

「辞表です。会社を辞める時に書くもので、この会社では特に様式は定められていませんから、好きなように書いていただいて大丈夫です」

「いやいやいやいやいや、そーゆー話じゃなくてさ」

　大げさな仕草で手を振って、舌打ちを挟むと、雄山は身を乗り出して凄んできた。

「なに言っちゃってんの、ねぇ？　バカなの？　俺が会社辞めるはずないじゃん。そんな理由ないし。なに、俺のことが嫌いだからって、無理やり辞めさせでもしたいわけ？」

　はっ、と嘲笑ちょうしょうするように鼻で笑うと、雄山は軽薄な笑みを顔に張りつけながら肩をすくめた。

「残念でしたー。なにを言われようとも、辞めてなんかやりませんから」

「そうですか」

　想定通りの答えを受け、史樹は胸ポケットに挿していたペンを取り出す。

「であれば、これを部長に提出するだけです」

　そのペンのお尻の部分を軽く捻ひねって操作すると、ペンからこんな音が再生された。

『昨日、編集者のダチに連絡したら大喜びでさ。データ渡したら、結構これ、弾んでくれるらしいんだよね』

　通販で手に入れた、ペン型のレコーダーだ。

　再生機能も備えたそのレコーダーを前に、雄山の顔が青くなっていく。

「おま、それ……！」

　どういう事態になっているのか理解できてきたらしい雄山が、絶句する。

　そうなるとも知らず、数十秒前の雄山は楽しそうに史樹の問いに答えていた。

『データはもう、渡したんですか？』

『いんや。渡したらそのまま使われちゃうかもだろ？　だから、今夜会って、現金と交換。ついでにすげー高い焼き肉でも奢ってもらう予定』

　そこで、再生を停止する。

　固まっている雄山に、史樹はあらかじめ調べておいた事実を突きつけた。

「社内で得た情報を社外に売却する──これは、立派な従業員服務規程違反です」

　この会社に限らず、どこでも同じだろう。

　世の中には産業スパイなる者もいる。この男がやっているのは、もっと低俗なものだが、処罰の対象としては同類だ。

「部長が知れば、懲戒免職は免れないでしょう。懲戒免職になると、退職金が出なくなります。まあ、若いうちはもともと大した額ではありませんが」

　くるりとペン型レコーダーを指で回し、ぴたりと止めてから、そのペン先を雄山に突きつけた。

「失業保険にも影響が出ることもあるそうですよ。自己都合で退職された方が、いろいろお得だと思いますが」

「てめ……！」

　激高げっこうを隠せなくなった雄山が、史樹の胸倉むなぐらを摑つかみ上げてくる。

　史樹は小さく息をついてから、心の中でとある決心をし、静かに告げた。

「暴行も追加しますか？　刑事事件になると、転職にも影響しますよ？」

「上等だよ……！」

　頭に血が上っているのがありありとわかるくらいに、顔を真っ赤にすると、早口でまくし立ててきた。

「俺が辞めようがどうしようが、この情報を売ることに変わりはねぇし！　どっちにせよ、てめぇにそれを止められやしねぇよ！　ハハッ、ざまぁみろや！」

　こちらの勧告を聞くくらいなら、共倒れを選ぶ、ということなのだろう。

　この男なら、本当にやりかねない。

　けれど──ここまでは、史樹の想定通りだ。

　問題は、ここから先の展開。最後の関門が待ち構えていると言ってもいい。

　その関門を突破するため、穂春の言っていた言葉を思い出す。

　──最後の最後の手段として、覚えておくといいかも、だね。

　できればやりたくないし、あまり上手にできるとも思わない。

　けれど、それをやらなければ、穂春を助けられないのであれば──


「──────さっきからガタガタと、うるせぇんだよクズが」



　刃のような鋭い声が、史樹の口からこぼれ出た。

　摑まれていた手を乱雑に振り払うと、史樹は逆に雄山の胸倉を摑み返し、鼻先まで顔を寄せると、底冷えするような低い声で斬きりかかった。

「抜かしてんじゃねぇぞ、おい？　テメェなんざに使う時間がこれ以上あるとでも思ってんのか、クソが！」

「っ!?」

　思いっきり椅子を蹴けり飛ばすと、雄山がびくりと肩を震わせる。

　突然の豹変ひょうへんに、雄山は言葉を紡つむぐ方法を忘れたように、ぱくぱくと口を開いたり閉じたりしていた。

「お、おま──」

「黙って聞いてりゃ、つけあがってんじゃねぇぞ？　自分の立場ってもんがわかってんのか、あ!?」

　再び、革靴で乱暴に椅子を蹴り飛ばした。


「…………っ」



　壁に激突する椅子の音にびくりと肩を震わせ、顔を赤くしたり青くしたりしながら、雄山は氷像のように硬直する。

　──大きな声を出してから優しくする、っていうのは、怖い人とかがよく使う典型的な手法だよ。

　穂春の言葉を思い出しながら、史樹はふっと肩の力を抜くと、憑つき物ものが落ちたかのようにいつもの口調で語りかけた。

「──なんてこと、言われたくないですよね？　僕も、そんなこと言いたくはないので」

　摑んでいた手を放し、襟首えりくびを整えてあげてから、史樹は最初から用意していた道筋への誘導を開始した。

「だから、穏便おんびんにいきませんか？」

「お、穏便、だと？」

「ええ」

　それは、史樹が最初から用意していた、この話の落とし所で。

「雄山リーダーは辞表を書かず、データだけを今すぐ消す。僕はこのレコーダーから録音データを消す。もちろん、バックアップも含めて。これで丸く収まります」

　──ドア・イン・ザ・フェイス。

　穂春から伝授されたその手法は、瑠衣を助けた時に効果は実証済みだ。

　最初に辞表という無理な要求を突きつけてから、妥協だきょう案を示す。

　これが、史樹の用意した、最後の仕掛けだった。

「この会議室を出た瞬間、僕たちは、今の会話を全て忘れる。そうすれば、今まで通りの生活が送れますから。ね？」


「…………ちっ」



　その舌打ちが、交渉が無事終了した合図だった。

　雄山は史樹の目の前でスマートフォンを操作すると、撮った画像を削除し、クラウド上のバックアップも同時に消してみせた。

「これでいいんだろ？」

「ありがとうございます。では、こちらも」

　史樹は録音データの入ったペンをそのまま雄山に渡す。

　それを引ったくるように受け取った雄山は、再び舌打ちしてから、会議室のドアに手をかけた。

「……今回だけだからな。次はないと思えよ」

「はい」

　そのまま出て行った雄山を見送り、一人だけになったところで、


「………………あー、ドキドキした」



　思わず腰から砕けるように、史樹は椅子にどっと落ちた。

　身体の力が抜け、心臓の鼓動が自分で認識できるくらい早くなっているのを自覚する。

　見れば、手が小刻みに震えていた。雄山に気づかれなかったのは、運がよかっただけだろう。

「あんなのでよかったのかな……？　昨日の夜、由希に教えてもらった任俠にんきょう映画見て勉強したけど、穂春ちゃんの言う通り、僕には向かない方法だね……」

　この方法を使うことは、もう二度とないだろう。

　向いていないこともあるが、とにかく心臓に悪過ぎる。

　とにかく、これで当面の危険は去った。雄山が再びなにかしてきたとしても、既に情報の価値は下がっているし、そこまでのリスクを冒すほど愚かではないだろう。

「さて。じゃあ、最後の仕上げをしようかな」

　史樹は自分を落ち着かせるように深呼吸をしてから、スマートフォンを取り出し、とある人物に電話をかけた。

「あ、汐音ちゃん？　うん、こっちはなんとかなりそうだよ」

　電話の向こう側から、弾んだ声が返ってきた。







　徹夜明けというのは、何故か、いつも以上に朝日が眩まぶしく感じる。

　無駄に達成感があり、テンションがおかしく、なんとなく無敵になったような気になる。

　もちろん、そんな気になっているだけで、実際は瀕死ひんしの状態であることが多く、家に帰った瞬間にベッドへダイブするのがいつものルーチーンだった。

　そんな徹夜明けの状態で、目をしぱしぱさせながら家への道を歩いていたところで、最近仲良くなった女の子から電話がかかってくる。

『北条さん……すみません……！』

　開口一番、そんな謝罪をしてきた汐音の言葉に、史樹はなにが起こったのかをすぐに察した。

「もしかして、また？」

『はい、逃げられてしまいました……』

　申し訳なさそうに、汐音がそんな報告をしてくる。

　汐音に頼んでいたのは、ほとぼりが冷めるまで、穂春を寮から出さないようにすること、だった。

　雄山の脅威は減ったとはいえ、軍師の話で盛り上がっている状況なので、本物の軍師である穂春がほいほい出歩いているのはよろしくない。

　同じ意見だった汐音は、二つ返事でそれを引き受けてくれたのだが、四六時中監視しているわけにもいかなかったのだろう。

『でもきっと、あそこだと思います。ですから』

　確信を持っているように、汐音ははっきりとした声で、史樹に依頼してきた。

『すみませんが、後のことはよろしくお願いいたします』

「うん、任されたよ」

　はっきりとそう答えた史樹は、スマートフォンをポケットに戻し、足を止めた。

　目の前には、三十五年ローンで購入した、我が家が鎮座している。

　史樹は一度呼吸を整えてから、家の鍵を取り出し、鍵穴に差し込んで回す。しかし、そこに手ごたえはなく、ドアは抵抗することなく家の主を受け入れた。

「ただいま」

「……お帰りなさい」

　誰もいないはずの家から、声が返ってくる。

　そこには、いつからいるのか、仁王立におうだちしている穂春が門番のように立っていた。

　腕組みをしてこちらをねめつけてくる様から、ちょっと怒っている様子が垣間見かいまみえる。

「どういうことなのか、説明して欲しいんだけど、お兄さん？」

「どうもこうも」

　靴を脱ぎ、なにから説明しようかと思ったところで、穂春が質問を重ねてきた。

「あの偽者の軍師は、誰なの？」

「よく撮れてたでしょ？」

「撮れてたけど、そういうことじゃなくてっ」

　もう、と地団太じだんだを踏む穂春に、史樹はネクタイを緩めながら告げた。

「穂春ちゃんが言っていたでしょ？　人は、最初に与えられた情報を基準に考えちゃうって」

「……アンカリングだね」

　それは、穂春が教えてくれたことだ。

　その目的は、ただ一つ。

「軍師の情報が暴露されると、穂春ちゃんの今後の生活に関かかわるから。だから、先んじて、噓の情報を撒まいたんだよ」

　穂春を特定される可能性を少しでも下げるため、史樹はあの動画を六人目の軍師のものとして投稿したのだ。

　穂春は不満そうに唇を尖とがらせると、

「……噓を本物に見せるには、そこに本当の情報を混ぜることが重要なんだ。詐欺さぎ師なんかは、そうやって噓の信憑性しんぴょうせいを上げるテクニックを使うけど」

　リビングに移動した史樹を追いかけながら、穂春はこんなワードを告げてきた。

「お兄さんがそのテクニックに使ったのは、本物の衣装によるドレス効果だった」

「ドレス効果？」

　初めて聞くその単語について、穂春はこんな事例で説明してきた。

「例えば、Ｔシャツとジーパンの人に呼び止められても無視する人は多いけど、警察官の制服を着た人から呼び止められれば、ほとんどの人は足を止めるでしょ？」

　確かに、制服を着た警察官から呼び止められれば、なにかやましい事情がない限り、ほとんどの人が足を止めるだろう。

　同じように、白衣を着ていれば医者だと思うし、消防士の制服を着ていれば相手が消防士であると、多くの場合、そう判断する。たとえ、相手が一切いっさい名乗らなかったとしても、だ。

　人間はそうやって、制服による判別を無意識にしているらしい。

「相手の着ている制服によって、人は驚くほど判断を変えるものなんだ。衣装を着ていたことで、中身が偽者だったとしても、その子が六人目だって信じちゃうくらいに」

　あの衣装は穂春が着ていたものだ。

　つまり、中身は偽者でも、衣装は本物ということになる。

「穂春ちゃんが置いていった衣装が、家に残っていたから。悪いとは思ったけど、ちょっと借りて」

「それはいいんだけど」

　穂春はむすっとした表情で、ねめつけるように史樹を見上げてくると、再びそれについて問とい質ただしてきた。

「誰なの、あの女の子？」

「ああ、あれ？」

　そういえば説明していなかったことを思い出し、史樹はその名を告げる。

「あれは、由希だよ」

「由希って……確か、お兄さんの、妹さん？」

「そう」

　夜遅い時間だったにも拘かかわらず、こっそり伯母の家を抜け出した由希を車で回収し、動画を撮影した。

　撮影場所は汐音に紹介してもらった、本物のスタジオの一室。

　そこで、あの動画を撮影したのだ。

「後ろを向いてもらって、顔はなるべく映さないようにして、とか、いろいろ工夫したけど。体型があまり似てないからちょうどいいと思って」

　そう。

　同い年ではあるが、妹は女性にしては背が高い。後姿の印象も、かなり穂春とは違っている。

　話を聞いていた穂春は、ますます不満そうに口元をへの字にすると、

「……どうせボクは、ちんちくりんですよ」

「そういう意味ではなくてね」

「まあ……わかってるけどさ」

　頰を膨らませる穂春にも、その目的はちゃんと伝わっているようで。

「六人目の正体として、ボクに目が向かないようにしてくれた、っていうことでしょ？」

　噓の動画配信をしたのは、アンカリングを活用するためだ。

「人は、最初に提供された情報を基準に、物事を判断してしまう。背の高さとか、髪の長さとかで、ボクがそこに該当しなければ、自然と候補者から外されるからね」

　そうなることで、穂春が＆ＳＩＸの六人目であることを悟らせないようにする。

　そのために、妹からの度重なる追及を紙一重で避さけきって、あの動画撮影をしたのだ。

　ただし、妹からの疑惑の眼差し以外にも、この方法には大きな問題があって。

「でも、もし本当の軍師の正体がバレた場合、お兄さんの会社が凄いバッシングを受けることになるよ？」

「その時はその時だよ」

　格好つけるわけでも、気取っているわけでもない。

　それは、史樹の本心からの言葉だった。

「大事なのは、今の穂春ちゃんを守ることだから。それで僕がどうなろうとも、ちゃんと未来の僕が責任を取るよ」


「…………っ」



　瞬間湯沸かし機のように、穂春の顔が一瞬で真っ赤に染まる。

　その顔を隠すように、穂春はそっぽを向くと、

「あ、あは、お兄さんはまたすぐ、そういうこと言って……っ」

　言ってから、少しだけ苦しそうに、胸元をぎゅっと握り締める。

　そして、すぐに視線を足元に落とすと、

「……それでも、もう、ボクはここにはいられないよ」

　ゆっくりと首を振って、穂春は悲しそうに目を閉じた。

「お兄さんに、迷惑かけちゃう……またいつか、同じようなことが起こったら、お兄さんに取り返しのつかないようなことが起こっちゃうかもしれない」

　今回の件も、会社にバレたら大変なことになるだろう。

　辞表を書かなければいけなくなるのは、史樹の方になってしまう。

　けど、それが穂春を見捨ててもいい理由には、絶対にならない。

　それに、史樹が穂春を助ける理由は、それだけではなかった。

「だから、ボクは──」

「そろそろかな」

「──って、え？」

　時計を確認した史樹の言葉に、穂春がぽかんとした表情を見せる。

　そして、史樹の言葉がスイッチになったかのように、穂春の持っていたスマートフォンが微振動をしてきた。

「メール……？　って、これ」

　その宛先あてさきを見た穂春が、目を丸くする。

「お、お父さんから……？　どうして、こんなタイミングで」

　穂春はすぐにスマートフォンを操作し、その内容を確認するも、

「な……!?」

　書かれている文面を見て、絶句した。

　そしてすぐさま、史樹に詰め寄ってくる。

「ど、どういうこと？　お兄さんの家で下宿させてもらいなさい、って書いてあるんだけど!?」

「そういうことだよ」

　史樹は穂春の父とのやり取りを思い出しながら、端的たんてきに答えた。

「僕が穂春ちゃんのお父さんにお願いしたことだから、間違いないよ」

　穂春はきっと、状況が好転したとしても、ここへ留まろうとはしないだろう。

　だったら、ここへ留まることができる、正当な理由を用意してやればいい。

　そうでなくとも、大人として、筋は通さないといけないのだ。

　とはいえ、穂春からすれば、どういうことなのかさっぱりわからないだろう。

「なにがどうなってるの!?　というか、どうしてお父さんの連絡先、お兄さんが知ってるの!?」

「穂春ちゃんがヒントをくれたんだよ」

「ヒント……？」

　綺麗な眉を顰ひそめる穂春に、史樹は自分のスマートフォンをテーブルに置きながら告げた。

「僕が、穂春ちゃんのお父さんの連絡先を前から知ってる、っていうことの」


「…………」



　ぴた、と動きを止めた穂春の様子からして、やはり、最初からわかっていたのだろう。

　一呼吸分の間合いを置いてから、穂春は窺うかがうような眼差しで史樹を見上げてきた。

「……どうして、わかったの？」

「不思議に思ったのは、穂春ちゃんがカレーをリクエストした時かな」

　あれは、穂春が駅まで迎えに来た時のことだっただろうか。

「穂春ちゃんはそこに座って、ここから料理を作っているのを見るのが好きだ、って言ったんだ」

「……そんなこと言ったっけ？」

　穂春は史樹の指差した、椅子に視線を向け、首を傾げる。

　おそらく、無意識のことだったのだろう。

「その時はなにも思わなかったけどね。でも、よく考えたら、不思議だなって」

　この家の形が、それほど特殊なわけではない。

　カウンターキッチンと、その向かい側のダイニング。

　さらにその奥にリビングがある、典型的な間取りだ。

　しかし、穂春はいつも、特定の角度からキッチンを眺めていた。

　あれは、本当にそこから見ていたからなのではないか、と推測したのだ。

「この家に住んだことないはずの穂春ちゃんが、その場所からお母さんの料理姿を見てた、なんてあるはずがない。逆に言えば」

　その仮説から導き出される答えは、ただ一つ。

「穂春ちゃんは昔、ここに住んでたんじゃないかって」

「……うん、そう」

　素直に頷いた穂春は、家全体を見回すように視線を動かした。

「ここはね、ボクが子供の頃、お父さんとお母さんと三人で暮らしてた家なんだ」

　史樹が買ったのは、中古として売り出されていた物件だ。

　その前までは、この家に誰かが住み、生活をしていたという当たり前の事実がそこにあった。

「子供の頃に、お母さんは病気で亡くなって。その後、ボクが中学生まではこの家にいたんだけど、ある時、お父さんがこの家を売るって言い始めたんだ」

　なにかを懐かしむように壁に指を這はわせると、穂春は淡々とした口調くちょうで続ける。

「お父さんは仕事であちこち呼ばれるけど、どこかの大学に所属しているとかじゃないから、収入が不安定で。結構、お金に困ってた時があったんだよね」

　家を売るとなれば、その理由は限られる。

　一つは、不要になって処分するために売りに出す場合。

　もう一つは、お金に困って、不動産という資産を現金化したい場合だ。

「ボクは凄く反対したけど、聞いてもらえなくて。まあ、それはそうだよね。お金の問題だもの。それがちょうど、三年くらい前の話」

　史樹がこの家を買ったのが、一年ほど前なので、その間はいろいろ揉もめていたのかもしれない。

「だから、ボクは考えたんだ。どうしたら、この家を守れるのかって」

「もしかして」

「うん、そう」

　はにかむような笑顔を見せて、穂春はぽんぽんと家の壁を叩いた。

「ボクが＆ＳＩＸの活動を始めたのはね。この家を買い取るためだったんだ」

　きっと、必死に考えての結論だったのだろう。

　それくらい、穂春にとって、この家は大切な場所だったのだ。

「何年かかるかわからなかったけど、当時まだ中学生だったから、バイトすらできなかったし。これしか思いつかなかったんだ」

　思いついたからといって、成功できるほど甘い世界ではないだろう。

　しかし、彼女はそれをやってのけた。

「でも、幸い活動も軌道に乗って、お金も少しなら貯まって。それでやっと、ここに来てみたら──」

「既に買い取ってしまった人がいた、と」

　妹を引き取るために、伯母から出された条件の一つが、住む場所の確保。

　由希が学校へ徒歩で通えて、かつ、史樹の通勤がしやすい場所、という家を探していた。

　売りに出されてしばらく経たっていたが、駅から少し離れているため、あまり引き合いはなかったらしい。

　ここを紹介してくれた不動産業者も、しばらく内覧ないらんがなかったからと喜んでいた。

「ずっとそのまま、とは思ってなかったけどね。でもやっぱり、ショックはショックで」

　お金が貯まるまでは、気ばかり急せいてしまうので、家が売れているかどうかは調べなかったらしい。

　そして、あの時がやってくる。

「家の前で呆然ぼうぜんとして、ずっとそこで立ち尽くしてたら、くらくらしてきて。そういえば、朝からなにも食べてなかったなー、って思った時には、もう立ってる元気もなくなっちゃって」

「その時、ちょうど僕が帰ってきた、と」

　穂春と史樹が、初めて出会った日。

　穂春があんな場所で倒れていたのには、そんな事情があったらしい。

「不動産売買の時、売り主さんの連絡先なんて教えられないことも多いみたいなんだけどね。ただあの時は、まだ家の中に本とかが残ってたから、念のためにって、穂春ちゃんのお父さんの連絡先を教えられていたんだ」

「……お父さん、本の虫なのに、片付けは下手くそだったから」

　結局、本の山は、引っ越し前に纏まとめて業者が運び出していった。

　そのため、連絡なんて取ることもなかったのだが、当時の記録はまだ残っていた。

「調べてみたら、苗字みょうじも同じだったし。もしかしたら、って思って、連絡してみたんだけど」

　メールで連絡してみたところ、驚くほど丁寧な返答が返ってきた。

　そして、その中には、史樹が初めて知る情報も混ざっていて。

「驚いてたよ、お父さん。穂春ちゃん、お父さんに連絡してなかったんだね」

「あはー……」

　誤魔化すような笑みを浮かべて、穂春は視線を斜め上に逃がす。

　穂春は父親に、史樹の家に泊まることを連絡済みだ、みたいなことを言っていたが、なにも告げていなかったらしい。

　慌てて事情を説明した史樹だったが、相手からは、大げさなくらいの謝罪文が送られてきた。

「事情を説明したら、すぐにわかってくれて。驚いてはいたけど、最後は娘をお願いしますって、何度も何度も繰り返しお願いされちゃったよ」

「……お兄さん、凄いね」

　本当に驚いた様子で、穂春は目を丸くする。

「ボクが言うのもなんだけど、お父さん、変わった人だから。家の件でいっぱい喧嘩けんかしてから、まともに話をしてなかったんだけど……」

「凄く心配してたよ。それに、いろいろ話をしてくれた」

　非常に長い文面で送られてきた、穂春の父からのメールには、史樹の知り得なかった情報がたくさんあって。

「穂春ちゃんが通いたかった学校って、穂春ちゃんのお父さんとお母さんが、初めて出会った場所だったんだね」

「……うん、そう」

　穂春は、壁にかけたままの制服を見ながら、小さく頷いた。

「お母さんは当時、まだ学生で。お父さんは高校の教員免許を持ってたから、非常勤講師としてそこで働いていたんだって」

　若い社会科の先生と、女子校に通う一人の女の子。

　二人が出会って恋に落ちるのに、それほどの時間は必要なかったそうで。

「教師と生徒、なんてベタな展開かもしれないけど、結構な熱愛だったみたい。周囲の反対を押し切って、卒業と同時に結婚。まあ、そのせいで頼れる親戚とかいなくなっちゃったんだけど」

　そういえば、前にそんなことを言っていた気がする。

　ただ、当時、それは大した問題ではなかったようだ。

「お母さんはね、その時のことを何度も何度も話してくれたんだ。とっても嬉しそうに」

　その時のことを思い出すように、穂春は宙を見上げ、目を細める。

「可愛い制服がお気に入りで、大きな噴水の側で一緒にお昼を食べたとか、校舎裏でこっそり密会していたとか」

　当人たち以外にとっては、どうでもいいのろけ話なのだろう。

　そんな両親のなれそめを、子供の頃の穂春は、目を輝かせて聞いていたらしい。

「その話を羨ましがっていたボクに、お母さん、言ってたんだ。あなたもいつか、そんな恋をする時がくるって」

　それは、母親の娘に対する願いでもあったのかもしれない。

「もしかしたら、同じ学校に行って、同じような恋をするかもね、って。そうなったら、素敵ね、そんな穂春を見てみたいわね、って」

　穂春はその時の母の気持ちを感じ取るように、胸に手を当てた。

「お母さんは、それが叶わないことを、もう知ってたんだろうね。でも、子供の頃のボクはお母さんに宣言したんだ。いつか、お母さんと同じ高校に、このお家から通うって。お母さんに、そんなボクを見てもらうんだ、って」

「……そっか。そうだったんだ」

　穂春にとってそれは、母親とした最後の約束だったのだろう。

　だからこそ、是が非でもその約束を守ろうと、この家にいさせて欲しいと史樹に頼んできたのだ。

「お父さんは、きっとそんなこと、もう忘れちゃってるんだろうね」

「それは、どうなのかわからないけど」

　会ったこともない人の心理を読み解く力は、史樹にはない。

　ただ、一つだけ、わかっていることもある。

「でも、穂春ちゃんがこの家を──家族を大事にしていたことは、お父さんもよくわかっていたみたいだよ」

「……そんなことない」

　強く首を振って否定すると、奥歯を嚙みしめて、穂春は史樹を見上げてきた。

「あの人は、お母さんが病気の時だって、海外で仕事してばっかりで、家になんてほとんど帰ってこなかった」

　吐き捨てるように、穂春が言う。

　父と娘の間には、強い確執かくしつが横たわっているようだった。

「家族のことなんて、どうでもよかったんだよ、きっと。だから、お母さんの想い出が詰まったこの家は、ボクが守らないといけないんだって思って」

　それで、家を飛び出し、お金を貯めるために＆ＳＩＸの活動を始めた。

　父親は、そんな娘の背中を黙って見送ったらしい。

　ただ、そこには穂春の知らない、とある事実が隠れていた。

「治療費がね、かなりかかったみたいなんだよ」

「……え？」

　顔を上げた穂春に、史樹はメールの文面から読み取れた情報をそのまま伝えた。

「お父さんから、話を聞いてね。払いのいい海外の仕事をたくさん引き受けて、治療費を稼いでいたんだって」

　どんな治療を選択したのかは知らない。

　ただ、健康保険が充実している日本でも、治療費というのはタダではない。

「僕も、母が亡くなった時、似たような経験をしたからわかるよ。特に、健康保険が使えない治療をすると、それこそ、車や家が買えるような額が必要になることもあるから」

　その支払いに困窮こんきゅうする人は、決して、少なくない。

　しかし、穂春は信じられないとばかりに、史樹に詰め寄ってくると、

「お父さん、そんなこと一言も……！」

「まともな大人は、子供にお金の心配なんて、普通はさせたくないと思うものだよ」

　親にとって、子供とは、いつまでも守るべき存在なのだろう。

　ただ、その気持ちがあっても、どうにもならないことが、世の中には存在していて。

「それでも足りなくて、あちこちからお金を借りたそうなんだけど、その返済に困窮するようになったらしくて」

「……そう、だったんだ」

　ぺたん、と、力が抜けたように床に座り込んだ穂春の前に、史樹もそっと腰を下ろす。

「人に注目されるのが苦手な穂春ちゃんが、この家を守るために、必死に活動をしているのを見て、お父さんも必死に働いてるみたい」

　穂春の父からのメールには、今はまだ、日本へは戻れないことが記載されていた。

　娘の活躍については、海外からもずっと情報を集めていて、心配しつつも、励はげみにしていたそうだ。

　幸い仕事には困っていないようで、忙しく過ごしているらしい。

「それでも、最終的に家を手放すことになっちゃって、余計に穂春ちゃんと連絡が取りづらくなっちゃったみたいだよ」

「……あは、バカだなぁ、お父さんは」

　フローリングの上で体育座りすると、穂春は膝ひざの間に顔を埋めるように、額を押しつける。

「ボクが欲しかったのは、お家じゃなくて、家族の集まれる場所だったのに……」

　そこにあったのは、ほんの些細ささいな、ボタンの掛け違いだったのだろう。

　それがだんだんと大きな亀裂となり、飛び越えられないほどのクレバスとして、父娘を裂いてしまった。

「今の自分では、娘の願いを叶えてあげることができない。だから、代わりに娘を頼みます、ってお願いされたよ」

「で、でも」

　狼狽うろたえたように、穂春は前かがみになって身を乗り出してくると、

「ここは、お兄さんが家族と暮らすために買った場所なのに……！」

「二人で暮らすには、広過ぎる家だよ」

　肩をすくめて、リビングを見回す。

　間取りは４ＬＤＫ。小さいながらに、庭と倉庫もついている。

　兄妹二人では、広くて持て余してしまうほどだ。

　それに。

「１対２対７の法則」

「え……？」

　きょとんとした表情を向けてくる穂春に、史樹は優しく微笑みかけた。

「二人は基本的に賛同をしてくれて、七人は様子見の中立で、一人は必ず敵になる。そんな法則だったよね？」

「う、うん。そうだけど……」

「確かに、世の中って、そういうものなんだろうけどさ」

　けれど、そんな法則にはない存在がいても、不思議はなくて。

「千人に一人、もしかしたら、一万人に一人かもしれない。でも、この世の中に、なにがあろうとも、どんな状況でも、絶対に助けてくれる、そんな相手が一人くらいいても、いいと思うんだ」

　ただ賛同するだけじゃない。

　ただ味方してくれるだけじゃない。

　どんな壁にぶつかろうとも、どんな困難に直面しようとも、共に戦い、共に傷つく。そんな相手が、この小さな女の子にいたって、神様は怒らないだろう。

　だから。

「僕はそれが、家族というものだと思うから。だから僕は、なにがあろうとも、どんなことが起ころうとも、僕は絶対に家族である穂春ちゃんの味方でいる。法則なんて関係なく、絶対に」


「…………っ」



　見開いた穂春の大きな瞳ひとみから、ぽろぽろと、涙がこぼれ落ちた。

　真っ赤になって涙を服の袖で拭ぬぐうも、それでも止まらない涙の粒が、床に落ちて弾はじける。

「ずるいよぉ……お兄さん……っ、そんなこと言われちゃったら、ボクは……っ」

　突然降り始めた大雨のように、止まらない涙を流す穂春へ、

「それに」

　史樹は、その根底にある、一番大きな理由について口にした。

「僕には、穂春ちゃんが必要なんだ」


「え…………えぇ!?」



　先ほどとは違う色合いで顔を赤くした穂春。

　そんな穂春に、史樹は改めて、自分の置かれている状況を口にした。

「忘れたの？　僕が妹と一緒に暮らすためには、もう一つ、条件があること」

「あ、ああ……なんだ、そっちか」

　安堵あんどしたような、それでいて、どこか残念そうな顔で、穂春が息をつく。

　穂春の反応を不思議に思いながらも、史樹は小さく肩をすくめた。

「今回の一件で、仕事がとんでもなく増えちゃって。正直、しばらく定時帰りはできそうになくて、それを伯母さんに話したら、妹を引き取る話は延期ってことになっちゃった」

　終電どころか、徹夜帰りなんてことになれば、そうなって当然だろう。

　それを聞いた穂春は、顔をくちゃくちゃにしながら、呆れたように微笑んだ。

「あは、お兄さんもバカだなぁ……」

「そうかもね」

　頷いて、苦笑を返す。

　けど、これが自分の性分なのだ。

　頼まれたら断れない。困っている人は見捨てられない。

　今更、この性格を変えることなんてできないのだ。だったら、今のままの自分で、この歪んだ世界と戦っていくしかない。

「だから僕には、頼りになる軍師が必要なんだよ。必要のない仕事を引き受けちゃって、終電帰りばかりになる僕なんかを、助けてくれる優しい軍師が」

「あは……もう、しょうがないなぁ」

　ごしごし、と目元を拭ってから、

「うん、決めた」

　穂春は跳びはねるようにして、立ち上がった。

　目元を腫はらした穂春は、決意に満ちた眼差しを向け、史樹に手を差し出してくる。

「ボクは──ううん、わたしは、これからなにがあろうとも、お兄さんを定時帰りの社畜にプロデュースする」

　差し出された手は小さいが、誰よりも、なによりも、頼りになる大きな存在で。

「悪戯いたずら好きで、素直じゃないし、きっとお兄さんに迷惑ばっかりかける軍師だけど、でも」

　穂春は潤うるんだ目を向けながら、向日葵ひまわりのような輝きを持った笑顔を向けてきた。

「世界中がお兄さんの敵になろうとも、絶対にお兄さんの味方でいる。絶対に」

　史樹は、穂春の手をそっと握った。

　穂春も、その手を握り返してくる。

　これは、契約書のない契約だ。

　条件も、罰則もない。判子はんこも、署名も必要ない。

　ただ二人の魂がそれを覚えている限り続く、絶対で、終わりのない契約だ。

　やがて手を放すと、穂春はこちらを窺うような目で覗き込んでくる。

「嫌だって言っても、もう取り消せないから。覚悟してね、お兄さん？」

　えへへ、と笑う、年相応の女の子が、そこにいた。

　そう──

　これは、とある女の子と、とある会社員の、小さくも大きな願いを叶える、ただそれだけの物語だ。
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　最近、会社で働かない中年社員のことを、巷ちまたでは『妖精ようせいさん』と呼ぶらしい。

　出社してすぐに芸能のニュースサイトを開き、会議ではふん反り返って居眠りをし、一度席を立つとなかなか帰ってこず、そのくせ他人の仕事の批判だけは忘れない。

　頼んでいないのに仕事が雨あられと降ってくる身からすれば、働かないで給料がもらえるなんて羨うらやましい限りだが、当人たちに言わせると、それはそれで辛いものらしい。

　そんな妖精さんの大変さは理解できていないが、自宅にいる妖精みたいな女の子の悩みもまた、史樹しきにはわかりにくいものだった。

「や、やっぱり、短くないかな……？」

　着替えを終えて出てきた穂春ほはるが、恥ずかしそうな顔をして史樹の正面に立った。

　穂春が着ているのは、これから通う高校の制服だった。

　ブレザータイプの制服で、可愛かわいいチェックのスカートが膝ひざの上で揺れている。

　スカートをどれくらい折るかで相当悩んでいたようだが、結局、膝よりちょっと上くらいで調節したようだった。

　自分のネクタイを装着しながら、史樹は笑って答える。

「そんなことないよ」

「そう？　お兄さん、適当なこと言ってない？」

　穂春は疑わしそうな眼差まなざしを向けてくる。

　一連のバタバタがあってから、二週間ほどが経過していた。

　慎重に経過観察をしていたが、六人目の軍師の正体は謎なぞのまま、というところで落ち着いており、ネット上では今も様々な憶測おくそくが飛び交っている。

　ちなみに、社内では一つの人事が発表されていた。

『──本日付で、以下の者には山形やまがた分室への出向を命ずる』

　社内サイトで、無機質なフォントと共に指名されていたのは、なんと雄山おやまの名前だった。

　送別会をするどころか、机を片付ける暇もなかったようで、今も乱雑に書類が置かれている。

　事情の説明はなにもなかったが、瑠衣るいはその事情を総務の同期からこっそり耳にしていた。

『なんでも、経費の水増し請求がバレたみたいなんです』

　思った以上に情けない理由の詳細は、こういうことだった。

『最初は私物の文房具とかを申請してたみたいですけど、最近は合コンの食事代とか、個人購入のタブレット代とか、申請に紛まぎれ込こませてたんだそうです』

　当然、不審に思った総務は、当人に追及した。

　最初はしらばっくれていたらしいが、同じ合コンに参加した別の社員が口を滑らせたことで事態が発覚。

　処分については揉もめたらしいが、本人が深く反省を示していることを考慮し、関連会社への出向──つまりは、左遷させんさせることで決着をつけたようだ。

『なんか、土下座までしたらしいですよ。セコい上に情けないやらで、みんな呆あきれてるらしいですけど』

　そして、逃げるように転がり出ていった、という話だ。

　もちろん、史樹や穂春が仕組んだことではない。単なる自業自得じごうじとくだ。

　それでも、これで話が蒸し返される危険はぐっと減った。

　彼のケチさに感謝しておくべきかもしれない。

　一方の穂春は、史樹の家に戻ってきて、転入の手続きも無事に終わり、今日から転入先の高校へ通うことになっている。

「転入初日だから、早く行かないといけないんじゃない？」

「そうだけど……」

　やはりスカートの丈が気になるのか、穂春は鏡の前でもじもじしている。

　本当は、短い丈が好きなのに、そんな自分を他人に見せるのが、まだ怖いのだろう。

　人はそんなに急に変われるものではない。けど、それでも変わろうとしている様が、膝の少し上に決まったスカートの丈に現れていた。

「あ、穂春ちゃん」

　最後にリボンの結び具合を調節していた穂春を呼び止めた史樹は、キッチンに置いていた包みを取って、手渡した。

「学食はあるって言ってたけど、初日は忙しいかもだから、これ、お弁当」

「え……？」

　目を丸くした穂春は、まだ温かさの残るその包みをまじまじ見つめると、

「もしかして、作ってくれたの!?」

「修業中だから、美味おいしくなかったらごめんね」

「ううん、ありがとう、お兄さん！　大好き！」

　叫んだ穂春は、感極かんきわまった様子で史樹に飛びついてきた。

「っと」

　それを、間一髪のところで避よける。

　勢い余って柱に激突しそうになっていた穂春は、ショックを受けた表情でこちらを振り返ってきた。

「避けた……お兄さんがまた避けた……!?」

「いや、お弁当が崩れちゃうから」

　せっかく作ったのに、ぐちゃぐちゃになったらもったいない。

　改めてお弁当を渡すと、穂春は不満を隠さずに頰ほおを膨らませた。

「むー……お兄さんはアレだよね。ボクに対する愛が足りないよね」

「そうかな？」

　そんなつもりはないのだが、穂春に言わせると、愛情表現が足らないらしい。

　ちなみに、あれ以来、穂春はまた自分のことをボクと呼んでいた。

　いつの日か、穂春の身に纏まとう武装が解かれる時がくるのだろう。

　穂春が剣と盾たてを捨てても生きていける日がくるまで、彼女の一番の味方である大人として、大切に見守りたいと思う。

　史樹はそんな想おもいをもろもろ込め、それを一言でこう表現した。

「僕は穂春ちゃんのこと、大好きだけど」


「…………っ」



　危うく、穂春がお弁当箱を取り落としそうになる。

　そして、何故なぜか真まっ赤かな顔をして、労働組合も真まっ青さおなくらいの抗議を上げてきた。

「ず、ずるい！　そういうこと、朝から言うの！」

「そうなの？」

「そうなのっ！」

　さっき穂春も同じことを言っていた気もするが、穂春はよくても、史樹は駄目らしい。

　この辺りの理不尽りふじんさと不可解さは妹で慣れていたつもりだったが、ツボが人によって違うのだろう。

　未いまだに地雷の位置がわからず、踏んでしまうことが多かった。

　穂春は呆れた様子で頰を風船のように膨らませると、

「もう……あ、もうこんな時間。お兄さんも会社でしょ？　途中まで一緒に行こうよ」

「そうだね」

　それぞれが鞄かばんを持ってから、並んで外に出る。

　空が青く晴れ渡った、気持ちのいい朝だった。

　ローファーを鳴らしながら、穂春はぴょん、と踊るようにして前に出る。

　くるりと制服のプリーツを舞わせる姿は、本物の妖精のよう──なんて言ったら、きっとまた、真っ赤になって怒られるのだろう。

　そんな史樹の軍師は、楽しそうにこちらを振り返ると、太陽に負けないくらいの明るい笑顔で断言してきた。

「今日も、きっといい日になるよ！」
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あとがき




　人生には、数え切れないほどの選択肢が現れます。




　卒業後の進路はどうすればいいのか。

　いい学校とやらを目指すべきなのか、はたまた、社会という海に飛び出してみるべきなのか。

　進学したとして、理系に進むべきなのか。それとも、文系に進むべきなのか。

　就職先は、楽そうなところがいいのか、行きたい会社にチャレンジするべきなのか。

　その後も、一つの会社にずっといるのか、新天地を目指して転職という道を選ぶべきなのか。




　結婚相手をフローラにするべきなのか、それとも、ビアンカにするべきなのか、大いに悩んだ子供の頃から、状況はあまり変わっていない気がします。

　選択肢前のセーブも、選んだ後のロードもできないので、突き進んだり、時に頭を抱えて後悔したり、そんなことを繰り返しながら、みなさん日々を過ごしているのではないでしょうか。

　ただ、悩み過ぎる性格だったり、あまりに重要な選択でどっちを選んでいいかわからなかったり、選ぶこと自体が多大なストレスになることも少なくないでしょう。

　どこぞの大きな会社の社長さんは、同じ色のシャツを何枚も持っていて、毎日それを着ることで、日々の選択肢を一つ消すことにしているそうです。

　そこまで極端なことはできないにせよ、重要な決断を迫られた時、的確なアドバイスが欲しくなったり、誰かに決めて欲しいと頭を抱えたくなったりすることもあると思います。




　そんな時、道を的確に示してくれる存在──あなただけの可愛い『軍師』がいたら。

　それがどんな世界であるのか、本書を通じて、少しだけでも触れていただければ幸いです。




　そんな本書は、様々な方々のご助力により、形にすることができました。

　透明感のあるイラストで作品に色と息吹を与えてくださった、パルプピロシ様。熟練航海士のように、常に的確な進路を示してくださった、担当編集様。そして、本書の作成に携わってくださった全ての方々に、心より御礼申し上げます。本当にありがとうございました。




　最後になりましたが、本書を手に取ってくださった皆さまに、最大級の感謝を。
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著者

七条　剛（ななじょう つよし）

　在宅ワークは苦にならないのですが、そのせいで加速する運動不足の解消方法を模索中です。




イラスト

パルプピロシ

　ポメラニアンが好きです。

　ポメラニアンハーレムを作ってポメラニアンハーレムおじさんになるために日々お仕事がんばります。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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僕の軍師は、スカートが短すぎる
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